『現代日本語書き言葉均衡コーパス』形態論情報規程集 第4版（上） by 小椋 秀樹 et al.
国立国語研究所学術情報リポジトリ
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』形態論情報規
程集 第4版（上）
著者 小椋 秀樹, 小磯 花絵, 冨士池 優美, 宮内 佐夜香
, 小西 光, 原 裕
発行年 2011-02-25
シリーズ 国立国語研究所内部報告書 ; LR-CCG-10-05-01
URL http://doi.org/10.15084/00002855
，
→
嫁?　廷　馨?
??
灘戯錬??江??
?
，
）彩涼
穿911゜
一
’、
?
〆
鴎
”亘一臼
，
塀
「 ●
埠
瓢
声
ー
一
閃・
杷
《
?
ボ
〆泉
．」
】
㌧
（
」
一 ※　姦
一
芒
⊆簸嵩磁
一 ?
●＝
＝
■」?
巴浪
（
?一
一
一
?
?
三1
?
?
1簑
ク
，
▲
掴
亮
’
?
??
?
W
一
一
一
??
　
　
聾
? ?
???????
?「?
?，、
??
灘
灘、
灘
????????　　　　
?「
←
』
⇔
嗣?
．???■〉??
?
〆
　　　ロ　　　　　　　　　さ雛難羅　　　　　　ロ
稲
、
挙?????
．
??
???灘懸
へ
蒸尭韓噸
融舞弐⑳縛蓑
??????????????
　
　
　
　
　
　
　????
　
　
　
　
　
　
　
　
諜???
　
　
　
　
　
　
　
　???
?????
????．、。
忽??恕?????
????
??????????
??
ご謡
　　諺⇔灘黍
　　　　買※費
　　　買彰　騨オ◇　　　　　ぺx
拶諺
???
???????
　
　
　
　
脳ぶ
　
　????
?…???
・?。一
???
べ ?㍍?　隷
慧
??㌔?
?、???
????
????㌦
．鐸癬?
　
　?，??
?
改㌻彩
塾裕織
?????????
錬
彩ぶ
ぞ
｝濡P一麺
　　　　　　珍　　勃謬濠　　　　　　臨難
　　　　　姦　薮　繰紫　　　　　　　F邊
　　　　　⑬　言　　☆ぺ　彩擢
　　　　　十
鳶　凝膨叡』
離1，
㌘
騨麟騨欝
　　　　　紗　　　　買s態　⑬頴び舟
　ぱ　　忍
?
　画
　　多i?
鞠鯵」
????
???．?．???、???? ?? ? ??
㌃
謬??
　　　　　　※?
、ミ講ジ
＼　⇔念×〉◇
　　　　七
灘
　ぴx　　ぷ静傘
⑬　紗繰ひ灘臨一
㍉　冊
肇ぺ灘
」
ら
慧蒔
　ぐ　※
灘
鷲羅辮郷㍗揚雀紗　　×v　　ま緩掻輔　　　　　1
?
熊
彩タ
罐藻
　　　　　×ぺ㌘珍〔　　　遺　　　ぺ　　　ぽぐま。講義轍、柔，
麟叢盗じ＿＿
?
・　　　1
栂3唇
臨????
??????〉　????
???．??????　????㌘??　　　?．??　　　
一
　　　????．
　
　
　?????、
　
　
　
∨????
?
?????
』　］
＼鍛㌘
?
灘難辮i
灘撫購慧sジ
灘，願
　紗ぼ蒸㍉謬⑬　ぐ
　ぺ　x裟ぴ　　び捗　｝　　〔　　　　ヴ欝鐸　　岬
　壕ぎ　紗　　　〔好〆ぷぷ、　・
　　紡㌍影　彰彰ぴ　　ぶu舗凝i”止一一
r現代日本語書き⇔葉均衡コーパス』
　形態論情報規程集第4版（上）
小椋　秀樹
小磯　花絵
冨士池優美
宮内佐夜香
小西　　光
原　　　裕
　　　　　　　　　平成23年2月
◎2011大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所

－ Ⅰ －
前 書 き
国立国語研究所は，2006年度から2010年度までの５か年計画の下，『現代日本語書き言
葉均衡コーパス』（ Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese，以下BCCWJとす
る。）の構築を行った。BCCWJは，1976年から2005年までの30年間に出版された日本語の
書き言葉を対象としたコーパスで，その規模は，延べ語数で１億語以上である。BCCWJの
構築に当たっては，運営費交付金のほか，特に書籍データの作成について，文部科学省科
学研究費補助金・特定領域研究「代表性を有する大規模日本語書き言葉コーパスの構築：
21世紀の日本語研究の基盤整備」（以下，特定領域研究「日本語コーパス」とする。）の
補助を得た。
国立国語研究所は，1999年度から2003年度の５か年計画で，現代日本語の自発音声を対
象とした延べ語数約750万語から成る『日本語話し言葉コーパス』を構築し，2004年に公
開した。BCCWJはそれに続く，現代日本語を対象とした大規模コーパスである。
BCCWJには長短２種類の言語単位に基づく形態論情報をはじめ，種々のアノテーション
が施されている。これらのアノテーションを利用することで，コーパスを活用した現代日
本語の研究が，今後，大きく進展することが期待される。
BCCWJのアノテーションのうち形態論情報の付与作業は，国立国語研究所コーパス開発
センター形態論情報サブグループが中心となって行った。形態論情報サブグループのメン
バーは，特定領域研究「日本語コーパス」においてはデータ班・電子化辞書班のいずれか
に所属しており，これによって，特定領域研究「日本語コーパス」のメンバーと緊密な連
携を確立し，作業を遂行した。
形態論情報サブグループの任務は，BCCWJ 延べ１億語を長短２種類の言語単位に解析し，
見出し・品詞・語種等の情報を付与することである。この形態論情報の目標解析精度は，
長単位・短単位とも境界，品詞，見出しの認定まで含めて98%以上と定められている。形
態論情報サブグループは，この目標を達成するため，計画開始から４年間は，以下の二つ
を中心に作業を進めた。
(1) 形態素解析用辞書UniDicの整備拡充
(2) 形態素解析システム等の学習用データであるコアデータの作成
さらに最終年度には，コーパス全体の精度をより高いものとすべく，コアデータ以外のデ
ータの人手修正作業も実施した。
こうした作業を円滑に進め，精度の高い長短２種類の言語単位を実現するため，我々は，
長単位・短単位の認定，見出し・品詞等の付与に関して詳細な規定を整備した。本書は，
コーパス構築や形態素解析用辞書の開発に携わる研究者，BCCWJの形態論情報をより良く
理解した上で，十二分に活用しようとする研究者の用に資するため，単位認定等に関する
諸規程をまとめたものである。
以下，上巻の第１章でBCCWJの言語単位の概要について述べた後，第２章では長単位に
ついて，下巻の第３章では短単位について，どのように単位を認定するか示した後，見出
し・品詞等の付加情報の概要，同語異語判別規程などを示す。また資料として，上巻には
複合辞・連語の一覧を，下巻には短単位の認定に当たって注意すべき語（要注意語）の一
覧を付した。
形態論情報付与作業には，５年間で計24名の正規職員，非正規職員，資料等整理補助者
（2009年9月までアルバイタ）が携わった。その担当者を，既に異動した者も含めて，次
に示す。
〔正規職員〕 小椋秀樹 小木曽智信 小磯花絵
－ Ⅱ －
〔非正規職員〕 冨士池優美 宮内佐夜香 渡部涼子 小西光
竹内ゆかり 原裕
相馬さつき 服部龍太郎 小川志乃
〔派遣社員〕 中村壮範
〔資料整理等補助者（アルバイタ）〕
小川都 川端紗和子 木川あづさ 瀧田裕子 宮本友子
大塚真理子 佐藤麻衣子 中村純平 日下部祥子
山岡ゆう 宮嶋聡子
また，国立国語研究所コーパス開発センターの他のサブグループのメンバー，特定領域
研究「日本語コーパス」関係者からも協力を得た。特に，形態素解析用辞書UniDicの整備
拡充をはじめとして長単位解析・短単位解析全般について電子化辞書班班長の伝康晴氏
（千葉大学文学部）に様々な指導・助言を得た。長単位の自動解析については，電子化辞
書班連携研究者の内元清貴氏（独立行政法人情報通信研究機構），同協力者の小澤俊介氏
（名古屋大学大学院生）に依頼し，全面的な協力を得た。ここに記して感謝申し上げる。
－ Ⅲ －
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１ BCCWJの概要については，前川喜久雄(2006,2008)，山崎誠(2007)を参照。
２ 本章の内容は，小椋秀樹（2006），小椋秀樹ほか(2007)，冨士池優美ほか(2008)に基づくものである。
３ ここで言う「操作主義的な立場」とは，「これこれこういうものを「～単位」とする，という規定をするだけ
で，その「～単位」が言語学的にどのようなものなのか，単語なのか，単語でないとすれば，どこが単語と
ちがうのか，といった問題には，まったくふれない」(国立国語研究所1987:11)という単位設計上の立場を指
す。
４ 単位の概略と例については，林大(1982:582-583)，中野洋(1998:171-172) を基にした。
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第１章
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の言語単位
小椋秀樹 冨士池優美
本章では，まず国立国語研究所がこれまでに行ってきた語彙調査における調査単位を概
観し，続いてBCCWJ
１
の言語単位の設計方針，BCCWJで採用した言語単位の概要について述
べる
２
。
第１ 語彙調査の調査単位
国立国語研究所は，これまでに，マスメディアにおける書き言葉や話し言葉を中心に，
合計10回の大規模な語彙調査を実施してきた。この語彙調査に当たっては，当然，語とい
うものを規定することが必要となる。しかし，語の定義については研究者によって様々な
立場があるため，語彙調査において語（調査単位）をどのように規定するかということは
常に大きな問題となる。
国立国語研究所がこれまでに行った語彙調査では，調査単位の設計に当たって，語とは
何かという本質的な議論の上に立って調査単位を設計するという立場は取っていない。そ
れぞれの語彙調査の目的に応じて最もふさわしい単位を設計するという方針の下に，一貫
して操作主義的な立場を取ってきた
３
。そのため，表１．１に示すように，複数の調査単
位が使われてきた
４
。
表１．１ 国立国語研究所の語彙調査における主な調査単位
単位の名称 語 彙 調 査 名
α単位 現代の語彙調査・婦人雑誌の用語
Ｗ単位 高校教科書の語彙調査，中学校教科書の語彙調査
長い単位 雑誌用語の変遷，テレビ放送の語彙調査
β単位
現代の語彙調査・総合雑誌の用語，現代雑誌九十種の用語用字，
雑誌２００万字言語調査
Ｍ単位 高校教科書の語彙調査，中学校教科書の語彙調査
長
い
単
位
の
系
列
短
い
単
位
の
系
列
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【調査単位の概略】
（１）長い単位の系列 ： 主として構文的な機能に着目して考えた単位。おおむね文節
に相当する。
α 単 位 文節を基にした単位。「｜小学校｜卒業｜」「｜男児用｜外出着｜」の
ように長い語を分割する規定を設けている。
Ｗ 単 位 非活用語及び活用語のうち終止・連体形，命令形，中止用法・修飾用法
の連用形を１単位とする。また，それらに接続する付属語も１単位とす
る。
長い単位 文節に相当する単位。「テレビ放送の語彙調査」の長い単位は，複合辞
を助詞・助動詞として扱っていること，人名・地名のほか書名・番組名
・商品名なども固有名詞として扱っていることから，「雑誌用語の変遷」
で採用した長い単位よりも長くなっている。
（２）短い単位の系列 ： 主として言語の形態的な側面に着目して考えた単位。
β 単 位 原則として，現代語において意味を持つ最小の単位（最小単位）二つが，
文節の範囲内で１次結合したものを１単位とする。
Ｍ 単 位 β単位と同様に最小単位を基にした単位。漢語は，β単位と同様に二つ
の最小単位が文節の範囲内で１次結合したものを１単位とするが，和語
・外来語は１最小単位を１単位とする。
【調査単位の例】
（１）長い単位の系列
α単位： 型 紙｜どおり に｜裁断 し て｜外出 着 を｜作り まし た｜
Ｗ単位： 型 紙 どおり｜に｜裁断 し て｜外出 着｜を｜作り まし た｜
長い単位 (雑誌用語の変遷) ：
型 紙 どおり に｜裁断 し て｜外出 着 を｜作り まし た｜
長い単位 (テレビ放送の語彙調査) ：
型 紙 どおり に｜裁断 し て｜外出 着 を｜作り まし た｜
その｜問題について｜検討している｜
（２）短い単位の系列
β単位： 型 紙｜どおり｜に｜裁断｜し｜て｜外出｜着｜を｜作り｜まし｜た｜
Ｍ単位： 型｜紙｜どおり｜に｜裁断｜し｜て｜外出｜着｜を｜作り｜まし｜た｜
調査単位の設計に当たって操作主義的な立場を取ってきたのは，「必要以上に学術的な
議論に深入りし，実際上の作業がすすまないことをおそれたため」(国立国語研究所1987:
12)であり，「学者の数ほどもある「単語」の定義について，まず，意見を一致させてか
ら，というのでは，見とおしがたたない。」(同:12)からである。
このような立場に対しては，当然のことながら「語というのは何なのか，調査のため便
宜的に設けられた単位にすぎないのかという問題が残る。」(前田1985:740)という批判が
ある。確かに，語というものを定義しようとする以上，語とは何かという本質的な議論を
積み重ねていくことは重要なことである。しかし，国立国語研究所(1987:12)に，「原則
５ CSJの言語単位の概要については，小椋秀樹(2006)を参照。
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的にただしい定義に達したとしても，それが現実の単位きり作業に役立たないならば，無
意味である。語い調査というのは，現象の処理なのだから。」と述べられているように，
語彙調査においては対象とする言語資料に現れた個々の事象を，的確に処理することも極
めて重要である。このことから，これまでの語彙調査では，語とは何かという本質的な議
論よりも，言語現象を的確に処理することを重視してきた。
このような立場を取って，各種の語彙調査を進めてきたことにより，「同じ資料の語彙
調査を短単位と長単位との両方で行ってみてどのような違いが出てくるかを検討したこと
などは，単位の区切り方を曖昧にしたまま「語彙調査」を行なうことに対する反省を促す」
(前田1985:740)など，日本語の計量的な研究を進める上で先駆的な役割を果たしてきたと
言うことができる。国立国語研究所の語彙調査における調査単位の設計方針には批判もあ
るが，それにより現実の言語現象を的確に処理してきたことは，十分に意味があったと言
える。
第２ BCCWJの言語単位の設計方針
BCCWJの言語単位の設計に当たっては，語彙調査における調査単位の設計と同様の立場
を取った。つまり，まずBCCWJを日本語研究に利用するために，どのような言語単位が必
要か整理し，その上で設計方針を立て，その方針に基づいて言語単位を設計したのである。
このような立場を取ったのは，語とは何かという本質的な議論の重要性はもちろん認め
るところではあるが，コーパス構築という実務を考えた場合，BCCWJに現れる言語現象を
的確に処理できる単位を設計することの方が，より重要であると考えたからである。この
ようにして大規模なコーパスを処理した結果をまとめておくことは，今後，言語単位論を
進める上での基礎的な資料になると考えられる。
我々は，BCCWJの言語単位の設計方針として，次の三つを掲げた。
方針１：コーパスに基づく用例収集，各ジャンルの言語的特徴の解明に適した単位を設計
する。
コーパスの日本語研究への活用としてまず考えられるのは，コーパスから用例を集める
ことである。そのため，BCCWJを日本語研究で幅広く利用できるようにするには，用例収
集に適した単位を設計する必要がある。またBCCWJは，新聞・雑誌・書籍といった複数の
媒体を対象としたコーパスであり，内容も政治・経済・自然科学・文芸等と多岐にわたっ
ている。このようなBCCWJの構成から，媒体別・ジャンル別の言語的な特徴を明らかにし
ていくことが重要な研究テーマになると考えられる。したがって，そのような分析に適し
た単位を設計することが必要になる。
方針２：『日本語話し言葉コーパス』と互換性のある形態論情報を設計する。
国立国語研究所が既に構築したコーパスとして，現代の話し言葉を対象とした『日本語
話し言葉コーパス』（Corpus of Spontaneous Japanese，以下CSJとする。）がある
５
。CSJ，
BCCWJは共に現代日本語を対象とした大規模コーパスであり，日本語研究の立場からは，
両コーパスを活用した現代日本語の話し言葉・書き言葉の研究を進めていくことが重要な
テーマとなる。このような研究を進めるためには，CSJとBCCWJとを統一的に扱うことので
きるような互換性を持った単位を設計する必要がある。
方針３：国立国語研究所の語彙調査における知見を活用する。
国立国語研究所は，1949年の『語彙調査 ―現代新聞用語の一例―』以来，合計10回の
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語彙調査を実施した。その中で，調査単位の設計や言語現象の処理に関して，様々な知見
を蓄積している。そこで，BCCWJの言語単位の設計や単位認定の際に，これら語彙調査の
知見を活用していく。語彙調査の結果は，日本語研究でも様々に活用されており，言語単
位の設計等に語彙調査の知見を活用していくことは，BCCWJを使った日本語研究を進めて
いくためにも有用であると考えられる。
第３ 採用した言語単位
以上の方針の下，BCCWJの言語単位について検討した結果，次のような結論を得た。
BCCWJの言語単位には，方針１で挙げた，用例収集・各ジャンルの言語的特徴の解明と
いう二つの利用目的に応じて，次に示す２種類を採用する。
(1) 用例収集を目的とした短単位
(2) 言語的特徴の解明を目的とした長単位
この短単位・長単位は，いずれもCSJで採用した言語単位である。また短単位は国立国
語研究所が行った現代雑誌九十種調査のβ単位を，長単位はテレビ放送の語彙調査の長い
単位を基に設計したものである。このようにして，CSJとの互換性の保持と，国立国語研
究所の持つ語彙調査の知見の活用とを図る。なお，長単位・短単位認定規程は，CSJの規
程をそのまま用いるのではなく，書き言葉用に修正・拡張を行っている。長単位認定規程
の主な変更点は４.１.３節に，短単位認定規程の主な変更点は４.２.３節に述べる。
第４ 長単位・短単位の概要
ここでは，長単位・短単位の概要について述べる。それぞれの単位の詳細については，
長単位は第２章（上巻）を，短単位は第３章（下巻）を参照されたい。
４．１ 長単位の概要
長単位は，言語の構文的な機能に着目して規定した言語単位である。長単位の認定は，
文節の認定を行った上で，各文節の内部を規定に従って自立語部分と付属語部分とに分割
していくという手順で行う。そのため，長単位の認定規程は，文節と長単位，二つの認定
規程から成る。
本節では，文節と長単位の認定規程の概要及びCSJの長単位認定規程からの変更点につ
いて述べる。以下，例文中の文節の境界を「┃」，長単位の境界を「｜」とし，注目して
いる境界を「‖」，切らないことを示す場合には「-」を，中でも注目している部分には
「=」を用いる。また，注目している単位には下線を付す場合がある。
４．１．１ 文節の認定
長単位の認定に当たっては，まず文節の認定を行う。
文節は，一般に付属語又は付属語連続の後ろで切れる。BCCWJでは，CSJと同様に複合辞
も付属語として認めた。文節を認定する上で問題となることの一つに，固有名，動植物名，
「―が～」「―の～」で1短単位と認める体言句がある。これらについては，内部にある
付属語の後ろでは切らないこととする。
┃源=頼朝┃ ┃虎の=門交差点┃ ┃タツノ=オトシゴ┃ ┃ユキノ=シタ┃
┃案の=定┃ ┃油絵の=具┃ ┃万が=一┃
４．１．２ 長単位の認定
長単位は，規定に基づいて文節を分割する（又は分割しない）ことによって得られた要
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素を１単位とする形式であり，文節を超えることはない。
以下，長単位認定規程の概要を示す。
〔１〕記号は１長単位とする。
｜湾岸戦争後｜、｜英｜、｜仏｜など｜と｜
｜供給実績資料｜：｜定期借地権普及促進協議会調べ｜
ただし，それがないときに全体が１長単位となるものの中に現れる記号は，１長単
位としない。
｜採穂=（=種=）=園｜ ｜１７=．=３％｜ ｜小=、=中学生｜
〔２〕語と同じ働きをする記号・記号連続及びそれらを含む結合体は，全体で１長単位と
する。
｜２，０００=㎡｜ ｜ＷＨＯ｜ ｜ＰＨＳ｜
〔３〕付属語（複合辞を含む。）は１長単位とする。
｜公害紛争処理法｜における｜公害紛争処理｜の｜手続｜は｜，｜原則｜として｜
紛争当事者｜から｜の｜申請｜によって｜開始さ｜れる｜。｜
〔４〕体言及び副詞に形式的な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」が直接続く
場合，体言及び副詞と「する」「できる」「なさる」「いたす」とを切り離さない。
｜往復運動=し｜ている｜ ｜きらきら=さ｜せ｜た｜
〔５〕同格の関係にある体言連続は切り離さない。
｜機関誌=計量国語学｜が｜発刊さ｜れ｜
〔６〕並列の関係にある語は切り離さない。
｜公正=妥当｜な｜実務慣行｜
(1) 並列された語のうち，①読点でつなげている場合，②用言を中点でつなげている
場合，③文相当の表現は切り離す。
｜市｜、｜町、｜村｜ ｜はじめる｜・｜はじまる｜
｜コタツ派｜ヒーター派｜？｜
(2) 並列の関係にある体言の間に読点がある場合，並列された体言全体に係る，又は
それら全体を受ける体言的な形式や接辞があっても切り離す。
｜昭和｜５５年｜、｜５６年｜ ｜米国｜、｜欧州=以外｜
〔７〕数を表す要素を含む自立語は，以下のように長単位を認定する。
(1) 数を表す要素は，単位の変わり目の後ろで切る。
｜平成｜１５年‖９月‖１５日｜午後｜７時‖３３分｜
(2) 数を表す要素の前で切る。
｜延べ‖２３時間｜３０分｜
ただし，数を表す要素と前の要素とに係る，又はそれらを受ける体言・接辞があ
る場合には，数を表す要素と前の要素とを切り離さない。
｜果汁=百パーセント-オレンジジュース｜ ｜翌-平成=８年｜
(3) 数を表す要素とそれに続く体言・接辞とは切り離さない。
｜月｜８０時間=以上｜ ｜９６年｜３月｜３１日=以前｜
４．１．３ CSJの長単位からの変更点
（１）記号に関する規定の追加
CSJの書き起こしテキストには用いられていなかった句読点等，区切り符号を含む記号
を１長単位にする規定を追加し，書き言葉に対応した。
（２）数量を表す要素に関する変更
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CSJでは数量を表す要素は分割せず一続きとしていたが，長すぎるという指摘があった。
CSJ ： ｜１ｍ=８０ｃｍ｜
BCCWJでは前述のとおり，単位の変わり目の後ろで分割することとした。
BCCWJ ： ｜１ｍ‖８０ｃｍ｜
（３）係り受けが関係する規定の簡素化
CSJでは「体言連続の一部分が連体修飾語を受けている場合，その後ろで切る」「２文
節を受ける，若しくは２文節以上に係る接辞はその前後で切る」という規定があった。
CSJ ： ｜項構造｜の｜曖昧性‖解消｜
｜円形劇場｜とか｜水路‖等｜
これらは，語と語との係り受けを厳密に考えたところから作られたものである。しかし
実際に単位分割をする際には，体言連続の一部分が連体修飾語を受けているかどうかの判
定が難しいものがある。そのため，特に判定が難しい「体言＋以降，間（かん），ごと，
自体，達」という形式は，
CSJ ： ｜住ん｜でる｜人=達｜
のように，体言と「達」などとを切り離さないという例外規定を設ける等，煩雑な規定と
なっていた。このことが単位認定のゆれにつながっていたため，BCCWJでは規定を簡素化
することとした。
BCCWJ ： ｜項構造｜の｜曖昧性=解消｜
｜円形劇場｜とか｜水路=等｜
４．２ 短単位の概要
短単位は，言語の形態的側面に着目して規定した言語単位である。短単位の認定に当た
っては，まず現代語において意味を持つ最小の単位（以下，最小単位）を規定する。その
上で，最小単位を長単位の範囲内で短単位の認定規程に基づいて結合させる（又は結合さ
せない）ことにより，短単位を認定する。そのため，短単位の認定規程は，最小単位と短
単位，二つの認定規程から成る。
本節では，最小単位と短単位の認定規程の概要及びCSJの短単位認定規程からの変更点
について述べる。以下，例文中の最小単位の境界を「／」，短単位の境界を「｜」とし，
注目している境界を「‖」，切らないことを示す場合には「-」を，中でも注目している
部分には「=」を用いる。また，注目している単位には下線を付す場合がある。
４．２．１ 最小単位の認定
最小単位は，現代語において意味を持つ最小の単位であり，和語・漢語・外来語・記号
・人名・地名の種類ごとに，次のように認定する。
和 語 ： ／豊か／な／暮らし／に／つい／て／
／大／雨／が／降っ／た／の／で／
漢 語 ： ／国／語／ ／研／究／所／
外来語 ： ／コール／センター／ ／オレンジ／色／
人 名 ： ／星野／仙一／ ／ジェフ／・／ウィリアムス／ ／林／威助／
地 名 ： ／大阪／府／豊中／市／待兼山町／ ／六甲／山／ ／琵琶／湖／
記 号 ： ／図／Ａ／ ／ＪＲ／
上記のように認定した最小単位を短単位認定の必要上，表１．２のように分類する。
表１．２の分類のうち「付属要素」とは，接頭辞・接尾辞・補助用言のことである。た
だし，すべての接頭辞・接尾辞・補助用言を付属要素に分類するわけではない。現代雑誌
九十種調査，CSJ及びBCCWJに出現したものの中から造語力が高いなど注目されるものを付
属要素に分類している。
なお，最小単位は短単位認定のために必要な概念として規定するものである。そのため，
BCCWJのサンプルを最小単位に分割することはしない。
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表１．２ 最小単位の分類
４．２．２ 短単位の認定
短単位の認定規定は，表１．２の分類ごとに適用すべき規定が定められている。その規
定に基づいて最小単位を結合させる（又は結合させない）ことにより，短単位を認定する。
なお，最小単位を結合させる際には，長単位境界を超えないという制約を設け，長単位と
短単位とが階層構造を持つようにしている。
以下，一般・数・その他に分けて，短単位認定規程の概略を示す。
[１] 一般
《原則》
（１）和語・漢語は，２最小単位の１次結合体を１短単位とする。
｜母=親｜ ｜食べ=歩く｜ ｜言=語｜資=源｜ ｜研=究｜所｜
｜本=箱｜作り｜
（２）外来語は，１最小単位を１短単位とする。
｜コール｜センター｜ ｜オレンジ｜色｜
《例外規定》
（１）省略された外来語の最小単位の扱い
①省略された外来語の最小単位は，和語・漢語の最小単位と同様に扱う。
｜パソ=コン｜ ｜塩=ビ｜ ｜ピン=ぼけ｜
②省略された外来語の最小単位と省略されていない外来語の最小単位との１次結合
体は１短単位とする。
｜エア=コン｜ ｜マス=コミ｜
（２）１最小単位を１短単位とするもの
①最小単位が三つ以上並列した場合の各最小単位
｜衣｜食｜住｜ ｜松｜竹｜梅｜ ｜都｜道｜府｜県｜
②類概念を表す部分と名を表す部分とが結合してできた固有名詞のうち，類概念を
表す部分と名を表す部分とが共に１最小単位の場合の各最小単位
｜さくら｜屋｜ ｜歌舞伎｜座｜ ｜のぞみ｜号｜
（３）最小単位の三つ以上の結合体を１短単位とするもの
①三つ以上の最小単位からなる組織の名称等の略称
｜日経連｜ ｜通総研｜
②切る位置が明確でないもの，あるいは切った場合と一まとめにした場合とで意味
にずれがあるもの
｜大統領｜ ｜不可解｜ ｜明後日｜ ｜殺風景｜
｜輸出入｜ ｜国内外｜ ｜原水爆｜ ｜市町村長｜
｜大袈裟｜ ｜大丈夫｜ ｜二枚目｜ ｜十八番｜
ただし，二つ以上の漢語の最小単位が並列して１短単位と結合している場合は，
次のように短単位を認定する。
｜中｜小｜企業｜ ｜小｜中｜学校｜ ｜都｜道｜府｜県｜知事｜
例
和 語 ： 豊か 大 雨 …
漢 語 ： 国 語 研 究 所 …
外来語 ： コール センター オレンジ …
一 二 十 百 千 …
接頭的要素 ： 相 御 各 …
接尾的要素 ： 兼ねる がたい 的 …
助詞・助動詞 だ ます か から て の …
人名・地名 星野 仙一 大阪 六甲 …
記 号 Ａ Ｂ ω イ ロ ア ＪＲ …
分 類
一 般
数
そ
の
他
付 属 要 素
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[２] 数
「数」以外の最小単位と結合させない。「数」どうしの結合は，一・十・百・千のとな
えを取る桁ごとに１短単位とする。「万」「億」「兆」などの最小単位は，それだけで１短
単位とする。小数部分は１最小単位を１短単位とする。
｜十｜二｜月｜二十｜三｜日｜ ｜七百｜五十｜二｜万｜語｜
｜五｜分｜の｜二｜ ｜二三十｜回｜ ｜〇｜．｜四｜五｜
[３] その他
１最小単位を１短単位とする。
付属要素 ： ｜筒｜状｜ ｜扱い｜兼ねる｜
助詞･助動詞 ： ｜豊か｜な｜暮らし｜に｜つい｜て｜
人名 ： ｜星野｜仙一｜ ｜ジェフ｜・｜ウィリアムス｜ ｜林｜威助｜
地名 ： ｜大阪｜府｜豊中｜市｜待兼山町｜ ｜六甲｜山｜ ｜琵琶｜湖｜
記号 ： ｜図｜Ａ｜ ｜ＪＲ｜
４．２．３ CSJの短単位からの変更点
CSJの短単位や現代雑誌九十種調査のβ単位では，「一般」の外来語の最小単位も，和
語・漢語と同様，二つの１次結合を１短単位としていた。例えば，「コールセンター」「オ
レンジ色」は共に１単位としていた。ただし，(1)欧米語の冠詞・前置詞に当たるものは
１最小単位を１短単位とする，(2)β単位では最小単位二つの１次結合が７拍を超える場
合，短単位では同じく10拍を超える場合，結合させずに１最小単位を１短単位とするとい
う例外規定を設けていた。
しかし，外来語の最小単位二つの１次結合を１短単位とすることについては，CSJの構
築当初から和語・漢語に比べて長すぎるのではないかという指摘があった。このような指
摘を踏まえ，上記(2)の拍数による例外規定を設けたが，10拍を超える場合としたことに
言語学的な意味があるわけではなく，そういう意味でこの例外規定にも問題があった。
以上のことから，BCCWJでは「一般」の外来語の最小単位は，原則として１最小単位を
１短単位とし，和語・漢語の最小単位とは異なる扱いにした。
第５ 長単位・短単位の長所
ここでは，長単位・短単位がコーパスの言語単位として，どのような長所を持つのかに
ついて述べる。
５．１ 長単位の長所
一般に単位を短くすればするほど，取り出した単位はいわゆる基本的な語となる。反対
に，長くすればするほど，当該資料の性格を反映する特徴語を取り出せるようになる。短
単位は基準が分かりやすくゆれが少ないため，用例収集を行う上では便利な単位であるが，
合成語を構成要素に分割してしまうという問題点がある。
中央省庁刊行白書の人手修正済み短単位データ（約20万語）を基に，白書を安全・科学
技術・外交・環境・教育・経済・国土交通・農林水産・福祉に分類した場合，どのような
語と結合するかという点から，ジャンル別の差異を見る。以下，「生活」という語を例に
説明する。20万語中，「生活」は211例見られる。そのうち「生活」単独で使われた例が
42例，合成語の構成要素として使われている例が169例と，「生活」という短単位は，合
成語の構成要素として使われることが多いことが分かる。
ここで，経済と福祉それぞれのジャンルでの「生活」を見てみよう。経済では「生活」
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は７例使われており，そのうち，「生活」単独で使われた例は１例である。一方，福祉で
は「生活」が126例用いられており，そのうち「生活」単独で使われた例が27例である。
以下に，「生活」が合成語の構成要素として使われている例を示す。
【経済】
国民生活選好度調査 消費生活 人間生活 生活不安度指数 労働者生活
【福祉】
ＷＨＯ国際生活機能分類 加齢、食生活、日常生活環境等 家庭生活
基礎的生活コスト 共同生活 国際生活機能分類 国民生活センター
国民生活選好度調査 市町村障害者生活支援事業
施設サービス・精神障害者生活訓練施設 自立生活 社会生活 消費生活
消費生活センター 障害者就業・生活支援センター 障害者生活訓練
食生活環境 食生活関連情報 生活コスト 生活する 生活できる
生活確保体制 生活環境 生活教養テレビ番組 生活訓練・就労・住居等
生活支援 生活支援体制 生活施設 生活実態 生活上 生活水準
生活全般 生活相談 生活満足度 精神障害者地域生活支援センター
知的障害者生活支援事業 地域生活 地域生活支援 日常生活
日常生活支援体制 日常生活上 避難生活 別居生活
上に挙げた中で，下線を付した語はそれぞれ経済のみ，福祉のみに出現しているもので
ある。つまり，「生活不安度指数」「労働者生活」などは経済の白書を特徴付ける語であ
り，「障害者生活訓練」「生活コスト」「地域生活」などは福祉の白書を特徴付ける語であ
ると言うことができる。このように「労働者生活」を「労働」と「者」と「生活」とに，
「生活コスト」を「生活」と「コスト」とに分割するのではなく，全体で一つとして扱う
長い単位を使うことで，各ジャンルの特徴的な語を把握することができる。長単位は各ジ
ャンルの言語的特徴を解明するという目的にかなう，各媒体・各ジャンルの資料的な性格
を反映する単位と言える。
５．２ 短単位の長所
短単位の長所としては，次の２点が挙げられる。
長所１:基準が分かりやすく，ゆれが少ない。
これは，短単位の基礎となる最小単位の認定に当たり，個人によって捉え方に幅のある
要素を基準に持ち込んでいないことによる。
なお，基準が分かりやすく，ゆれが少ないという短単位の長所は，作業効率の向上につ
ながるだけでなく，コーパスの使いやすさにもつながる。基準が分かりやすければ，利用
者が語を検索する際，どのように検索条件を指定すればよいか迷うことが少なくなる。ま
た，ゆれの少なさ，つまりデータの精度の高さは，分析結果の確かさにもつながる。
長所２:取り出した単位が文脈から離れすぎない。
上で短単位はゆれが少ない単位であると述べたが，実は最もゆれが少ない単位は，短単
位ではなく，その基礎となっている最小単位である。それにもかかわらず，最小単位を言
語単位として採用しなかったのは，最小単位は文脈から離れすぎるため，日本語の研究に
使いにくいからである。
例えば，短単位「気持ち」は「気」と「持ち」の二つの最小単位に分割することができ
る。もしこのような最小単位でコーパスが解析されていると，動詞「持つ」を検索した際
に，「荷物を持つ」などの「持つ」とともに，「気持ち」の「持ち」も検索結果として得
６ UniDicについては，伝康晴ほか(2007)を参照。
７ 長単位を自動構成する解析器については，Uchimoto.K., & Isahara,H.,(2007)を参照。
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られることになる。
しかし，動詞「持つ」の分析を行う際に，「気持ち」の「持ち」まで検索結果に含まれ
るのは望ましいとは言い難い。それは，実際の文脈の中では，動詞「持つ」として機能し
ていないからである。したがって，コーパスから用例を収集し，分析することを考えた場
合，正確に単位認定ができるとしても，最小単位のような単位では問題が多いということ
になる。
以上のように考えた場合，短単位は，基準の分かりやすさ，ゆれの少なさという条件を
満たしつつ，用例を収集して分析を行うという利用目的にもかなう単位と言える。
第６ 形態素解析用辞書UniDicについて
BCCWJは，1億語から成る大規模なコーパスであるため，形態論情報の付与は自動解析シ
ステムにより行う。短単位解析には解析エンジンMeCabと形態素解析用辞書UniDic
６
を，長
単位解析には短単位解析結果から長単位を自動構成する解析器
７
を使う。ここでは，短単
位解析で用いる形態素解析用辞書UniDicについてその概要を紹介する。
短単位解析の解析用辞書にUniDicを採用したのは，UniDicの言語単位がCSJの短単位と
ほぼ同じものであり，品詞等の情報についてもBCCWJと互換性を持つものであったことに
よる。
また，UniDicでは，表記や語形の違いにかかわらず，同じ語であれば，同一の見出しを
与えるという方針を取り，語を階層化した形で登録している。この階層構造の最上位を語
彙素（国語辞典の見出しに相当）と呼んでおり，この語彙素の下に語形（語形の違いを区
別する層），更に語形の下に書字形（表記の違いを区別する層）という階層を設けている
（図１．１）。
図１．１ UniDicの階層構造の例
このような階層構造で登録した辞書を用いて，語を形態素解析をすることによって，例
えば，ある語について，どのような語形の変異や表記のゆれが，どの程度あるのかという
情報を容易に得られるなど，日本語研究の可能性が格段に広がることが期待される。この
こともUniDicを形態素解析用辞書として採用した理由である。
我々は，BCCWJの構築を始めた2006年の時点で既に伝康晴氏が中心になって構築してい
たUniDic（見出し語:約46,000語）を基に，国語辞典や国立国語研究所の語彙調査等を基
に作成されたデータ，そしてBCCWJの解析結果からUniDicの未登録語を追加していく作業
を継続して行った。この作業の過程で，単位の認定，品詞情報等についてすり合わせを行
い，現在では，UniDicの解析結果と本書で述べるBCCWJの短単位，品詞情報等に違いがな
い状態となっている。
語彙素 語形 書字形
やはり
矢張り
やっぱり
矢っ張り
ヤッパ やっぱ
矢張り
ヤハリ
ヤッパリ
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第２章
長 単 位
冨士池優美 小椋秀樹 小西光
長単位は，言語の構文的な機能に着目して規定した言語単位である。長単位の認定は，
文節の認定を行った上で，各文節の内部を規定に従って自立語部分と付属語部分とに分割
していくという手順で行う。そのため，長単位の認定規程は，文節と長単位の二つの認定
規程から成る。
《 凡 例 》
１．以下の規程に示した例は，コーパスに現れた例又は作例である。
２．文節・長単位の境界を示すために次の記号を用いた。
文節の境界 ･･･････ ┃ 例：┃国立国語研究所の┃
長単位の境界 ･･･････ ｜ 例：｜国立国語研究所｜の｜
当該規定で着目している箇所
･･･････ ‖ 例：┃国立国語研究所の‖
｜国立国語研究所‖の｜
３．文節・長単位について分割しないことを特に示す必要があるときには，次の記号を用
いた。
文節・長単位のつなぎ目 ･･･････ - 例：┃からかわれて-ばかり-いる┃
｜機関誌-計量国語学｜が｜
当該規定で着目している箇所
･･･････ = 例：┃からかわれて=ばかり=いる┃
｜機関誌=計量国語学｜が｜
４．着目している文節・長単位が分かりにくい場合は，当該箇所に下線を付した。
５．各バージョンで変更した規定には，「（◆ver.1.1修正）」「（◆ver.1.1追加）」などと
表示した。
Ⅰ 文節認定規程 Version 1.4
第１ 文節認定規程
【句読点・空白・改行に関する規定】
（◆ver.1.1修正）
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.3修正）
（◆ver.1.4修正）
１ 句読点（句読点として用いられているカンマ・ピリオド・エクスクラメーションマー
ク・クエスチョンマーク，三点リーダー，並びにコロンを含む。）及び空白の後ろで切
る。
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【例】 ┃低コストで┃機動的に┃商業施設として┃活用する┃例なども┃ある。‖
┃米は┃湾岸戦争後、‖英、‖仏などと┃ともに┃国連安保理決議を┃
┃実包八百五十六個等を┃発見、‖押収するとともに、‖
┃この┃ような┃社会情勢の┃下で，‖公害に関する┃法制の┃整備が┃急
がれるとともに，‖
┃十五歳少女が┃最年少記録┃「エベレスト登頂」┃三浦さん最高齢記録┃
その┃日に…‖
┃不合格には、‖違いないでしょうが。‖
┃第２部 ‖森林┃及び┃林業に関して┃講じた┃施策┃
┃２ ┃協力的自主国防推進：‖自主国防と┃米韓同盟が┃
┃備考：‖（）は、┃専攻科を┃設置する┃学校で┃内数である┃
┃１ ┃日本文化の┃発信による┃国際文化交流の┃推進┃
┃注２：┃過去３年間においては、┃土砂災害による┃死者の┃うち┃約６
割が┃災害弱者と┃なっている。┃
┃レジストリの┃修復を┃してください ┃という ┃警告が┃
句読点・空白が連続している場合，最後の句読点・空白の後ろで切る。
【例】 ┃無理やり┃押し込んで┃いいんですか！=？‖
┃響きが┃いいね。=。=。‖
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.3修正（番号のみ））
（◆ver.1.4修正）
１．１ 次に挙げる読点・カンマ（以下，読点とする。）の後ろでは切らない。
（１）それがないときに全体が１短単位となるものの中に現れるもの
【例】 ┃小=、=中学生では┃内容的に┃早すぎる┃ものが┃あるからだ。┃
┃銀行取引停止┃避け┃自ら┃転=、=休=、=廃業選択┃
┃年に┃１=、=２日間の┃活動を┃義務付けたり、┃
※ 読点の前の短単位が読点より後方の要素に係っており，読点がない場合に，全
体が１文節となるものの中に現れる場合は，読点の後ろで切る。
【例】 ┃こう┃した┃動きを，┃名目，‖実質ＧＮＰの┃構成要素としての┃
（２）助詞・助動詞・接尾辞連続の中に現れるもの（読点の後ろで切ると，直後の文節が
助詞・助動詞又は接尾辞から始まることになる場合）
【例】 ┃神さまの┃火は┃ぜったいに┃安全だ=、=という┃気持ちが、┃
（３）読点の後ろで切ると，接頭辞のみで構成される文節が認定されるもの
【例】 ┃得意の┃短、=中距離に┃確かな┃手ごたえを┃感じた┃ようだ。┃
（◆ver.1.2追加）
１．２ その他，読点の後ろで切ると，問題のある場合は，適宜個別に判断する。
【例】 ┃全道高校ラグビー大会南、=北選手権大会 ┃二十五、二十七日、┃
┃小学校教師に┃よる┃小学校中、=高学年の┃部と┃
┃罰金を┃科す┃「町イヌ、=ネコ愛護条例」案を┃提出した。┃
┃十一月７、=８日に┃実演販売する┃ため、┃
┃平成９、=十五年度┃
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（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.4追加修正）
１．３ 次に挙げる空白の後ろでは切らない。
（１）文頭にあるもの
【例】 ┃ =それは、┃現実の┃世界情勢が┃
（２）格助詞等で受けられて日本語文の構成要素となっている欧文中にあるもの
【例】 ┃米国、┃イギリス、┃南アフリカ、┃アイルランド等により┃構成される
┃Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ =Ｍｏｂｉｌｉｔｙ =Ｆｏｒｕｍにおける┃検討に
┃参加している。┃
※ 空白を含む欧文が日本語文の構成要素となっていない場合は，空白の後ろで文
節を切る。
【例】 ┃グ レ ー ス ・ ケ リ ー ┃Ｇ ｒ ａ ｃ ｅ ┃Ｋ ｅ ｌ ｌ ｙ ┃
（３）（財）（社）（株）（独）（有）等と組織の名称との間にあるもの
【例】 ┃（財）= =自主流通米価格形成センター┃
（◆ver.1.1追加）
（◆ver.1.4修正）
１．４ 規定３以下によって定められる文節境界が句読点の直前に位置する場合，その規
定は適用しない。
【例】 ┃地域活動への┃参加、┃地産地消といった┃小さな┃経済で┃充足感を┃
得る┃社会と┃なります。┃
※ 上記の例の文末「なります。」は，用言の終止用法に当たるため，規定１と規
定４．３とを適用すると，「┃なります┃。┃」となる。しかし，句点のみの文
節を認定するのは問題があるため，本規定を設け，上記のとおり文節を認定す
ることとした。
（◆ver.1.4追加）
１．５ 見出し等で改行がある場合，改行の箇所で切る。
【例】 ┃最高裁９裁判官（改行）‖司法改革アンケート┃
２ 句読点以外の区切り符号の扱いは，補則１に示す。
【付属語に関する規定】
（◆ver.1.4修正（用例追加））
３ 助詞・助動詞・接尾辞連続（言いよどみの助詞・助動詞・接尾辞も含む。）の後ろで
切る。助詞・助動詞には上巻・資料「複合辞・連語」に挙げた複合辞を含む。
【例】 ┃地域活動への‖参加、┃地産地消といった‖小さな┃経済で‖充足感を‖
得る┃社会と‖なります。┃
┃地域住民による‖ネットワークが‖形成さ=れ=にくい‖状況が‖生じてお
り，┃
┃その┃目的が‖個人に‖絞られ‖過ぎている‖傾向が‖ある┃
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┃何より‖雑草のごとく‖どこにも‖顔を‖出している┃
┃円錐の‖側面積＝円周率×母線×底面の‖半径の‖理由を‖
３．１ 複合辞の中に副助詞など（言いよどみの助詞・助動詞も含む。）が挿入された場
合も，文節認定の上では全体で一つの複合辞と見なす。
【例】 ┃お友達には┃からかわれて=ばかり=いる┃三枚目でもありました。┃
（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.3修正（用例削除））
３．２ 次に挙げる付属語の後ろでは切らない。
（１）上巻・資料「複合辞・連語」に挙げた連語，下巻・資料「要注意語」の「―が～」
「―の～」に挙げた語の中に現れる付属語
【例】 ┃そこが┃万が=一┃倒産すると┃
┃この┃油絵の=具を┃いっぱい┃買わされて┃
┃たくさんの┃歴史的な┃建物が┃至る=ところに┃残っています┃
┃よく┃この=頃┃テレビで┃番組が┃出てますよね┃
┃凄い┃我が=ままな┃患者さんに┃
┃あて字と┃思われる。┃そう=して┃その┃ゴサンは┃少なくとも┃
（２）短単位認定規程の補則５（３）に挙げられた語の中に現れる付属語
【例】 ┃クライアントは┃得て=して┃２つの┃予算を┃持っている。┃
┃これを┃どう┃するかって┃いう┃ことで┃すったか=もんだした┃訳
ですけれども┃
（◆ver.1.1追加）
（◆ver.1.4修正）
（３）「お（ご）～する・できる・くださる・いただく・なさる・いたす・ねがう・もう
しあげる・あそばす・になる」という形式の敬語表現の中に現れる付属語
【例】 ┃いかが┃お過ごしでしたか、┃お聞か=せ=ください。┃
┃民事訴訟の┃ご専門としての┃ご意見を┃お聞か=せ=願いたいと┃思い
ます。┃
┃お待た=せ=いたしました┃
┃そ の ┃感 覚 が ┃お わ か り =に =な る と ┃思 い ま す 。 ┃
（◆ver.1.4追加）
（４）一般に助動詞の語幹とされる「よう」「そう」「みたい」が体言・用言・形状詞・
副詞・助動詞・終助詞及び文末に相当する表現に直接続く場合
【例】 ┃引退し=そうって┃話です。┃
┃野良猫に┃虐待を┃している=ようだ┃
┃無理=そうなんです┃
┃ＦＯＭＡって┃たいてい┃そう=みたいよ。┃
┃大事ですよ=みたいな。┃
┃分かれて・・・=みたいな┃
※ 連体詞や格助詞に「よう」が続く場合は切り離す。
【例】 ┃どの‖ように┃対処すれば┃
┃同じ‖様な┃友人が┃
┃写真の‖ような┃映像です。┃
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┃婦人科の┃ほうかも…という‖ような┃事を┃言われましたが、┃
（５）分数の読み上げの中に現れる付属語
【例】 ┃三分=の=二に┃するくらいは┃できる┃
┃格の┃一致度は┃ルート五分=の=四と┃いたしました┃
公式の読み上げの類のうち「―分の～」という形のものも同様に扱う。
【例】 ┃(F えっと)┃後続単語種類数分=の=先行単語頻度(D んな)の┃関数┃
（６）固有名・動植物名の中に現れる付属語
【例】 ┃虎の=門┃ ┃霞ヶ=関┃
┃タツノ=オトシゴ┃
┃ユキノ=シタ┃ ┃ワレモ=コウ┃ ┃ヒカゲノ=カズラ=科┃
┃東京・霞=が=関の┃同省周辺に┃集まり、┃方針撤回を┃求めた。┃
┃この┃ように┃ヒ=ノ=キの┃生産量が┃スギの┃それより┃多く┃なった
のは┃
※ 固有名の扱いは補則２・補則３を参照。
（７）分割すると意味が不自然になるものの中に現れる付属語
【例】 ┃しかたが=ない┃ ┃しようが=ない┃
【構文的情報による規定】
４ 助詞・助動詞を伴わない自立語は，以下の各項に該当する箇所で切る。
（◆ver.1.3修正（用例追加削除））
（◆ver.1.4修正）
４．１ 連用修飾成分の後ろで切る。
【例】 ┃イスラエルの┃シャロン首相は┃三十一日夜‖テレビ演説し、┃
┃工事が┃一時‖中断するなど┃
┃香りは┃若干‖控えめだ┃
┃柔らかい┃日差しに┃きらめきながら┃空‖高く┃飛んで┃行った。┃
┃彼は┃事故報告を┃正しく‖しなかったことになりますので、┃
┃自分で┃行動するなど、┃とても‖できは┃しない。┃
┃終わったら、┃やっと‖パン‖食べられる！┃
┃今日‖来てらっしゃいますけども┃
┃もっと‖ゆっくり┃歩いてください。┃
ただし，「消滅する」「紛失する」「死去する」の意の「なくなる」は切らない。
【例】 ┃親と┃同居する┃ことにより┃支出する┃必要が┃なく=なる┃もの┃
（◆ver.1.4修正（番号のみ））
４．２ 連体修飾成分の後ろで切る。
【例】 ┃この‖資格には┃３級から┃１級まで┃あり、┃
┃繊細で┃突き詰めて┃ものを┃考える‖タイプながら、┃
┃第二次大戦中に┃存在した┃大きな‖軍事基地の┃名前に┃ちなんだ┃
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（◆ver.1.3追加）
（◆ver.1.4修正）
４．３ 用言の中止法・終止法・命令法の後ろで切る。
【例】 ┃ちょっとした┃山も┃あり‖緑溢れる┃
┃何か┃(F あの)┃頑張れ‖池田高校ナイン┃
ただし，用言の命令形であっても，体言の構成要素となっている等，命令法として機
能していない場合には切らない。
【例】 ┃現場が┃記載に┃際して┃事=なかれ=主義に┃なり、┃
┃振り込め=詐欺などへの┃注意を┃呼びかけている。┃
（◆ver.1.1修正）
４．４ 接続詞の前後で切る。
【例】 ‖しかし‖退職金制度などの┃整備状況の┃違いや、┃
┃内閣府を┃中心に、┃我が┃国‖そして‖世界の┃科学技術の┃進歩の┃
一翼を┃担い、┃
┃公害等調整委員会の┃委員長‖及び‖委員‖又は‖公害審査会の┃委員等
の┃うちから┃
（◆ver.1.1修正）
（◆ver.1.3追加）
（◆ver.1.4修正（番号のみ））
４．５ 感動詞の前後で切る。
【例】 ‖はい‖今度┃先程┃言いました┃あの┃モーダルを┃
ただし，感動詞であっても，体言の構成要素となっている等，感動詞として機能して
いない場合には切らない。
【例】 ┃三上が┃左前に┃サヨナラ=安打を┃放った┃
┃ここで┃サヨナラ=しましょと┃志津は┃言ったが┃
┃「ありがと=さん」て、┃みな┃口ぐちに┃お礼┃言うたんやて。┃
（◆ver.1.4修正）
４．６ 体言の独立格の後ろで切る。
【例】 ┃犬の┃方から┃(Fあー)┃お父さん‖起きてよと┃いうような┃
┃打倒‖趙を┃合言葉に┃五十期の┃リーグが┃展開されている。┃
５ 文節の認定上問題となる点については，以下の規定に従う。
【意味情報による規定】
５．１ 擬音語・擬態語の類は一続きにする。
【例】 ┃わいわい=がやがや┃
５．２ 同じ要素及び類似の要素の繰り返しは切り離す。
【例】 ┃はい‖はい┃え┃はい‖はい┃(F あ)┃分かりました┃
ただし，次に挙げるものは切り離さない。
- 17 -
あとあと ごくごく さてさて ただただ どうこう なおなお
まずまず またまた まだまだ よくよく
【例】 ┃ごく=ごく┃簡単に┃申しますと┃
┃まず=まずの┃着順を┃受けて、┃
【単位の内部構造による規定】
（◆ver.1.4修正）
５．３ 体言に形式的な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」が直接続く場合，
体言と「する」「できる」「なさる」「いたす」とを切り離さない。
【例】 ┃まるで┃１つの┃光点が┃往復運動=しているように┃
┃私は┃この┃予選を┃１位で┃通過=できると┃信じている┃
┃久保田藩内を┃巡回=なさっている┃わけですな┃
国語辞典で複合サ変動詞語幹としての用法が示されていないものについても，形式的
な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」が直接続く場合は，「する」「できる」
「なさる」「いたす」を切り離さない。
【例】 ┃青空に┃桜の┃花が┃満開=してる┃様子は┃
┃ぷらぷらと┃(F あのー)┃ウインドーショッピング=する┃
（◆ver.1.1修正）
（◆ver.1.4修正）
５．４ 「お（ご）～する・できる・くださる・いただく・なさる・いたす・ねがう・も
うしあげる・あそばす・になる」という形式の敬語表現は，全体を一続きのものとする。
【例】 ┃ご理解と┃ご協力の┃ほど┃よろしく┃お=願い=申し上げます。┃
┃いかが┃お過ごしでしたか、┃お=聞か=せ=ください。┃
┃民事訴訟の┃ご専門としての┃ご意見を┃お=聞か=せ=願いたいと┃
思います。┃
┃お時間ある┃とき、┃気が┃向いた┃とき、┃お=返事=くださいね┃
┃法廷にも┃全身ピンクずくめで┃お=出まし=になる。┃
┃以下の┃サイトを┃ご=覧=下さい。┃
（◆ver.1.4修正（用例追加削除））
５．５ 体言＋用言という形式のうち，『岩波国語辞典』第６版（岩波書店），『日本国語
大辞典』第２版（小学館）のいずれか一方で見出し語（連語としての見出し語は除く。）
になっているものは，体言と用言とを切り離さない。
【例】 ┃運転手は┃さり気=なく┃答えて┃アクセルを┃ゆるめた。┃
（◆ver.1.3修正（用例追加））
（◆ver.1.4修正）
５．６ 副詞に形式的な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」が直接続く場合，
副詞と用言とを切り離さない。
【例】 ┃「何が┃始まるのかな」と┃目を┃きらきら=させた┃
┃なんの┃匂いか┃思い出せなくて┃ずいぶん┃イライラ=した┃もの
だった。┃
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（◆ver.1.1追加）
５．６．１ 副詞に「する」「できる」「なさる」「いたす」が直接続く場合のうち，「す
る」「できる」「なさる」「いたす」が「行う・やる」又は「行える・やれる」に置き換
えることができる場合は，副詞との間を切り離す。
【例】 ┃準備は┃十分‖しています┃
┃需要に対して┃供給を┃きちんと‖できる┃社会で、┃
（◆ver.1.1追加）
５．６．２ 「こう」「そう」「ああ」「どう」に「する」「できる」「なさる」「いたす」
が直接続く場合は，切り離す。
【例】 ┃こう‖した┃サークル活動が┃盛んに┃なる┃背景には、┃
┃どう‖したらいいですか？┃
┃そうこう‖している┃うちに┃だんだん┃犬と┃仲良く┃なってきて┃
（◆ver.1.1修正）
（◆ver.1.4修正（用例削除））
５．７ 同格の関係にある体言連続は切り離さない。
【例】 ┃機関誌=計量国語学が┃発刊され┃
┃機関誌=計量国語学-発行の┃年に┃
┃大江健三郎さんの┃長男=光さん┃
┃東海汽船の┃支店長=・=重久さんは、┃運転手全員に┃深々と┃頭を┃下
げた。┃
┃中国語日刊新聞=「=星島日報」┃
５．７．１ 同格の関係にある体言の間に読点がある場合は，読点の後ろで切る。
【例】 ┃悲願の┃名人位を┃つかんだ┃加藤に┃二十一歳の┃青年、‖谷川が┃挑
み、┃
※ 同格の関係にある体言連続全体に係る，又はそれら全体を受ける体言・接辞が
ある場合も読点の後ろで切る。
【例】 ┃１カ月前から┃始まった┃Ｂ２９の┃首都、‖東京-空襲。┃
（◆ver.1.1修正）
（◆ver.1.4修正）
５．８ 並列された語は切り離さない。
【例】 ┃企業会計の┃標準的な┃ルールは，┃公正=妥当な┃実務慣行を┃集約し
た┃ものという┃意味で┃
┃あなたの┃診療=治療に┃最適の┃専門医は┃もっと┃身近に┃いる┃も
のです。┃
┃麦=・=大豆=・=飼料作物の┃生産振興に┃資する┃水田の┃汎用化を┃
┃最も┃先進的な┃青森=・=岩手=・=秋田の┃北東北三県は、┃
┃その┃前=後の┃年齢階層に┃農業外からの┃
┃東京の┃郊外の┃市=町=村と┃言うか┃
┃あち=こち┃連れ歩いて┃よく┃遊んだ┃ものである。┃
┃他に┃何が┃あるだろうという┃ことを┃あれ=これと┃思いました┃
┃皆┃とても┃頭が┃ちっさくて┃長身で┃手=足が┃凄く┃長く┃
┃一国=一城の┃主である。┃
┃「女の┃人生┃七転び=八起き」┃
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（◆ver.1.3追加）
（◆ver.1.4追加修正）
５．８．１ 並列された語のうち，次に挙げるものは切り離す。
（１）並列の関係にある語の間に読点がある場合，読点の後ろで切る。本規定は，規定１．
１（１）に優先する。
【例】 ┃国民健康保険の┃保険者は┃原則として┃市、‖町、‖村である┃
┃とても┃頭が┃ちっさくて┃長身で┃手、‖足が┃凄く┃長く┃
┃下草や┃低木等の┃下層植生が┃減少、‖消失し、┃
（２）並列された用言を中点でつなげている場合は，中点の前後で切る。
【例】 ┃「はじめる‖・‖はじまる」は┃「初」でなく、┃「始める‖・‖始まる」
と┃書きます。┃
（３）文相当の表現の並列は切り離す。
【例】 ┃暖房は┃如何┃されてますか？┃コタツ派‖ヒーター派？┃
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.4修正）
５．８．２ 並列の関係にある体言の間に読点がある場合，その体言連続全体に係る，又
はそれら全体を受ける体言的な形式や接辞があっても，読点の後ろで切り離す。
【例】 ┃昭和５５年、┃５６年に┃全国平均で┃それぞれ┃前年比１２．３％増┃
┃五月の┃アメリカズカップに┃勝てば、┃米国、┃豪州-以外の┃国
に┃初めて┃ザ・カップが┃持ち込まれることになる。┃
┃図表１、┃２┃
┃公害等調整委員会設置法第２条，┃第３条┃
┃公害等調整委員会設置法第６条〜第９条，┃第十八条┃
┃公害紛争処理法第二十条，┃第二十一条，┃第二十七条第４項┃
※ 並列の関係にある体言連続全体に係る，又はそれら全体を受ける体言的な形式
や接辞があり，並列の関係にある体言の間に読点がない場合は切らない。
【例】 ┃英語=日本語-間の┃会話文の┃翻訳を┃行なうことができます┃
┃学習データー=入力データー-共┃マスク値で┃置き換えた┃
┃優優=・=美美ペアから┃五羽の┃ヒナが┃誕生し、┃
┃各語の┃状況って┃いう┃ものを┃観察=整理-しました┃
┃職業能力開発大学校に┃在学=・=在校する┃場合で，┃
（◆ver.1.1修正）
（◆ver.1.3修正（用例追加削除））
（◆ver.1.4修正）
５．９ 数を表す要素は一続きにする。
数を表す要素とその直前直後の要素とは切り離さない。
【例】 ┃昭和十三年=八月=八日の┃荒木文部大臣の┃発言や┃
┃ところで┃朝=八時から┃もう┃色んな┃人に┃紛れて┃
┃平均値=三．〇六と┃いうような┃値に┃なって┃
┃知床には┃熊がですね┃推定=三百頭┃いると┃言われています┃
┃同年=３月、┃ＭＴＣＲに┃参加した。┃
┃日米韓=三国の┃対応┃
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┃パチスロの┃場合だったら┃一箱=三万ぐらいなんですけど┃
┃十年以上=前までは┃(F ま)┃規則合成って┃いう┃方式が┃
┃ミツカンが┃首都圏の┃三十=〜=五十代の┃主婦を┃対象に┃行った┃ア
ンケートで、┃
┃金利引き下げは┃今年=三回目で、┃
┃一日に┃一キロ当たり=一万七千人以上の┃輸送が┃あり┃
┃延長前半=２分┃
┃アルコ－ル分=０．１％未満┃
┃（ＢＡＹＦＭ後=０・００）┃
┃Ｆ−=ＺＥＲＯ┃発売日：九十／十一／二十一┃
ただし，直前の要素が数量の程度を表す場合は除く。
【例】 ┃およそ‖十カ所で┃検問を┃受け、┃旅券を┃確かめられた。┃
┃だいたい‖四、五年も┃しない┃うちに、┃
┃心身に┃著しい┃故障の┃ない┃おおむね‖十六歳以上=二十歳未満
の┃者を┃収容┃
┃現在の┃技術士登録者┃及び┃技術士補登録者は、┃それぞれ‖４万六千
八百七十五名、┃九千四百二十四名であり、┃
┃笑うと┃同じ┃事を┃最低‖３回は┃言います。┃
※ 数を表す要素とその直前の要素との間に読点がある場合，読点の後ろで切る。
【例】 ┃平均値、‖三．〇六と┃いうような┃値に┃なって┃
（◆ver.1.1追加）
（◆ver.1.3修正（用例追加））
補則１ 記号の扱い
句読点以外の区切り符号は，文節認定に当たって，次のように扱う。
（◆ver.1.4修正（用例追加））
（１）原則として，句読点以外の区切り符号は切り出さない。
【例】 ┃関西系=＝=後７・五十九┃
┃円相場も┃一時、┃１ドル=＝=百三十五円台まで┃安く┃なった。┃
┃作=＝=岸田理生。┃演出=＝=山本健翔。┃出演=＝=岸田今日子、┃渡辺
謙＝写真＝ほか。┃
┃【Ｇ大阪=‐=市原】┃延長後半４分、┃
┃－三十二℃〜－十六℃┃
┃発売日：九十／十一／二十一┃
┃飲酒してしまった┃こと…を┃話すか┃どうか…┃
※ 記号の前後どちらかが２文節以上である場合，記号の後ろで切る。
【例】 ┃Ｉｌｌｕｓｔ．：‖Ｓａｄａｈｉｒｏ ┃Ｋａｚｕｎｏｒｉ┃
┃● ┃鈴木昌久／‖ＡＩＲ ┃ＤＥＳＩＧＮ ┃ＡＧＥＮＣＹ┃
（◆ver.1.4追加）
（２）位取りの読点・カンマ，小数点の後ろでは切らない。
【例】 ┃大学院には┃約２万５=，=０００人が┃在籍している┃
┃大都市（政令指定都市）は┃１７=．=３％であるが、┃
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（◆ver.1.4修正（用例追加））
（３）文節境界（文頭・文末を含む。）にあるものは，直前又は直後の文節に含める。
【例】 ‖「=―=羨ましいな」‖
‖「=（=システムの┃導入により=）‖当面┃三百億円程度の┃負債圧縮
が┃見込める。┃
┃ピースサインを┃つくった＝‖十五日午後６時三十分、┃
┃左＝‖名古屋市┃中村区┃名駅の┃松坂屋で┃
┃菅原姉妹【すがわら・しまい】＝‖菅原令子（写真左）、┃由美子（同右）
姉妹を┃指す。┃
┃ザ・ランキング‖〜=デイリーヒッツ=〜‖
‖ =…=思考が┃混乱している。┃
┃まるで‖’=八十年代アイドルの‖中に┃ある┃虚構の┃
┃なに┃しに‖来たんだ=っ‖
‖安物っぽいんですけど=ー=ー=ー=ー‖
（◆ver.1.4修正）
（４）読点の後ろに句読点以外の区切り符号（その連続体も含む。）が続いている場合，
読点の後ろで切らずに，句読点以外の区切り符号（連続体の場合は最後の記号）の
後ろで切る。
【例】 ┃出会い、┃結ばれ、…┃別れたのか？┃
（５）それがないときに全体が１文節となるものの中に現れるものは無視する。
【例】 ┃花粉の┃少ない┃スギ品種の┃普及と┃採穂=（=種=）=園の┃造成┃及び
┃早期供給体制の┃充実┃
┃こ=・=だ=・=わ=・=る・┃貴方にこそ┃使ってほしい。┃
┃ニュー=★=フェース┃
（◆ver.1.3修正（用例追加削除））
補則２ 固有名の扱い
固有名及びそれを含む体言句は，その内部が規定３・規定４で切ることになっていて
も切らない。
【例】
〔人名（芸名・しこ名・あだ名などをふくむ）〕
┃ 源 =頼朝┃ ┃千代の=富士┃
みなもとの
〔国名〕
┃グレートブリテン=及び=北アイルランド連合王国┃
〔行政区画名〕
┃お茶の=水の┃私┃あんまり┃お店の┃名前とか┃よく┃覚えて┃なくて┃
〔地形名〕
┃場所は┃丹沢の┃塔の=岳が┃使われます┃
〔場所名〕
┃更に┃丸の=内線も┃乗り入れています┃
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┃虎の=門交差点を┃先頭に┃二キロの┃渋滞です┃
〔建造物・施設名〕
┃浅草寺の┃境内に┃ある┃五重の=塔なんですけれども┃
┃十六日十八時、┃府中の=森芸術劇場（京王線東府中駅）。┃
（◆ver.1.1修正）
〔組織の名称〕
┃日本野鳥の=会┃
┃独立行政法人=国立国語研究所┃
※ （財）（社）（株）（独）（有）等は「財団法人」「社団法人」「株式会社」と書
かれているものと同様に扱う。
┃（財）気象業務支援センター┃
┃（財）- -自主流通米価格形成センター┃
（◆ver.1.1追加）
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.4修正）
補則３ 行政区画名・組織の名称等の扱い
より上位のものから下位のものへと順を追って並んでいる，意味的に段階性のある自
立語のうち，次に挙げるものは，各名称を切り離す。
【例】
〔行政区画名等〕
┃東京都‖北区‖西が丘‖三丁目‖九番‖十四号┃
┃札幌市‖中央区‖北５‖西２┃
┃間も┃なく┃大阪府‖和泉市の┃プロジェクトが┃スタートします。┃
┃米国‖サンフランシスコから┃送られて┃きた┃
┃十四日、┃イラク南部‖ナシリヤで、┃
┃うるま市‖石川インター出口付近┃
※ 上位のものと下位のものとの間に中点がある場合は，切り離さない。
┃昨年四月一日、┃中国=・=海南島沖で┃起きた┃
〔組織の名称及びそれに関連する肩書き〕
┃国立国語研究所‖研究開発部門‖言語資源グループ┃
┃衆議院‖予算委員会┃ ┃香港政庁‖移民局┃
┃新進党‖党首┃ ┃韓国‖国防部‖長官┃
┃自民党‖長崎県連の┃
┃有名大学‖医学部‖教授┃
※ 人名の前にある所属と人名とは切り離す。
┃国立国語研究所┃研究開発部門┃言語資源グループ‖前川喜久雄┃
ただし，人名の前にある所属と人名との間に中点がある場合は，切り離さない。
┃○┃神戸・三浦知┃
┃Ｖゴールを┃決め┃喜ぶ┃Ｇ大阪・中山┃
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※ 人名とその後に続く組織の名称・肩書きとは切り離さない。
┃安 倍 晋 三 ・ =自 民 党 幹 事 長 代 理 ┃
┃シラク=仏=大統領┃
※ 人名の前にある肩書きと人名とは切り離さない。（同格に当たる。）
┃国立国語研究所┃研究開発部門┃言語資源グループ長=前川喜久雄┃
〔建造物・施設名〕
┃東京国立博物館‖平成館で┃開催される┃
┃法隆寺‖五重塔の┃内部構造。┃
（◆ver.1.1追加）
（◆ver.1.2修正（用例追加））
（◆ver.1.4追加修正）
補則４ 意味的に問題のあるものの扱い
次に挙げる文節は，文節認定に当たって，それぞれ例に示したように文節を認定する。
（１）同格の関係にある要素の両方又は一方が２文節以上から成り，文節認定規程に従っ
て文節を認定すると，意味的に問題のある体言連続を文節として認定することにな
るもの
【例】 ┃ムシャラフ大統領は、┃Ａ．Ｑ．カーン博士ら‖一部の┃科学者が┃
┃実質的首謀者と┃見られる┃真木大将、┃荒木大将ら‖皇族、┃将軍
は┃すべて┃免罪┃
┃◇┃シンポジウム‖「男女共同参画時代の┃地域・市民活動を┃考える」
┃９月４日（木）、┃
┃前作‖『子どもが┃育つ┃魔法の┃言葉』┃
┃チョコレートソースを┃使った┃メキシコ料理‖「チキンの┃モレソー
ス添え」（九百五十円）ほか。┃
※ 文節認定規程を単純に適用すれば，「Ａ．Ｑ．カーン博士ら一部の」「荒木大
将ら皇族、」を文節とすることになるが，意味的に問題があるため，切り離す。
（２）並列の関係にある要素のうち一つ以上の要素が２文節以上から成り，文節認定規程
に従って文節を認定すると，意味的に問題のある体言連続を文節として認定するこ
とになるもの
【例】 ┃また、┃その┃他・‖無回答が┃十五％┃あり、┃
┃種類‖豊かに┃個性的に┃
※ 文節認定規程を単純に適用すれば，「他・無回答が」等を文節とすることにな
るが，意味的に問題があるため，切り離す。
（３）連体修飾関係にある要素を文節認定規程に従って文節を認定すると，意味的に問題
のある体言連続を文節として認定することになるもの
【例】 ┃毎日新聞┃「記者の┃目」‖係へ。┃
┃「日本の┃明日を┃創る┃会」‖メンバー。┃
┃この┃あたり‖独特の┃商売┃
┃我が┃国‖社会が┃二十世紀後半に┃形成した┃
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※ 文節認定規程を単純に適用すれば，「目」係へ。」等を文節とすることになる
が，意味的に問題があるため，切り離す。
（◆ver.1.3修正（用例追加））
（◆ver.1.4修正）
補則５ 「対」の扱い
「対」及びこれに類する語を含む形式は，「対」等が結び付けている形式によって，
次のように文節を認定する。
（１）「対」等が結び付けている形式が共に１文節である場合は，「対」等の前後で切ら
ない。
【例】 ┃阪神=対=巨人の┃試合を┃見る┃
┃地域用水環境整備事業の┃採択に┃当たり┃費用=対=効果分析を┃試行的
に┃実施した。┃
┃星野監督┃率いる┃阪神=対=巨人┃
┃２大メーカーの┃「赤」=対=「緑」の┃対決┃
┃アジソン夫人（青帯）=対=ルヴァニエ夫人（茶帯）との┃間で┃
┃１=：=４で┃５倍に┃薄めると┃どうも┃薄すぎる┃
┃財務省=ＶＳ=総務省 ┃“省益”争い┃妥協の┃産物┃
（２）「対」等が結び付けている形式のうち，一方が２文節以上である場合は「対」等の
前後で切る。
【例】 ┃星野監督┃率いる┃阪神‖対‖昨年の┃覇者┃巨人┃
┃小 林 光 一 ┃九 段 ‖ＶＳ ‖加 藤 正 夫 ┃九 段 ┃
（◆ver.1.0追加）
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.3修正追加）
（◆ver.1.4修正）
補則６ 括弧・その他記号でくくられた語句・文等の扱い
括弧等でくくられた語句・文等は，その内容と形式によって，次のように文節を認定
する。
（１）文中にある括弧等でくくられた語句・文等は，文節認定規程に従って文節を認定す
る。
【例】 ┃背番号「五十五」の┃執念が┃こめられていた。┃
┃「夫婦間の┃性生活は┃どの┃程度┃重要だと┃思うか」との┃問いに
対して、┃
┃なぞを┃解く┃かぎと┃なる┃「ＣＰ対称性の┃破れ」┃現象。┃
┃毎日新聞┃「記者の┃目」┃係へ。┃
（２）括弧等でくくられた語句・文等が文脈を補っている場合は，文節認定規程に従って
文節を認定する。
【例】 ┃「（神父が┃妻帯できない）┃禁欲主義に┃欠陥が┃ある」と┃語る。┃
┃「（その┃再稼働は）┃憂慮すべき┃事態だ」と┃表明。┃
（３）括弧等でくくられた語句・文等が文脈から独立している場合は，文節認定規程に従
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って文節を認定する。
【例】 ┃初心に┃帰って┃取り組みましょう。┃（監修・国立国語研究所長・甲斐
睦朗）┃
┃優勝争いを┃演じた┃強豪が、┃正念場を┃迎えている。 ┃（鳥取）┃
┃（豪・アデレードで┃野崎尉）┃
┃【北京１日 ┃長坂誠】┃
┃【ロンドン十二日＝野口裕之】┃
┃【テルアビブで┃福島良典、┃写真も】┃
┃☎０６‐６５３６‐５７４０┃（モンベル）┃
（◆ver.1.4修正）
（４）それがないときに１文節となる要素の中に埋め込まれた注釈的要素は無視する。
【例】 ┃約九十六万人=（=厚生労働省推定=）=が┃
┃販売高七十八億四千六百万円=（=二千一年度末=）=と┃なる。┃
┃担任だった┃池田弘子先生=（=七十五=）=は┃違った。┃
┃牛海綿状脳症=（=ＢＳＥ、=いわゆる狂牛病=）=問題で┃
┃懲役三年、┃執行猶予五年=（=求刑懲役五年=）=を┃言い渡した。┃
┃二千二年=（=平成十四年=）=１月に┃
┃原子力供給国グループ=（=ＮＳＧＮｕｃｌｅａｒ Ｓｕｐｐｌｉｅｒｓ
Ｇｒｏｕｐ=）Ⅰ）により、┃
┃笑福亭鶴笑氏=（=落語家=）=，┃田中千世子氏=（=映画評論家=）=，┃バ
ロン吉本氏=（=漫画家=）=，┃三浦尚之氏=（=福島学院大学教授=）=，┃渡
辺洋一氏=（=和太鼓奏者=）=の┃５名が┃活動報告を┃行うとともに，┃
┃業種別では、┃一般機械器具=（=八十六％=）=、┃金属製品=（=七十六％
=）=、┃輸送用機械器具=（=七十二％=）=で┃必要性が┃
┃二十二日午前６時四十七分=（=日本時間同日午後０時四十七分=）=、┃
┃１┃ポスドクレベルの┃若手研究者の┃海外派遣=（=海外特別研究員：日
本学術振興会、若手研究者海外派遣：科学技術振興事業団=）=、┃
┃村岡さんに┃打開できるとは┃思えない」=（=建設業者=）=という┃冷や
やかな┃声が┃聞かれた。┃
┃一番┃安い=（=同日現在=）=のは┃１┃市内＝電力系ＴＴネット百六十八
円┃
┃次姉の┃病院長夫人=（=岡江久美子=）=は┃売却を┃勧めるが、┃宇宙は
┃応じない。┃
┃風間杜夫の┃「ひとり芝居三部作」=（=水谷龍二作=）=では、┃記憶を┃
失い、┃旅役者と┃なった┃主人公が、┃
┃▽市原=（=観衆＝四千四百七十九人=）=┃
┃牙を┃むく┃都会┃逢坂剛著=（=中央公論新社・二千円=）=┃
┃「民営化推進委員会」=（=委員長・今井敬日本経団連名誉会長=）=は┃一
日午後、┃都内で┃第三回の┃会合を┃開き、┃
※ 注釈的要素が複数の文節に分割される場合でも，注釈的要素は分割しない。
【例】 ┃第一次試験=（=技術士補と=なる=資格取得=）=については、┃
┃注：┃各沿線で┃平均的規模の┃新築戸建住宅=（=延床面積：九十ｍ２〜、
=敷地面積：百十ｍ２〜、=立地：駅から徒歩十五分以内=）=を┃平均的費用
=（=分譲価格：四千〜四千五百万円=）=で┃購入する┃場合┃
┃こう┃やって┃体ごと=（=首を動かさずに=）=┃回るしかない┃
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（５）その他
括弧等でくくられた以下の要素は無視する。
①番号
【例】 ┃国連┃平和維持活動局（国連ＰＫＯ局）の┃人員増強=Ⅱ=）=などが┃含
まれていた。┃
②読み仮名
【例】 ┃岐阜県┃根尾村生まれの┃淡墨=（=うすずみ=）=桜が┃開花した。┃
┃膠着=（=こうちゃく=）=した┃展開。┃
（◆ver.1.1追加）
（◆ver.1.2修正（用例追加））
（◆ver.1.4修正）
補則７ 題名等の扱い
題名中に文節認定規程で定めた文節の切れ目がある場合，そこで文節を切る。編著者
名等と題名，主題と副題は分割する。
【例】 ┃彼は┃論文┃「マルクスと┃バクーニン―‖社会主義と┃無政府主義」
の┃なかで┃書いている。┃
┃鷹羽狩行・片山由美子著‖『添削例に┃学ぶ・┃俳句上達法』┃
┃ＴＢＳ系‖「爆烈！‖異種格闘技ＴＶ」┃
┃氷川きよし‖「番場の┃忠太郎」┃ジャケット┃
┃川口松太郎原作‖「新吾十番勝負」（吉村忠矩脚本・演出）と┃「竜小
太郎の┃世界 ┃艶くらべ」の┃２部構成で、
┃資料：┃中小企業庁‖「人材活用実態調査」（二千四年）┃
（◆ver.1.2追加）
補則８ 法律の条文番号の扱い
法律の条文番号は，次のように文節を認定する。
【例】 ┃公害紛争処理法第二十七条の=２┃
┃公害紛争処理法第四十二条の=十二，┃第四十二条の=十四〜第四十二条の
=十六，┃第四十二条の=十八，┃第四十二条の=二十，┃第四十二条の=二十
六┃
┃公害紛争処理法第四十二条の=２，┃第四十二条の=二十七，┃第四十二条
の=二十八=第１項，┃第四十二条の=三十二=第１項，┃第四十二条の=三十
三┃
┃公害紛争処理法第二十七条第１項〜第３項┃
┃公害紛争処理法第二十七条第４項，┃第５項┃
┃公害紛争処理法第二十七条の=２=第１項┃及び┃第３項┃
┃独占禁止法第十八条の=２=第１項=ただし書┃
（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.3追加修正）
（◆ver.1.4修正）
補則９ 章・節の番号，箇条書きの番号・記号等の扱い
章・節の番号，箇条書きの番号・記号等の後ろで切る。
【例】 ┃報告の┃中では，┃１┃文化多様性の┃保護は┃維持可能な┃発展の┃た
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めの┃原動力であり，┃世界の┃平和と┃安全に┃寄与する┃こと，┃
┃（注２）┃利用時間（全体平均）は┃その┃メディアの┃利用率に┃
┃※┃平日８〜十九時の┃時間帯に、┃１カ月あたり１時間┃使った┃
┃★┃スリムな┃デジカメ ┃カシオ計算機は┃十月中旬、┃
┃◎┃フィリピンの┃エストラダ前大統領、┃国家財産略奪罪初公判┃
┃↓┃これなんか┃どうですか┃
（◆ver.1.4追加）
補則１０ ｗｅｂ誤脱の扱い
ｗｅｂ誤脱は，元の形式を想定可能な場合はそれに従って文節認定を行い，想定不可
能な場合はｗｅｂ誤脱の前後で切る。
【例】 ┃右股関節に┃違和感が┃時々┃出るので、┃ゆっくり┃走。┃
┃プレーンの┃ベゼルが┃セットに┃なっていますので┃付．．．┃
┃布団に┃入って┃即‖寝‖寝直しましたけどねー（笑）┃
※ ｗｅｂ誤脱を含む形式を，複合辞・連語とみなして文節認定することはしない。
【例】 ┃小泉元首相が┃いう┃任期満了まで出‖なく、┃
┃どう┃表記したら‖言いのでしょうか？┃
（◆ver.1.3修正）
（◆ver.1.4修正）
参考 文節の例
┃平成４年度に┃創設された┃定期借地権制度は、┃借地契約の┃更新が┃なく、┃定め
られた┃契約期間で┃確定的に┃契約が┃終了する┃借地権制度である。┃貸し主（土地
所有者）にとっては┃予定時期に┃土地の┃返還を┃受ける┃ことが┃保証されるととも
に、┃一定期間の┃地代収入が┃安定的に┃得られ、┃また、┃借り主にとっては┃土地
を┃取得するよりも┃少ない┃負担で┃土地を┃利用できる┃ことから、┃双方にとって
┃メリットが┃あり、┃借地の┃供給拡大による┃土地の┃有効利用を┃促進する┃もの
として┃期待されている。┃定期借地権には、┃一般定期借地権、┃建物譲渡特約付借地
権、┃事業用借地権の┃３類型が┃ある（図表１‐５‐４）。┃
┃定期借地権制度創設時に、┃事業用借地権の┃対象として┃主に┃想定していたのは、
┃量販店、┃飲食店等、┃経済的な┃耐用年数が┃比較的┃短い┃ものであり、┃事業用
借地権の┃存続期間も┃１０年以上２０年以下と┃されている。┃しかし、┃近年、┃物
流拠点や┃アウトレットモール等、┃従来┃想定されていなかった┃用途での┃活用も┃
行われるように┃なっている（図表１‐５‐８）。┃立地についても、┃従来┃想定され
ていた┃ロードサイド等での┃活用に限らず、┃多様化しており、┃都心から┃数十ｋｍ
以上┃離れた┃場所に┃立地する┃大規模アウトレットモールや┃臨海部に┃相次いで┃
立地している┃大型の┃商業施設の┃ような┃ものも┃ある。┃この┃ような┃商業施設
では、┃土地取得費を┃削減する┃ため、┃借地による┃立地を┃進める┃場合も┃多く、
┃特に┃大規模アウトレットモールにおいては、┃事業用借地権を┃用いている┃事例が
┃目立っている（図表１‐５‐９）。┃
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第２ 複合辞・連語
BCCWJでは，CSJと同様に複合辞・連語を１長単位と認めた。ここでは，複合辞・連語の
選定方針と選定の具体的な方法について述べる。
１ 基 本 的 な 方 針
複合辞・連語は，現代日本語の研究や日本語教育でよく取り上げられるものである。国
立国語研究所（2001）では日本語研究の観点から，複合辞として助詞相当句83語，助動詞
相当句42語を挙げている。またグループ・ジャマシイ（1998）は，日本語教師等の日本語
教育に携わる者や日本語学習者を主な対象とし，重要とされる文型を中心に3,000項目の
表現を収録したものである。ここでは大見出しとして1,087語を挙げており，そのうち，
空見出し・活用語尾（例：かろう）・活用形（例：よかろう）・呼応の副詞（例：ぜんぜ
ん…ない）・定型的な表現（例：をして…させる）・短単位に合致するもの（例：ばあい）
等を除くと，複合辞・連語が約600語ある。この中に類似形態・異形態が多く含まれる（例
：なきゃ・なくては・なくちゃ・なくてはいけない）としても，複合辞・連語が多く認定
されていると言える。両者の立脚点による差異はあるものの，このような複合辞・連語を
長単位においても採用することで，BCCWJの活用の幅がより広がると考えられる。
その一方で，国立国語研究所（2001:10）に「複合辞研究の根本問題は、どのようなも
のを「複合辞」としてとり上げていくのかの認定・正確な概念規定の問題である。（中略）
現状では、具体例に基いた個別記述の蓄積はまだまだ必要であり、また、深化されなけれ
ばならない。」とあるように，複合辞という概念にはいまだ明確な規定がなく，どのよう
に複合辞を選定するかが問題となる。
以上のことを踏まえ，BCCWJでは複合辞・連語の選定に当たって，次に挙げる二つの方
針を立てた。
方針１ ： ゆれが少なく認定できるものを選ぶ。
方針２ ： 自動解析で高い精度が維持できるものを選ぶ。
この二つの方針の下，先行研究と比べて複合辞・連語とするものの範囲を限定した。
２ 複合辞の選定
はじめに本規程 Version 1.0では，複合辞として助詞相当句21語，助動詞相当句39語を
認めた。しかし，範囲を限定しすぎたために，認定した複合辞の数が少なすぎるとの批判
があった。また，本規程 Version 1.0で立てた選定基準によった結果，一般に重要と考え
られる複合辞であっても，選定にもれたものが少なくなかった。例えば，「による」（「に
よると」，「によれば」は採用）や「としても」「にしては」（「としたら」「にしても」は
採用）などである。そのため，今回の改定（Version 1.4）において，複合辞の追加を行
うこととした。
以下，本規程 Version 1.0 及び今回の改定における複合辞の選定手順について述べる。
２．１ 文節認定規定 Version 1.0
複合辞の選定は，グループ・ジャマシイ（1998）を基に複合辞の候補を抽出し，それら
候補を対象にBCCWJでの頻度調査を実施した上で，複合辞として認定するものを選定した。
８ 人手修正済の形態素解析システム・長単位自動解析器等の学習用データ（コアデータ）が完成していないた
め，入力済みデータ量が多く，幅広い分野をカバーすると考えられた生産実態サブコーパスの調査を基に，
複合辞・連語を選定した。生産実態サブコーパスについては，山崎誠（2007）を参照。なおコアデータの設
計については，小椋秀樹ほか（2009）を参照。
９ 『つつじ：日本語機能表現辞書』については，松吉俊・佐藤理史・宇津呂武仁（2007），松吉俊・佐藤理史
（2008）を参照。
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この際，CSJで認定された複合辞も加えた。
（１）複合辞候補の選定
まず，グループ・ジャマシイ（1998）の大見出しについて，短単位に合致する見出し語
を削除し，類似形態・異形態を整理した。次に，国語辞典等での採録状況を確認し，採録
されていない語を削除し，残った語を複合辞候補とした。
（２）複合辞の選定
複合辞候補について，BCCWJ・生産実態サブコーパスの入力済み書籍データ ８（約500万
語，2007年８月時点）を使って用法の調査を行い，頻度200以上で，しかも形式の面から
複合辞としてゆれなく判定できるものを複合辞とした。これらにCSJで認定されていた複
合辞を加えた。
ここで，頻度200以上という基準を儲けたのは，以下に述べるような技術的な理由によ
る。長単位の自動解析において，複合辞を高い精度で自動解析するためには，複合辞１語
につき学習用データとなるコアデータ100万語の中に最低50例（使用率0.005％）出現する
ことが必要である。このことを踏まえて，書籍データ500万語で使用率0.005％に当たる
250例よりも若干低く基準を設定し，200例とした。
以上のような選定の結果，文節認定規程 Version 1.0 で認定した複合辞は，助詞相当
句21語，助動詞相当句39語であった。
２．２ 文節認定規定 Version 1.4
追加する複合辞の選定に当たって，特定領域研究『日本語コーパス』の日本語機能表現
班及び日本語教育班より複合辞を含む機能表現に関する資料の提供を受けた。これらの資
料から追加候補を絞り，先行研究での扱いやBCCWJでの頻度，機能的用法である割合等を
確認した上で，追加する複合辞を選定した。この際，文節認定規程 Version 1.0 におけ
るグループ・ジャマシイ（1998）の大見出しからの選定時に，頻度不足により複合辞とし
て認定しなかった語についても再度検討した。
（１）複合辞候補の選定
複合辞候補の抽出に当たって，用いた各資料の概要，選定方法・基準を以下に示す。
ａ．日本語機能表現班提供資料
①概要
これは，『つつじ：日本語機能表現辞書』 ９に収録された機能表現のうち，毎日
新聞テキストデータ（1995年１年分）で延べ50回以上出現する機能表現について，
機能的用法の割合を調査したリストである。
「機能的用法」とは，主に文の構成に関わる助詞や助動詞のような文法的働きを
持つものを指す。「による」について機能的用法，非機能的用法の例を以下に示す。
機能的用法 ： 肋間神経痛による症状
非機能的用法 ： 機材によるところも大きい
また，このリストは，表記ごとに機能的用法である割合が示されている（例：「に
あたって」…94.1％，「に当たって」…70％）。複合辞候補の絞り込みに当たって
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は，これら同形異表記の表現は一つの語としてまとめた。
②選定方法・基準
上記リストから，機能的用法である割合が80％以上の語を抽出した。この際，活
用語尾・活用形・呼応の副詞・定型的な表現・短単位に合致するもの・付属語連続
等は除外した。次に，これら絞り込んだ語について，調査時点で完成していた白書
・書籍・新聞のコアデータ（約60万語）を使って用法の調査を行い，機能的用法の
頻度が30以上のものを複合辞候補とした。
リストからの抽出に当たり，機能的用法の割合が80％以上という基準を設けたの
は，「自動解析で高い精度が維持できるものを選ぶ」という方針による。例えば，
「に応じ」は，日本語機能表現班から提供されたリストでは機能的用法が20.3％で
あった。コアデータで確認したところ，機能的用法が３例，非機能的用法が11例と，
機能的用法の割合が低かった。このような機能的用法の割合の低い，曖昧性のある
ものは，自動解析で正しく認定することは難しいと考え，選定候補から除外するこ
ととした。
また，白書・書籍・新聞のコアデータにおいて機能的用法の頻度が30という基準
を設けたのは，先に述べた技術的な理由によるものである。本来であれば，自動解
析に必要な頻度50（コアデータ100万語の0.005％）が基準となる。しかし，非コア
データからも学習データを追加できると考え，頻度50よりも若干低い頻度30を基準
とした。
ｂ．日本語教育班提供資料
①概要
これは，「日本語能力試験」出題基準の「文法的な〈機能語〉の類」（１・２級）
に掲げられた455項目を対象に，BCCWJ領域内公開データ（2010年２月から10月時点）
を用い，機能的用法に限定して出現頻度を調査したリストである。このリストには，
日本語教育班により，「文法的な〈機能語〉の類」（１・２級）には未採録だが，
重要だとされる「機能語」が，新たに五つ（にあっては，にあっても，ようものな
ら，てしかたがない，～う（意向形）が～う（意向形）が）加えられている。
②選定方法・基準
上記リストより，頻度50以上の語を複合辞候補とした。この際，活用語尾・活用
形・呼応の副詞・定型的な表現・短単位に合致するもの・付属語連続等は除外し
た。
ここで，頻度50を基準としたのは，用いたリストが調査時点のBCCWJ領域内公開
データを調査対象としていたことによる。つまり，このリストで頻度50以下という
ことは，BCCWJでこれ以上の出現は見込めず，自動解析で高い精度を維持すること
が難しいことを示す。
（２）追加複合辞の選定
上記ａ，ｂ二つのリストから抽出された複合辞候補は計343語となった。それぞれの語
について，先行研究における扱い，BCCWJにおける頻度，機能的用法の割合の高低，判別
の難易度等を基準に，総合的な判定を行った。
（３）選定基準
343語の複合辞候補から最終的に複合辞として認定するものを選定した基準を，以下，
具体的に示しておく。
ａ．先行研究における扱い
ここで参照した先行研究は，次の３点である。
- 31 -
①国立国語研究所（2001）『現代語複合辞用例集』
②グループ・ジャマシイ（1998）『日本語文型辞典』
③森田良行・松木正恵（1989）『日本語表現文型』
各複合辞候補が三つの先行研究でどのように扱われているかを確認する。見出し
の有無，見出しのレベル（大見出し・小見出し・空見出し・用例のみ等）を基準と
した。例えば，上記の研究書すべてに大見出しとして採録されていれば，複合辞と
しての重要度が高いと判断した。
ｂ．BCCWJにおける頻度
複合辞候補の選定でも基準としたが，自動解析で高い精度を維持するのに必要な
頻度50以上を基本的な基準とする。ただし，コアデータのみを対象として頻度調査
を行った語については，頻度30以上を基準とした。
ｃ．機能的用法の割合
日本語機能表現班提供のリストを参照するとともに，BCCWJでの機能的用法の割
合が，80％程度か否かを基準とした。
ｄ．判別の難易度
自動解析で高い精度が維持できるようにするために，複合辞前後の短単位情報か
ら判別しやすいか否かを基準とした。例えば，直前直後の語の品詞が固定的なもの
の方が，高い精度を保つことができると考えられる。
以上，ここで認定した複合辞は助詞相当句54語，助動詞相当句18語である。なお，助動
詞相当句のうち「かもしれない」「ざるを得ない」等，語末に助動詞「ない」を持つ複合
辞（14語，付加情報付与基準の第１「語彙素読み・語彙素付与の基準」表２．４を参照）
については，対応する文語的表現「かもしれず」「ざるを得ず」等，語末に助動詞「ず」
を持つものについても複合辞と認めることとした。
一方，文節認定規程 Version 1.0で選定した複合辞から，本来「助動詞」とすべきでは
ない名詞複合系の「つもりだ」「わけだ」「わけではない」の助動詞相当句３語を削除し
た。これは，いわゆる形容動詞型活用の助動詞を認めないというBCCWJの規定にそぐわな
いためである。
２．３ 品詞
複合辞の品詞は，次に挙げるものとする。
（１） 助詞相当句
国立国語研究所（2001），森田良行・松木正恵（1989）の分類を参考に，各語の文中に
おける機能に応じて「助詞-格助詞」「助詞-接続助詞」「助詞-副助詞」「助詞-係助詞」を
付与した。
複数の用法を持つものについては，一律に一方の品詞にまとめることとし，助詞相当句が
用いられた文脈によって品詞の判別を行うことはしなかった。
（２） 助動詞相当句
これらは一律に「助動詞」とした。
助詞相当句，助動詞相当句の品詞付与の詳細は，付加情報付与基準の第２「品詞付与基
準」の７「複合辞・連語の扱い」を参照。
10 「に関し」「に関します」「に関した」についてBCCWJでの頻度を確認したところ，「に関し」は頻度50以上だ
ったが，「に関します」は頻度１，「に関した」は頻度25と低かった。
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２．４ CSJからの変更点
CSJでは，体系性を考慮し，文法的働き（連用修飾型・連体修飾型）と文体（普通形・
丁寧形）の二つの観点から複合辞の異形態を認め，一覧表を作成した。その結果，頻度の
極端に少ない異形態も認めることとなった。一方，BCCWJでは先に述べたように，先行研
究で取り上げられている，重要とされる複合辞を候補とし，BCCWJでの頻度によって複合
辞とするものを選定するという方針を取った。そのため，普通形は複合辞として認定され
るが，丁寧形は複合辞として認定されない場合などがある。
具体例を挙げると，助詞相当句「に関して」の場合，CSJでは体系性を考慮して，連用
形「に関し」，丁寧形「に関しまして」，連体修飾型の普通形「に関する」「に関した」，
連体修飾型の丁寧形「に関します」「に関しました」も複合辞として認めていた。これに
対してBCCWJでは，頻度の高い「に関して」「に関する」はそれぞれを複合辞としたが，「に
関し」や「に関します」「に関した」 10は，そもそも先行研究で扱われていないため，複
合辞候補とならなかった。
BCCWJでは，丁寧形についても例外とはせず，普通形と同じ基準で選定を行った。その
結果，頻度の高かった「かもしれません」「ではありません」については，それぞれを複
合辞とした。
なお，「においちゃ」（「においては」の「て」と「は」とが融合したもの）等の融合形
については，元の形が複合辞として認められるならば，融合形自体の頻度とは関係なく複
合辞として認めることとした。
３ 連語の選定
連語に関しては，CSJで認定されていた全体で１長単位とするもののリスト，グループ
・ジャマシイ（1998）の大見出しを基に選定作業を行った。CSJで認定していた連語のう
ち，BCCWJで１短単位となっているもの，丁寧形を含むものは除外した。例えば，「彼の
世」「今日は」「成る可く」「我が儘」「従いまして」「なものですから」などがこれに当た
る。
グループ・ジャマシイ（1998）の大見出しについては，『岩波国語辞典』第６版，『日
本国語大辞典』第２版を参照し，品詞が接続詞・副詞となっている語のうち，書籍データ
で頻度200以上のものを抽出し，追加した。そのほか，連濁している等，全体で１長単位
にすることが妥当と考えられる語を人手修正作業で抽出し，連語として追加した。「今ま
で通り」「甘いもの嫌い」などがこれに当たる。
４ まとめ
以上，CSJでは助詞相当句79語，助動詞相当句57語，その他連語90語を複合辞・連語と
して認めていたが，BCCWJで最終的に選定した複合辞・連語は，助詞相当句75語，助動詞
相当句55語，その他連語86語である。
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細則１ 複合辞「ことができる」「ことにする」「ことになる」「ことはない」の認定基準
複合辞「ことができる」「ことにする」「ことになる」「ことはない」の認定に当たって，
特に注意を要するものを，次に挙げる。
１ 格助詞「と」＋動詞「言う」に直接続くものは，複合辞とする。
【例】 ┃これを┃「パラサイト型」と┃いう┃ことができるが、┃
┃「だから┃信号無視してもいい、と┃いう┃ことにならないのと┃
２ 構成要素の異なるものは，複合辞としない。
【例】 ┃門の┃まえで┃追い払われるという┃ことは┃ありません。┃
→ 構成要素の短単位「こと／は／あり／ませ／ん」
┃かえって┃Ｗｉｎｎｙユーザーを┃勢いづかせる┃ことに┃なりかねない
からです。┃
→ 構成要素の短単位「こと／に／なり／かね／ない」
※ 長単位認定規程の規定３．３（１）に従い，「なりかねない」を１長単位とす
る（「ことになる」を１長単位とすると，動詞的接尾辞「かねる」が切り出され
ることになり，規定に反する）。
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細則２ 複合辞「ていく」「てくる」の認定基準
複合辞「ていく」「てくる」に関する認定基準を以下に示す。
１ 方針
原則として，「ていく」「てくる」は複合辞とする。ただし，話し手の方向へ接近す
る，もしくは離反するという空間的移動を表す動詞としての実質的意味機能を失ってい
ないものは複合辞とせず，接続助詞「て」と動詞「いく」「くる」に分割する。この判
定においては森田良行・松木正恵（1989）を参照し，方向性の有無をより重視した。
２ 判定基準
２．１ 接続助詞「て」と動詞「いく」「くる」とに分割するもの
以下のいずれかに該当する場合は助詞と動詞に分割する。
（１）動作・行為の順次性を表す。
移動性がなく一地点においてなされる動作・行為を示す意志性の他動詞，移動性の
自動詞を受け，「ある一地点で何かをして，それから行く，又は来る」ことを表す。
【例】 ┃元八郎と┃数江は┃商売の┃話を┃して┃いくと┃いう┃喜三郎と┃
別れ、┃倭館を┃でた。┃
┃患者の┃家に┃防護服を┃着て┃いくのか？┃
┃要らない┃薬を┃置いて┃いってくれるよう┃頼んだ。┃
┃あいにく┃すべて┃置いて┃きてしまった。┃
┃正樹は┃カメラを┃用意して┃きていて、
┃経営権を┃奪い取って┃きた人も┃多い。┃
┃後ろには┃今┃行って┃きたばかりの┃コンビニが┃
（２）平行して行うことを表す。
継続動作を示す意志性の他動詞を受けて，二つの行為が同時に行われることを表す。
「送る」「運ぶ」「抱く」「持つ」等の動詞を受ける。
【例】 ┃ぼくの┃前の┃空いた┃皿を┃重ねて┃流しに┃持って┃いく。┃
┃常に┃おいしい┃ところを┃持って┃いかれることになる。┃
┃いずれは┃甲子園に┃選手を┃連れて┃いきたい」と┃同校初の┃甲子
園出場を┃誓った。┃
┃吹矢の┃店から┃送って┃来た┃女はと、┃
┃子どもは┃夫婦の┃愛情の┃あかし。┃コウノトリが┃運んで┃くる┃
もの。┃
┃しぶしぶ┃おれに┃ついて┃きた。┃
┃こんな┃ところにまで┃引っぱって┃きて頂いた┃ことを、┃
（３）移動する時の状態を表す。
継続動作の自動詞などを受け，行ったり来たりする動作がどのような手段や状態の
もとに行われるかを表す。「泳ぐ」「歩く」「走る」「駆ける」等の移動動詞を受け
れば移動の手段を表し，「座る」「眠る」「乗る」「おぶさる」等を受ければ移動時
の状態を表す。
【例】 ┃荷物ば┃大事そうに┃抱えて、┃歩いて┃いきよらした┃
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┃私は┃ひどく┃怖く┃なって┃廊下を┃走って┃行き、┃
┃太刀を┃振りあげながら┃総馬に┃駆けて┃いくのが┃見えた。┃
┃両袖で┃口を┃塞いで、┃風の┃中を┃俯向いて┃行く。┃
┃黒潮に┃乗って┃ひたむきに┃泳いで┃きた┃カツオは、┃ただ┃ひたむ
きに┃引くばかりである。┃
┃ちょっと┃間違った┃ものを┃作ると┃ボーイさんが┃飛んで┃来て、┃
あの┃人は┃あれが┃嫌いですよと┃教える┃
（４）複合して一つの動作・行為・作用を表す。
それ自体に方向性を持つ移動動詞を受けて，その移動が話し手側からの移動か話し
手側への移動かを明らかにする。「戻る」「伝わる」「入る」「近寄る」等の動詞を
受ける。
【例】 ┃自分の┃気持が┃ずんずん┃進んで┃行くのが┃はっきり┃見えるのが┃
嬉しくて┃
┃伝統ある┃企業が┃テクノロジーを┃手に┃入れて┃攻めて┃いく。┃
┃出勤して┃きた┃職員らが┃バグダッドからの┃テレビ中継に┃
上記の例以外に，移動動詞ではないが方向性を持つ動詞を受けて，移動を表すもの
もこれに含む。
【例】 ┃ホームヘルパーの┃仕事を┃休んで┃インドまで┃やって┃きたのだ。┃
┃新世紀最初の┃バレンタインデーが┃やって┃くる。┃
┃日本に┃第二次ベンチャーブームが┃やって┃くる┃可能性┃
２．２ 複合辞とするもの
上記以外は，助動詞相当句とする。助動詞相当句とするもののうち，典型的なものを
次に挙げる。
（１）時間的継続を表す。
ある動作・状態が現在まで継続したことや，これからも継続することを表す。
【例】 ┃わたしは、┃ここで、┃ひとりで┃暮らして=いく┃ことに┃いたしまし
ょう。┃
┃数字を┃２で┃割って=いっても┃絶対に┃数は┃なくならないから┃
┃今後とも┃国際的な┃協議に┃参画して=いく┃必要が┃ある。┃
┃長く┃日本の┃農業を┃支えつづけて=きた┃世代が┃高齢化し、┃
次々と┃引退する┃時期に┃来ているのに、┃
┃小学校時代に┃合宿生活を┃させるという┃ことは、┃あまり┃
して=きませんでした。┃
┃両国の┃協力関係促進に┃尽力して=きたが、┃湾岸戦争時には┃自ら
の┃日本人社員が┃
（２）消滅と出現を表す。
「ていく」は「死ぬ」「消える」等の自動詞を受け，ある現象が自然に消滅するこ
とを表す。「てくる」はある現象が，自然発生的に出現・生起することを表す。
【例】 ┃路上で┃生活し、┃路上で┃死んで=いくのだろう。┃
┃やがて、┃街からは┃道路標識さえも┃消えて=いった。┃
┃近ごろでは┃却って┃気持ちが┃萎えて=いく。┃
┃感動的な┃人と┃動物の┃物語も┃産まれて=きた。┃
┃涙が┃出て=くるという┃感じでした。┃
┃七回まで┃無失点に┃抑えて、┃完封が┃見えて=きた┃
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┃空は┃雲ひとつ┃なく、┃熱を┃降らして=くる。┃
「てくる」には，「生まれる」「現れる」「出る」「起こる」等，目に見える現象以
外にも，心理的現象や感覚の生起にも用いられる。主に「（考えが）浮かぶ」「（思
いが）あふれる」「（頭に）こたえる」等，瞬間的な無意志性動詞を受ける。
【例】 ┃故郷の┃帯広の┃光景が┃目に┃浮かんで=きました┃
┃恐怖で┃岸に┃帰りたい┃思いが┃湧きあがって=きた。┃
┃温かい┃ものが┃胸に┃満ちて=きた。┃
┃精神状態は┃平らかで、┃時折、┃襲って=くる┃説明の┃つかない┃
切なさも┃また、┃
（３）ある状態から別の状態へと変化する過程を表す。
「ていく」は話し手の視点から見て，その変化が時間的・観念的に遠ざかっていく
様を表して，変化の進行（傾向の増大）を意味し，逆に「てくる」は近づいていく
様を表して，変化の開始または変化がある段階に至ったことを意味する。「落ち着
く」「帯びる」「疲れる」「慣れる」「増える」「深まる」等の動詞を受ける。
【例】 ┃あの┃大噴火の┃記憶は┃うすれて=いかない。┃
┃遼平にとって┃あわただしい┃一年だったが、┃これから┃
落ち着いて=いくのでは。┃
┃買ってもらえる┃ことを┃当てに┃しないまでも、┃夢は┃
膨らんで=いった。┃
┃この┃ころから┃食糧は┃だんだんと┃欠乏して=きて、┃牛肉など
の┃ぜいたく品の┃入荷が┃減ってきた。┃
┃多少の┃収縮が┃発生したり、┃継ぎ目が┃目立って=くることもあり
ますが、┃
┃同居を┃始めてから┃少しずつ┃歯車が┃噛み合わなく┃なって=きて
いた。┃
（４）方向性を持つ移動動詞であるが，自然発生的な生起を表現するものは，特に注意を
要する。これらは複合辞と認めた。以下に例を挙げる。
【例】 ┃その┃高さを┃意識すると┃再び┃恐怖が┃もどって=きた。┃
┃「この┃試合の┃一番の┃満足は、┃稲本の┃調子が┃戻って=きた┃
ことだ」┃
┃十五年ぐらい┃前から┃「玄関先だけに┃して」という┃家庭が┃
でて=きた。┃
┃歳┃とると┃本人も┃分からない┃匂いって┃でて=くる┃もんなの
でしょうか？┃
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細則３ 複合辞「という」の認定基準
複合辞「という」の認定に当たって，特に注意を要するものを，次に挙げる。
１ 複合辞とするもの
（１）「という」が名付けを示すもの
【例】 ┃日本で┃その┃様な┃ブドウは┃なんと言う┃名前で┃売ってますか？┃
（２）「という｛こと，の｝｛で，は，も｝」で文を接続するもの
【例】 ┃普通の┃診療の┃範囲では┃聞きようが┃ないような┃内容
です。┃という┃ことは、┃
┃母線が┃扇形の┃半径に┃なる┃ことは┃見れば┃分かります。┃
という┃ことで、┃「母線＝┃扇形の┃半径」です。┃
２ 複合辞としないもの
（１）実際に発話等があると考えられるもの，発話の比喩的表現
【例】 ┃漫画を┃ｗｅｂ上で┃公開しています、と┃いう┃男性が┃
┃「二十めんそうくん、┃しばらくだったなあ」と┃いう┃声が┃
┃キーンと┃いう┃金属音が┃
┃文字通り┃無残、┃非道と┃いう┃他┃ない┃もので、┃
┃辺りが┃あっと┃いう┃間に┃血の┃池に┃なる。┃
（２）複合助動詞「ことができる」「ことにする」「ことになる」「ことはない」「のだ」「の
である」「のです」「のではない」「わけにはいかない」に続くもの
【例】 ┃これを┃「パラサイト型」と┃いうことができるが、┃
┃ＴＶや┃ラジオで┃余り┃かからない┃曲は┃すべて┃マイナーと┃
言うことになってしまうのは┃
（３）「～を…という」の形で格を支配しているもの
【例】 ┃他人の┃娘を┃オゴと┃いう┃ならわしが┃あるが、┃
（４）形状詞・副詞用法の名詞に係るもの
【例】 ┃タラッタータタッタッタと┃いう┃風な┃リズムで┃
３ 「という」に助詞・助動詞が挿入される形式の扱い
文節認定規程の規定３．１に従い，原則として助詞・助動詞が挿入される形式を，文
節認定の上では全体で一つの複合辞と見なす。
ただし，以下のように「とか」の形で並列したものに「いう」が続く場合は，複合辞
と見なさない。
【例】 ┃聟とか┃息子とか┃孫とか┃いう類の、┃
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細則４ 複合辞「といえども」「といった」「といっても」の認定基準
複合辞「といえども」「といった」「といっても」の認定に当たって，特に注意を要す
るものを，次に挙げる。
実際に発話等があると考えられるもの，発話の比喩的表現は複合辞としない。
【例】 ┃科学者等の┃アウトリーチ活動と┃言った┃場合、┃
┃雑誌が┃タダに┃なったと┃いっても┃言い過ぎでない。┃
┃現在の┃東京で┃人形店の┃集中地域と┃いえば┃何と┃いっても┃
浅草橋であり、┃
┃事実上、┃唯一と┃いっても┃良い、┃わが┃国の┃自主開発原油が┃
失われる┃
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細則５ 複合辞「として」の認定基準
複合辞「として」と認定しないもののうち，特に注意を要するものを，次に挙げる。
（１）「～を…として」の形式で，格を支配しているもの
【例】 ┃トップと┃ナンバー２を┃男女ペアと┃して┃女性が┃責任の┃半分を┃
担う。┃
┃基礎研究を┃中心と┃して┃学術研究を┃推進すると┃ともに、┃
┃足尾銅山の┃鉱毒事件を┃始めと┃して┃幾つかの┃著名な┃例が┃
あったが，┃
┃雇用の┃促進を┃図ることを┃目的と┃して、┃
上記の例と形式は類似しているが，以下の例は，「として」が問題にする人・物事
などの位置付けを示すものであるため，複合辞と認定する。
【例】 ┃政策全体を┃パッケージとして┃実施する。┃
┃土地の┃有効利用を┃促進する┃ものとして┃期待されている。┃
（２）「として」に前接する語と合わせて，副詞的に働くもの
【例】 ┃蔣介石は┃頑と┃して┃応じなかった。┃
┃ものづくりに対する┃意識が┃依然と┃して┃低い┃ことも┃課題で
ある。┃
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Ⅱ 長単位認定規程 Version 1.4
第１ 長単位認定規程
長単位は，以下の規定に基づいて文節を分割する（又は分割しない）ことによって得ら
れた要素を１単位とする言語単位である。
【句読点・空白・改行に関する規定】
句読点・空白・改行に関する規定は，２以下のすべての規定に優先して適用される。
（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.3修正）
１ 句読点（句読点として用いられているカンマ・ピリオド・エクスクラメーションマー
ク・クエスチョンマーク，三点リーダー，並びにコロンを含む。）及び空白は１長単位
とする。
【例】 ｜機動的｜に｜商業施設｜として｜活用する｜例｜など｜も｜ある‖。‖
｜米｜は｜湾岸戦争後‖、‖英‖、‖仏｜など｜と｜とも｜に｜
｜悲願｜の｜名人位｜を｜つかん｜だ｜加藤｜に｜二十一歳｜の｜青年‖、
‖谷川｜が｜挑み‖、‖
｜１カ月前｜から｜始まっ｜た｜Ｂ｜２９｜の｜首都‖、‖東京空襲｜。｜
｜実包｜八百五十六個等｜を｜発見‖、‖押収する｜とともに‖、‖
｜こう｜し｜た｜動き｜を｜，｜名目‖，‖実質ＧＮＰ｜の｜構成要素｜と
して｜の｜
｜十五歳少女｜が｜最年少記録｜「｜エベレスト登頂｜」｜三浦さん最高齢
記録｜その｜日｜に‖…‖
｜供給実績資料‖：‖定期借地権普及促進協議会調べ｜
｜備考‖：‖（‖）‖は｜、｜専攻科｜を｜設置する｜学校｜で｜
｜１‖ ‖日本文化｜の｜発信｜による｜国際文化交流｜の｜推進｜
｜注｜２‖：‖過去｜３年間｜において｜は｜、｜土砂災害｜による｜死者
｜の｜うち｜約６割｜が｜災害弱者｜と｜なっ｜ている｜。｜
｜無理やり｜押し込ん｜で｜いい｜んです｜か‖！‖？‖
｜響き｜が｜いい｜ね‖。‖。‖。‖
｜ ‖それ｜は｜、｜現実｜の｜世界情勢｜が｜
｜第２部‖ ‖森林｜及び｜林業｜に関して｜講じ｜た｜施策｜
｜２‖ ‖協力的自主国防推進‖：‖自主国防｜と｜米韓同盟｜が｜
｜（財）‖ ‖自主流通米価格形成センター｜
｜米国｜、｜イギリス｜、｜南アフリカ｜、｜アイルランド等｜により｜構
成さ｜れる｜Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ‖ ‖Ｍｏｂｉｌｉｔｙ‖ ‖Ｆｏｒｕｍ
｜における｜検討｜に｜参加し｜ている｜。｜
｜「｜えっ‖？‖ ‖あの｜有名｜な｜モリハナエ‖、‖さん｜？｜」｜
（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.4修正）
１．１ 次に挙げる読点・カンマ（以下，読点とする）は１長単位としない。
（◆ver.1.4修正（番号のみ））
（１）それがないときに全体が１短単位となるものの中に現れるもの
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【例】 ｜小=、=中学生｜で｜は｜内容的｜に｜早すぎる｜もの｜が｜ある｜から｜
だ｜。｜
｜銀行取引停止｜避け｜自ら｜転=、=休=、=廃業選択｜
｜年｜に｜１=、=２日間｜の｜活動｜を｜義務付け｜たり｜、｜
（◆ver.1.4修正（番号のみ））
（２）読点の後ろで切ると，接頭辞のみで構成される長単位が認定されるもの
【例】 ｜得意｜の｜短、=中距離｜に｜確か｜な｜手ごたえ｜を｜
（◆ver.1.2追加）
１．２ その他，読点の後ろで切ると，問題のある場合は，適宜個別に判断する。
【例】 ｜全道高校ラグビー大会南、=北選手権大会｜
｜小学校教師｜に｜よる｜小学校中、=高学年｜の｜部｜と｜
｜「町イヌ、=ネコ愛護条例」案｜を｜提出し｜た｜。｜
（◆ver.1.4追加）
１．３ 見出し等で改行がある場合，改行の箇所で切る。
【例】 ｜最高裁｜９裁判官（改行）‖司法改革アンケート｜
【記号に関する規定】
（◆ver.1.3修正（用例追加））
２ 記号は１長単位とする。
【例】 ｜「‖―‖羨ましい｜な‖」‖
‖「‖（‖システム｜の｜導入｜により‖）‖当面｜三百億円程度｜の｜
負債圧縮｜が｜見込める‖。‖
｜与野党逆転‖→‖海部政権誕生｜と｜の｜願望｜
｜円相場｜も｜一時｜、｜１ドル‖＝‖百三十五円台｜まで｜安く｜
なっ｜た｜。｜
‖【‖Ｇ大阪‖‐‖市原‖】‖延長後半｜４分｜、｜
｜「｜僕｜も｜書くぅ‖ぅ‖ぅ‖ー‖ー‖！‖」｜
（◆ver.1.1修正）
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.3追加）
（◆ver.1.4修正（用例追加））
２．１ それがないときに全体が１長単位となるものの中に現れる記号は，１長単位とし
ない。
【例】 ｜花粉｜の｜少ない｜スギ品種｜の｜普及｜と｜採穂=（=種=）=園｜の｜造
成｜及び｜早期供給体制｜の｜充実｜
｜こ=・=だ=・=わ=・=る｜・｜貴方｜に｜こそ｜使っ｜てほしい｜。｜
｜「｜びわこミレニアム=・=フレームワーク｜」｜で｜は｜，｜優先的行
動｜の｜ため｜の｜
｜訪米し｜た｜山崎拓=・=自民党幹事長ら｜に｜こう｜説き｜
｜大学院｜に｜は｜約２万５=，=０００人｜が｜在籍し｜ている｜
※ 長単位内に括弧開又は括弧閉，その他くくり記号が含まれる場合，対応する括
弧類が長単位境界にあるものは，直前又は直後の長単位に含める。
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【例】 ｜夫｜の｜ラルフさん｜が‖“=プレゼント=”=し‖た｜の｜は｜
‖「‖日本｜の｜学者｜ならびに｜教育界｜の｜指導者｜や｜政治家｜によ
る｜国語委員会｜が｜速やか｜に｜結成さ｜れる｜よう｜提案=」=し｜
※ 類似の形式に，括弧等でくくられる注釈的な要素がある。この扱いは，補則８
を参照。
【例】 ｜内分泌かく乱化学物質｜（｜環境ホルモン｜）｜と｜される｜
（◆ver.1.3修正（用例追加））
２．２ 語と同じ働きをする記号・記号連続及びそれらを含む結合体は，全体で１長単位
とする。
【例】 ｜Ａ‖が‖Ｂ‖に｜特定｜の｜法律行為｜を｜指図し｜た｜場合｜
｜南青山｜に｜ある｜敷地面積‖２，０００=㎡‖の｜土地｜は｜、｜
‖ＰＫＯ=地域訓練ワークショップ‖の｜開催｜や｜
‖Ｅ=‐=ジャパン重点計画‖
‖（）=内‖は｜，｜総数｜に対する｜種別｜及び｜処遇区分別｜の｜構成
比｜である｜。｜
｜一般会計｜の‖（= =）=内‖は｜０３年度当初予算｜
‖（財）=河川情報センター‖において｜河川情報｜の｜収集｜，｜処理｜，
｜加工｜を｜行い｜，｜
｜子育て｜について｜の‖Ｑ＆Ａ‖も｜掲載さ｜れ｜
｜これ｜ぞ‖Ｒ＆Ｂボーカル‖と｜呼び｜たい｜傑作｜を｜生み出し｜
た｜。｜
｜ファイル｜の‖コピー＆貼り付け‖を｜行う｜とき｜に｜
（◆ver.1.4追加）
２．３ 記号を含む結合体のうち，小数を表すものは，一まとまりとする。
【例】 ｜大都市｜（｜政令指定都市｜）｜は｜１７=．=３％｜である｜が、｜
（◆ver.1.4追加）
２．４ 記号を含む結合体のうち，日時・郵便番号・電話番号を表すものは，一まとまり
とする。
【例】 ｜明日‖６／９‖観｜に｜行く｜予定｜に｜し｜てい｜ます｜。｜
｜発売日｜：‖九十／十一／二十一‖
｜〒‖１００‐８０５１‖（｜住所不要｜）｜
｜☎‖０３‐５２１０‐７５１２‖
｜ＦＡＸ‖０３（３２１７）８９８５‖
※ 日時の範囲を表す記号を含む場合，その記号を１長単位とする。
【例】 ｜射手座｜十一．二十三‖〜‖十二．二十一｜
｜●｜十二／二十八‖〜‖三十｜＝｜北九州芸術劇場中劇場｜
｜営｜ ｜十一：００‖〜‖十九：００｜
｜平成｜十三年｜十一月｜９日‖〜‖十三日｜に｜かけ｜て｜，｜
ただし，日時等を受ける体言・接辞がある場合は，全体で１長単位とする。
【例】 ｜平日｜８=〜=十九=時｜の｜時間帯｜に｜、｜
｜八十七年｜七月｜八日｜午後｜十=―=十一=時ごろ｜、｜
※ 郵便番号・電話番号が空白で区切られている場合は，空白を１長単位とする（規
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定１参照）。
【例】 ｜〒｜４６７｜ ｜０８２５｜
※ 時刻と同様の記号であっても，文脈から時刻ではないと判断できるものは記号
を１長単位とする（規定２参照）。
【例】 ｜９｜’｜８１｜の｜タイム｜は｜まずい｜
（◆ver.1.4修正（番号のみ））
２．５ 中点の扱いは，補則１に示す。
【付属語に関する規定】
（◆ver.1.3修正（用例追加））
３ 付属語（上巻・資料「複合辞・連語」に挙げた複合辞を含む。）は１長単位とする。
【例】 ｜公害紛争処理法‖における‖公害紛争処理‖の‖手続‖は‖，｜原則‖と
して‖紛争当事者‖から‖の‖申請‖によって‖開始さ‖れる‖。｜
｜その｜目的‖が‖個人‖に‖絞ら‖れ‖過ぎ‖ている‖傾向‖が‖ある｜
｜研究開発‖を‖行わ‖ない‖等‖の‖合意‖により‖，｜
｜「｜やむ‖を‖得‖ず‖型｜」‖の‖親同居未婚者｜
｜応能負担‖か‖、｜応益負担‖か‖等｜、｜論ずる｜余裕‖も‖無い｜
｜湧水‖や‖井戸等‖の‖水源‖を‖形成し‖たり‖等‖と‖、｜
３．１ 複合辞の中に助詞が挿入されている場合，複合辞と見なさず，各構成要素に分割
する。
【例】 ｜お友達｜に｜は｜からかわ｜れ｜て‖ばかり‖いる｜三枚目｜でもあり｜
まし｜た｜。｜
３．２ 一般に助動詞とされる「ようだ」「そうだ」「みたいだ」（その丁寧形も含む。）
の活用語尾は単独で一つの助動詞とする。また語幹部分は単独で１長単位とする。
【例】 ｜誰｜か｜の｜帰り｜を｜待っ｜ている‖よう‖でし‖た｜。｜
｜大学｜の｜キャンパス｜に｜間違え｜られ‖そう‖な‖雰囲気｜
｜ハリスさん｜は｜、｜今日｜は｜忙しく｜ない‖みたい‖だ‖な｜。｜
３．３ 次に挙げる付属語は１長単位としない。
（◆ver.1.1修正）
（◆ver.1.3修正）
（◆ver.1.4修正）
（１）それを１長単位とすると，単独の動詞的・形容詞的・形状詞的接尾辞及び用言・助
動詞の終止形・連体形以外に続く名詞的接尾辞が切り出されることになる場合の付
属語
【例】 ｜地域住民｜による｜ネットワーク｜が｜形成さ=れ=にくい｜状況が｜生
じ｜ており｜，｜
｜どんな｜使わ=れ=方｜を｜し｜た｜んだろう｜。｜
（２）上巻・資料「複合辞・連語」の「連語」，下巻・資料「要注意語」の「―が～」「―
の～」及び短単位認定規程の補則５（３）の中に現れる付属語
【例】 ｜万=が=一｜事故｜が｜発生し｜た｜場合｜において｜も｜乗員｜，｜歩行
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者等｜の｜保護｜を｜行う｜ため｜の｜
｜輪郭線｜の｜上｜まで｜絵=の=具｜を｜置い｜ていき｜ます｜。｜
｜企業｜にとって｜は｜単=なる｜コスト｜の｜増加｜と｜も｜捉え｜ら
れ｜ます｜が｜、｜
※ 上巻・資料「複合辞・連語」の「連語」，下巻・資料「要注意語」の「―が～」
「―の～」に掲げた語の扱いについては補則２を参照。
（３）「お（ご）～する・できる・くださる・いただく・なさる・いたす・ねがう・もう
しあげる・あそばす・になる」という形式の敬語表現の中に現れる付属語
【例】 ｜いかが｜お過ごし｜でし｜た｜か｜、｜お聞か=せ=ください｜。｜
｜民事訴訟｜の｜ご専門｜として｜の｜ご意見｜を｜お聞か=せ=願い｜
たい｜と｜思い｜ます｜。｜
｜お待た=せ=いたし｜まし｜た｜
（４）分数の読み上げの中に現れる助詞「の」
【例】 ｜今度｜の｜試験｜は｜志願者｜が｜平年｜の｜五分=の=一｜と｜極端｜
に｜少なく｜、｜
公式の読み上げに現れる「―分の～」も同様に扱う。
【例】 ｜後続単語種類数分=の=先行単語頻度｜(D んな)｜の｜関数｜に｜
（５）固有名・動植物名の中に現れる付属語
【例】 ｜この｜よう｜に｜ヒ=ノ=キ｜の｜生産量｜が｜スギ｜の｜それ｜より｜多
く｜なっ｜た｜の｜は｜
｜東京・霞=が=関｜の｜同省周辺｜に｜集まり｜、｜方針撤回｜を｜求め｜
た｜。｜
※ 固有名の扱いは補則３・補則４を，動植物名の扱いは補則５を参照。
４ 付属語を伴わない文節，及び規定３によって付属語を切り出した後に残った形式（お
およそ文節の自立語部分に相当する形式）に以下の規定を適用する。それによって得ら
れた各形式を１長単位とする。
【意味情報による規定】
（◆ver.1.3修正（用例追加））
４．１ 擬音語・擬態語の類は一続きにする。
【例】 ｜わいわい=がやがや｜ ｜キリッ=キリッ=キリッ｜
４．２ 同じ要素及び類似の要素の繰り返しは切り離す。
【例】 ｜はい‖はい｜え｜はい‖はい｜(F あ)｜分かり｜まし｜た｜
｜感謝‖感謝｜
ただし，次に挙げるものは切り離さない。
あとあと ごくごく さてさて ただただ どうこう なおなお
まずまず またまた まだまだ よくよく
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【例】 ｜ごく=ごく｜簡単｜に｜申し｜ます｜と｜
｜まず=まず｜の｜着順｜を｜受け｜て｜、｜
【単位の内部構造による規定】
（◆ver.1.4追加）
４．３ 主語・主題の後ろで切る。
【例】 ｜緑‖あふれる｜風景｜の｜中に、｜
｜心‖洗われる｜よう｜な｜ステージ｜に｜
｜気持ち‖悪い｜から｜、｜
｜源泉徴収｜だけ｜で｜確定申告｜は｜原則｜必要‖ない｜が｜、｜
｜緑‖豊か｜な｜生活｜
｜優秀｜な｜人材｜は｜引く｜手‖あまた。｜
｜親しみやすさ‖随所｜に｜
※ 漢語形状詞の述部を持つ場合は，全体で１長単位とする。
【例】 ｜持続=可能｜な｜発展｜の｜ため｜
｜センス=抜群｜の｜クリエーター｜だっ｜た｜んだ｜な｜
（◆ver.1.4修正（番号のみ））
４．４ 体言に形式的な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」が直接続く場合，
体言と「する」「できる」「なさる」「いたす」とを切り離さない。
【例】 ｜まるで｜１つ｜の｜光点｜が｜往復運動=し｜ている｜よう｜に｜
｜私｜は｜この｜予選｜を｜１位｜で｜通過=できる｜と｜
｜久保田藩内｜を｜巡回=なさっ｜ている｜わけ｜です｜な｜
国語辞典でサ変動詞語幹としての用法が示されていないものについても，形式的な意
味の「する」「できる」「なさる」「いたす」が直接続く場合は，「する」「できる」「な
さる」「いたす」を切り離さない。
【例】 ｜青空｜に｜桜｜の｜花｜が｜満開=し｜てる｜様子｜は｜
｜ぷらぷら｜と｜(F あのー)｜ウインドーショッピング=する｜
（◆ver.1.4修正）
４．５ 「お（ご）～する・できる・くださる・いただく・なさる・いたす・ねがう・も
うしあげる・あそばす・になる」という形式の敬語表現は，全体を一続きのものとする。
【例】 ｜ご理解｜と｜ご協力｜の｜ほど｜よろしく｜お=願い=申し上げ｜ます｜
｜いかが｜お過ごし｜でし｜た｜か｜、｜お=聞か=せ=ください｜。｜
｜民事訴訟｜の｜ご専門｜として｜の｜ご意見｜を｜お=聞か=せ=願い｜
たい｜と｜思い｜ます｜。｜
｜気｜が｜向い｜た｜とき｜、｜お=返事=ください｜ね｜
｜そ の ｜感 覚 ｜が ｜お =わ か り =に な る ｜と ｜思 い ｜ま す ｜。 ｜
｜法廷｜に｜も｜全身ピンクずくめ｜で｜お=出まし=になる｜。｜
｜以下｜の｜サイト｜を｜ご=覧=下さい｜。｜
（◆ver.1.4修正（番号のみ））
４．６ 体言＋用言という形式のうち，『岩波国語辞典』第６版，『日本国語大辞典』第
２版のいずれか一方で見出し語（連語としての見出し語は除く。）になっているものは，
体言と用言とを切り離さない。
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【例】 ｜運転手｜は｜さり気=なく｜答え｜て｜アクセル｜を｜ゆるめ｜た｜。｜
（◆ver.1.4修正（番号のみ））
４．７ 副詞に形式的な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」が直接続く場合，
副詞と用言とを切り離さない。
【例】 ｜「｜何｜が｜始まる｜の｜か｜な｜」｜と｜目｜を｜きらきら=さ｜せ｜
た｜
（◆ver.1.1追加）
４．７．１ 副詞に「する」「できる」「なさる」「いたす」が直接続く場合のうち，「す
る」「できる」「なさる」「いたす」が「行う・やる」又は「行える・やれる」に置き換
えることができる場合は，副詞との間を切り離す。
【例】 ｜準備｜は｜十分‖し｜てい｜ます｜
（◆ver.1.1追加）
４．７．２ 「こう」「そう」「ああ」「どう」に「する」「できる」「なさる」「いたす」
が直接続く場合は，切り離す。
【例】 ｜こう‖し｜た｜サークル活動｜が｜盛ん｜に｜なる｜背景｜
｜どう‖し｜たらいい｜です｜か｜？｜
｜そうこう‖し｜ている｜うち｜に｜だんだん｜犬｜と｜仲良く｜なっ｜
てき｜て｜
（◆ver.1.1修正）
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.4修正）
４．８ 同格の関係にある体言連続は切り離さない。
【例】 ｜機関誌=計量国語学｜が｜発刊さ｜れ｜
｜機関誌=計量国語学-発行｜の｜年｜に｜
｜大江健三郎さん｜の｜長男=光さん｜
｜東海汽船｜の｜支店長=・=重久さん｜は｜、｜運転手全員｜に｜深々｜
と｜頭｜を｜下げ｜た｜。｜
｜古里=・=香港｜の｜「｜移植｜」｜
｜中国語日刊新聞=「=星島日報=」｜
｜若き｜天才=＝=羽生｜へ｜の｜関心｜
※ 同格の関係にある体言の間に読点がある場合は本規定を適用しない。
【例】 ｜悲願｜の｜名人位｜を｜つかん｜だ｜加藤｜に｜二十一歳｜の｜青年‖、
‖谷川｜が｜挑み｜、｜
｜１カ月前｜から｜始まっ｜た｜Ｂ｜２９｜の｜首都‖、‖東京空襲｜。｜
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.4修正）
４．９ 並列された語は切り離さない。
【例】 ｜公正=妥当｜な｜実務慣行｜を｜集約し｜た｜もの｜という｜
｜あなた｜の｜診療=治療｜に｜最適｜の｜専門医｜は｜
｜その｜見事さ=美しさ｜に｜驚嘆し｜た｜。｜
｜もてもて=ウハウハ｜の｜人生｜だっ｜た｜
｜山あり=谷あり｜の｜たいへん｜な｜トコ｜でし｜た｜
｜麦=・=大豆=・=飼料作物｜の｜生産振興｜に｜資する｜水田｜の｜
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｜最も｜先進的｜な｜青森=・=岩手=・=秋田｜の｜北東北｜三県｜は｜、｜
｜その｜前=後｜の｜年齢階層｜に｜農業外｜から｜の｜
｜東京｜の｜郊外｜の｜市=町=村｜と｜言う｜か｜
｜あち=こち｜連れ歩い｜て｜よく｜遊ん｜だ｜もの｜である｜。｜
｜他｜に｜何｜が｜ある｜だろう｜という｜こと｜を｜あれ=これ｜と｜
思い｜まし｜た｜
｜とても｜頭｜が｜ちっさく｜て｜長身｜で｜手=足｜が｜凄く｜長く｜
｜一 国 =一 城 ｜の ｜主 ｜で あ る ｜。 ｜
｜「｜女｜の｜人生｜七転び=八起き｜」｜
（◆ver.1.2追加修正）
（◆ver.1.4追加修正）
４．９．１ 並列された語のうち，次に挙げるものは切り離す。
（１）並列の関係にある語の間に読点がある場合
【例】 ｜国民健康保険｜の｜保険者｜は｜原則｜として｜市‖、‖町‖、‖村｜で
ある｜
｜頭｜が｜ちっさく｜て｜長身｜で｜手‖、‖足｜が｜凄く｜長く｜
｜下草｜や｜低木等｜の｜下層植生｜が｜減少‖、‖消失し｜、｜
（２）並列された用言を中点でつなげている場合
【例】 ｜「｜はじめる‖・‖はじまる｜」｜は｜「｜初｜」｜でなく｜、｜「｜始
める‖・‖始まる｜」｜と｜書き｜ます｜。｜
（３）文相当の表現の並列
【例】 ｜暖房｜は｜如何｜され｜て｜ます｜か｜？｜コタツ派‖ヒーター派？｜
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.4修正）
４．９．２ 並列の関係にある体言の間に読点がある場合，その体言連続全体に係る，又
はそれら全体を受ける体言的な形式や接辞があっても，読点の後ろで切り離す。
【例】 ｜昭和｜５５年‖、‖５６年｜に｜全国平均｜で｜
｜アメリカズカップ｜に｜勝て｜ば｜、｜米国‖、‖豪州以外｜の｜国｜
に｜初めて｜ザ・カップ｜が｜持ち込ま｜れる｜ことになる｜。｜
※ 並列の関係にある体言連続全体に係る，又はそれら全体を受ける体言的な形式
や接辞，並列された体言全体を受ける形式的な意味の「する」「できる」「なさ
る」「いたす」があり，並列の関係にある体言の間に読点がない場合は切らない。
【例】 ｜英語=日本語-間｜の｜会話文｜の｜翻訳｜を｜
｜学習データー=入力データー-共｜マスク値｜で｜置き換え｜た｜
｜優優=・=美美ペア｜から｜五羽｜の｜ヒナ｜が｜誕生し｜、｜
｜各語｜の｜状況｜って｜いう｜もの｜を｜観察=整理-し｜まし｜た｜
｜職業能力開発大学校｜に｜在学=・=在校-する｜場合｜で｜，｜
（◆ver.1.3追加）
（◆ver.1.4修正）
４．１０ 次に挙げる接尾辞は切り離す。
（１）用言の終止形・連体形に続く場合
【例】 ｜職権｜で｜証拠調べ｜や｜事実｜の｜調査｜を｜行える‖等‖の｜特色｜
｜曲｜が｜終わる‖ごと‖に｜バンド｜に｜話しかける｜。｜
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（２）改行に続く場合
【例】 ｜多く｜放送する｜よう｜に｜し｜なければならない｜こと｜と｜する｜こ
と（改行）‖等‖を｜規定し｜てい｜ます｜。｜
（◆ver.1.3修正（番号，用例追加削除））
（◆ver.1.4修正）
４．１１ 数を表す要素を含む自立語は，以下の規定に基づき長単位を認定する。
４．１１．１ 数を表す要素は，単位の変わり目の後ろで切る。
【例】 ｜平成｜１５年‖９月‖１５日‖午後｜７時‖３３分‖
｜１ｍ‖８０ｃｍ｜
（◆ver.1.2追加）
ただし，数を表す要素に体言・接辞が続く例のうち，体言・接辞が数を表す要素全体
を受けている場合は，単位の変わり目の後ろでは切らない。
【例】 ｜一メートル=三十センチ-以上｜
｜１年=３か月-ぶり｜に｜政界復帰し｜た｜田中真紀子元外相｜は｜※
※ 単位の内部構造は「１年＋３か月ぶり」ではなく，「（１年＋３か月）＋ぶり」
と解釈されるため，単位の変わり目で切ることはしない。
※ 以下の例のように，数を表す要素に体言・接辞が続いていても，単位の変わり
目で分割して特に問題がないと考えられる場合は，単位の変わり目の後ろで切
る。（規定４．１１．３参照）
【例】 ｜本年｜４月末-現在｜、｜国連平和維持活動｜の｜要員｜は｜
｜９６年｜３月｜３１日=以前｜に｜設立さ｜れ｜た｜企業｜の｜場合｜
４．１１．２ 数を表す要素の前で切る。
【例】 ｜地域向け放送延べ‖２３時間｜３０分｜，｜一般向け放送‖１３時間｜３
０分｜である｜。｜
｜残業時間｜が｜月‖８０時間以上｜の｜者｜は｜心筋梗塞発症｜の｜リス
ク｜が｜高まる｜と｜する｜研究｜が｜ある｜。｜
｜南青山｜に｜ある｜敷地面積‖２，０００㎡｜の｜土地｜は｜、｜
｜平成‖１５年｜９月｜１５日｜午後‖７時｜３３分｜
｜日銀政策委員｜の｜見通し｜は｜、｜前年比マイナス‖０．３％程度｜と
｜小幅｜だ｜。｜
｜だいたい‖四、五年｜も｜し｜ない｜うち｜に｜、｜
｜心身｜に｜著しい｜故障｜の｜ない｜おおむね‖十六歳以上‖二十歳未満
｜の｜者｜を｜収容｜
｜しょうゆ｜各=小さじ｜１杯｜
｜日米韓‖三国｜の｜対応｜
｜捜査‖一課｜
｜アメリカ‖一 国 主 義 ｜の ｜偏 狭 ｜な ｜ナ シ ョ ナ リ ズ ム ｜
｜図表‖１｜、｜２｜
｜（｜ＢＡＹＦＭ｜＝｜後‖０・００｜）｜
｜公害等調整委員会設置法‖第２条｜，｜第３条｜
｜公害等調整委員会設置法‖第６条｜〜｜第９条｜，｜第十八条｜
｜公害紛争処理法‖第二十条｜，｜第二十一条｜，｜第二十七条｜第４項｜
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｜Ｆ｜‐ ‖十 六 ｜を ｜含 む ｜
※ 次の例のように一つの数を表す要素に対して，本規定を複数回適用する場合も
ある。
【例】 ｜火｜を｜弱め｜て｜油‖大さじ‖二分一杯｜を｜足し｜、｜
｜卵‖六個入り‖一パック｜
（◆ver.1.0追加）
（◆ver.1.1修正）
ただし，次に挙げるものは，数を表す要素と前の要素とを切り離さない。
（ １ ） 接 頭 辞 は 切 り 離 さ な い 。
【例】 ｜約=３時間｜
｜翌=平成=８年｜
（２）数を表す要素と直前の要素とに係る，又はそれら全体を受ける体言・接辞がある場
合
【例】 ｜学校=５日制-導入｜で｜授業時間｜が｜少なく｜なっ｜た｜
｜平成=十五年度-調査結果｜について｜は｜
｜パンフレット｜は｜Ａ=４-判｜四ページ｜で｜一万部｜を｜作成｜。｜
｜衆院-東京=４区｜に｜立候補する｜こと｜を｜
｜ゆとり教育｜の｜名｜の｜下｜に｜完全-週休=二日制｜に｜し｜たり｜
４．１１．３ 数を表す要素とそれに続く体言・接辞とは切り離さない。
【例】 ｜最後｜の｜著書｜は｜前年｜四月=刊行｜の｜
｜残業時間｜が｜月｜８０時間=以上｜の｜者｜は｜心筋梗塞発症｜の｜
リスク｜が｜高まる｜と｜する｜研究｜が｜ある｜。｜
｜全国｜二十〜三十四=歳｜の｜学生｜を｜除く｜男女｜で｜
｜「 ｜パ ソ コ ン リ テ ラ シ ー ｜」 ｜（ ｜０ 〜 ３ =点 ｜） ｜
｜いずれ｜も｜昭和-五十五年-以降=最多｜と｜なっ｜た｜
｜ジャスト-３プライス-メガネ=販売｜
｜４大=金融グループ｜の｜不良債権比率｜の｜推移｜
｜売れ筋｜１アイテム=当たり｜の｜陳列量｜を｜増やす｜。｜
｜３年-連続-全種目=制覇｜を｜遂げ｜た｜。｜
｜自家発電｜が｜すぐ｜に｜作動せ｜ず｜、｜約１時間=停電｜。｜
｜５年=連続=優勝｜を｜駒沢大｜が｜来年｜、｜達成できる｜か｜
※ 数字を表す要素とそれに続く体言・接辞との連続体が，①連用修飾成分になっ
ている，②格助詞で受けられている，③新聞の見出し等で一文になっている，
④文末に用いられているといった場合には，原則として全体で１長単位とする。
※ 次に示すように，数を表す要素とそれに続く体言・接辞の連続体の後ろに，こ
れを受ける形式的な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」がある場合は，
数を表す要素の後ろで切り離す。
【例】 ｜約１時間‖停電した｜。｜
｜箱根駅伝｜で｜４年連続‖優勝し｜た｜の｜は｜５校目｜。｜
｜最大｜三十時間‖録音できる｜
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（◆ver.1.3追加）
（◆ver.1.4修正）
４．１１．４ 組織・肩書き・建物等の名称等に用いられた数字には，規定４．１１．２
を適用せず，前の要素等とつなげて，全体で１長単位とする。
【例】 ｜日大=三｜の｜左腕｜、｜矢羽多｜の｜立ち上がり｜を｜攻め｜て｜
｜船橋市｜本町=三丁目ビル｜
（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.3修正）
（◆ver.1.4修正）
補則１ 中点の扱い
中点は，長単位認定に当たって，以下のように扱う。
（１）原則として，中点は切り出さない。
【例】 ｜平成｜３年度｜から｜コンピュータ=・=ネットワーク｜を｜利用し｜，｜
｜政府｜の｜経済財政諮問会議｜（｜議長=・=小泉純一郎首相｜）｜が｜九
日｜開か｜れ｜、｜
｜豪商=・=山崎屋｜の｜与五郎｜と｜遊女=・=吾妻｜と｜の｜恋｜を｜
｜首都=・=東京｜は｜新世紀最初｜の｜年明け｜から｜、｜
｜麦=・=大豆=・=飼料作物｜の｜生産振興｜に｜資する｜水田｜の｜
｜最も｜先進的｜な｜青森=・=岩手=・=秋田｜の｜北東北｜三県｜は｜、｜
｜ホームセキュリティガイド｜を｜作成=・=配布する｜等｜の｜活動｜を｜
｜福岡｜米国領事館｜に｜着任し｜た｜ウー=・=Ｃ=・=リー首席領事｜も｜
｜問い合わせ｜は｜同社｜（｜０１２０=・=７６=・=８１５０｜）｜
｜Ｄ=・=Ｎ=・=Ａ｜（｜ＡＢＣ｜＝｜深夜｜３=・=二十｜）｜
｜十 二 ／ 二 十 七 =・=二 十 八 ｜＝ ｜Ｐ Ａ Ｒ Ｃ Ｏ 劇 場 ｜
｜午後｜五時｜から｜、｜大阪=・=フェスティバルホール｜で｜、｜
｜公営地下鉄黒字決算｜札幌=・=南北線｜など｜全国｜４路線｜だけ｜
｜○｜神戸=・=三浦知｜
｜Ｖゴール｜を｜決め｜喜ぶ｜Ｇ大阪=・=中山｜
（２）以下に挙げる中点は切り出し，１長単位とする。
①中点の前後の要素の両方又は一方が２長単位以上から成るもの
【例】 ｜寺園慎一著｜現実化する｜クローン人間｜評者‖・‖山元｜ ｜大輔｜
｜マイケル・リチャードソン｜（｜シンガポール‖・‖東南アジア研究所｜
上級客員研究員｜）｜
｜医薬品卸売業｜「｜鍋林勝田｜」｜（｜本社‖・‖長野県｜松本市｜）｜
の｜
｜ダッタンそば早食い競争｜など｜。｜千円｜（｜そば食券｜２枚‖・‖抽
選券付｜）｜。｜
②中点の前後の要素が用言であるもの
【例】 ｜安く‖・‖軽く｜なっ｜て｜電動自転車快走中｜
｜「｜はじめる‖・‖はじまる｜」｜は｜「｜初｜」｜でなく｜、｜
「｜始める‖・‖始まる｜」｜と｜書き｜ます｜。｜
③中点の前又は後に数を表す要素があるもの（ただし，日付・時刻・電話番号・郵便
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番号等は除く。）
【例】 ｜個人毎｜の｜ニーズ｜に｜合わせ｜て｜，｜二十四時間‖・‖三百六十五
日リアルタイム｜に｜
｜牙を｜むく｜都会｜逢坂剛著｜（｜中央公論新社‖・‖二千円｜）｜
｜白 ｜七 十 八 ‖・‖八 十 ｜の ｜手 筋 ｜で ｜コ ウ ｜に ｜持 ち 込 み ｜、 ｜
④担当職務と担当者名との間に用いられたもの
【例】 ｜撮影‖・‖寺河内美奈｜
｜（｜文‖・‖川上｜ ｜健｜ ｜写真‖・‖上田幸一｜）｜
｜原作‖・‖ヘ ミ ン グ ウ ェ イ 。 ｜
｜（｜ｖｏ＆ｇ‖・‖イノヒロキ｜）｜
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.4修正）
補則２ 一覧の語等の扱い
上巻・資料「複合辞・連語」の「連語」，下巻・資料「要注意語」の「―が～」「―
の～」に挙げられている語，短単位認定規程の補則５に挙げた語，及びそれらを含む結
合体は，全体で１長単位とする。
【例】 ｜身の代=金目的略取等｜，｜国外移送目的略取等｜，｜
｜同じ｜マンション｜で｜わがまま=親子｜が｜い｜ます｜。｜
｜家庭観｜も｜いつ=か｜変わっ｜てい｜た｜のだ｜
（◆ver.1.3修正（用例追加削除））
補則３ 固有名
固有名及びそれを含む体言句は，その内部が規定３で切ることになっていても切らな
い。（全体で１長単位とする。）
【例】
〔人名（芸名・しこ名・あだ名などをふくむ）〕
｜ 源 =頼朝｜ ｜千代=の=富士｜
みなもとの
〔国名〕
｜グレートブリテン=及び=北アイルランド連合王国｜
〔行政区画名〕
｜北区｜の｜西=が=丘｜に｜こう｜やっ｜て｜研究所｜という｜もの｜を｜
｜お茶=の=水｜の｜私｜あんまり｜お店｜の｜名前｜と｜か｜
〔地形名〕
｜場所｜は｜丹沢｜の｜塔=の=岳｜が｜使わ｜れ｜ます｜
〔場所名〕
｜更に｜丸=の=内線｜も｜乗り入れ｜てい｜ます｜
｜虎=の=門交差点｜を｜先頭｜に｜二キロ｜の｜渋滞｜です｜
〔建造物名〕
｜浅草寺｜の｜境内｜に｜ある｜五重=の=塔｜な｜んです｜けれど｜も｜
｜十六日｜十八時｜、｜府中=の=森芸術劇場｜（｜京王線東府中駅｜）｜。｜
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〔組織の名称〕
｜日本野鳥=の=会｜
｜独立行政法人=国立国語研究所｜
※ （財）（社）（株）（独）（有）等は「財団法人」「社団法人」「株式会社」と書
かれているものと同様に扱う。
｜（財）気象業務支援センター｜
（◆ver.1.1修正）
（◆ver.1.4修正（用例追加））
補則４ 行政区画名・組織の名称等の扱い
より上位のものから下位のものへと順を追って並んでいる，意味的に段階性のある自
立語のうち，次に挙げるものは，各自立語を切り離し，それぞれ１長単位とする。
【例】
〔行政区画名〕
｜米国‖サンフランシスコ｜から｜送ら｜れ｜て｜き｜た｜
｜十四日｜、｜イラク南部‖ナシリヤ｜で｜、｜
｜東京都‖北区‖西が丘｜三丁目｜九番｜十四号｜
｜札幌市‖中央区‖北｜５‖西｜２｜
｜間｜も｜なく｜大阪府‖和泉市｜の｜プロジェクト｜が｜
｜うるま市‖石川インター出口付近｜
〔組織の名称及びそれに関連する肩書〕
｜国立国語研究所‖研究開発部門‖言語資源グループ｜
｜衆議院‖予算委員会｜ ｜香港政庁‖移民局｜
｜新進党‖党首｜ ｜韓国‖国防部‖長官｜
｜自民党‖長崎県連｜の｜
｜有名大学‖医学部‖教授｜
※ 人名の前にある所属と人名とは切り離す。
｜国立国語研究所｜研究開発部門｜言語資源グループ‖前川喜久雄｜
※ 人名とその後に続く組織の名称・肩書きとは切り離さない。
｜安 倍 晋 三 ・ =自 民 党 幹 事 長 代 理 ｜
｜シラク=仏=大統領｜
※ 人名の前にある肩書きと人名とは切り離さない。（同格に当たる。）
｜国立国語研究所｜研究開発部門｜言語資源グループ長=前川喜久雄｜
〔建造物・施設名〕
｜東京国立博物館‖平成館｜で｜開催さ｜れる｜
｜法隆寺‖五重塔｜の｜内部構造｜。｜
補則５ 動植物名
動植物名及びそれを含む体言句は１長単位とする。
【例】 ｜ツキノワグマ｜ ｜ワレモコウ｜ ｜ヒカゲノカズラ科｜
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｜総ひのき造り｜の｜淀川邸｜は｜、｜
（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.4追加修正）
補則６ 意味的に問題のあるものの扱い
次に挙げるものは，長単位認定に当たって，それぞれ以下のように扱う。
（１）同格の関係にある要素の両方又は一方が２長単位以上から成り，長単位認定規程に
従って長単位を認定すると，意味的に問題のある体言連続を長単位として認定する
ことになるもの
【例】 ｜ムシャラフ大統領｜は｜、｜Ａ．Ｑ．カーン博士ら‖一部｜の｜科学者｜
が｜
｜実質的首謀者｜と｜見ら｜れる｜真木大将｜、｜荒木大将ら‖皇族｜、｜
将軍｜は｜すべて｜免罪｜
｜◇｜シンポジウム‖「｜男女共同参画時代｜の｜地域・市民活動｜を｜考
える｜」｜
｜前作｜｜『｜子ども｜が｜育つ｜魔法｜の｜言葉｜』｜
｜チョコレートソース｜を｜使っ｜た｜メキシコ料理‖「｜チキン｜の｜
モレソース添え｜」｜（｜九百五十円｜）｜ほか｜。｜
※ 長単位認定規程を単純に適用すれば，「Ａ．Ｑ．カーン博士ら一部」「荒木大将
ら皇族」等を長単位とすることになるが，意味的に問題があるため，切り離す。
（２）並列の関係にある要素のうち一つ以上の要素が２長単位以上から成り，長単位認定
規程に従って長単位を認定すると，意味的に問題のある体言連続を長単位として認
定することになるもの
【例】 ｜また｜、｜その｜他｜・｜無回答｜が｜十五％｜あり｜、｜
｜種類｜豊か｜に｜個性的｜に｜
※ 長単位認定規程を単純に適用すれば，「他・無回答」等を長単位とすることに
なるが，意味的に問題があるため，切り離す。
（３）連体修飾関係にある要素を長単位認定規程に従って長単位を認定すると，意味的に
問題のある体言連続を長単位として認定することになるもの
【例】 ｜毎日新聞｜「｜記者｜の｜目｜」｜係｜へ｜。｜
｜「｜日本｜の｜明日｜を｜創る｜会｜」｜メンバー｜。｜
｜この｜あたり｜独特｜の｜商売｜
｜我が｜国｜社会｜が｜二十世紀後半｜に｜形成し｜た｜
※ 長単位認定規程を単純に適用すれば，「目」係」等を長単位とすることになる
が，意味的に問題があるため，切り離す。
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（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.3修正（用例追加））
（◆ver.1.4修正）
補則７ 「対」の扱い
「対」及びこれに類する語を含む形式は，「対」等が結び付けている形式によって，
次のように長単位を認定する。
（１）「対」等が結び付けている形式が共に１長単位である場合は，「対」等の前後で切
らない。
【例】 ｜阪神=対=巨人｜の｜試合｜を｜見る｜
｜星野監督｜率いる｜阪神=対=巨人｜
｜地域用水環境整備事業｜の｜採択｜に当たり｜費用=対=効果分析｜を｜
試行的｜に｜実施し｜た｜。｜
｜１=：=４｜で｜５倍｜に｜薄める｜と｜どう｜も｜薄すぎる｜
｜財務省=ＶＳ=総務省｜ ｜“省益”争い｜妥協｜の｜産物｜
（２）「対」等が結び付けている形式のうち，一方が２長単位以上である場合，「対」等
の前後で切る。
【例】 ｜星野監督｜率いる｜阪神‖対‖昨年｜の｜覇者巨人｜
｜２大メーカーの｜「｜赤｜」‖対‖「｜緑｜」｜の｜対決｜
｜アジソン夫人｜（｜青帯｜）‖対‖ルヴァニエ夫人｜（｜茶帯｜）｜と｜
の｜間で｜
｜（｜本因坊戦｜）｜ ｜小林光一｜ ｜九段｜ ‖ＶＳ‖ ｜加藤正夫｜
九段｜
（◆ver.1.0修正）
（◆ver.1.2修正）
（◆ver.1.3修正）
（◆ver.1.4修正）
補則８ 括弧・その他記号でくくられた語句・文等の扱い
（１）文中にある括弧等でくくられた要素は，原則として長単位認定規程を順次適用し，
長単位を認定する。括弧等でくくられた注釈的な要素，括弧等でくくられた要素が
文脈を補っている場合や文脈から独立している場合についても同様に扱う。
【例】 ｜背番号｜「｜五十五｜」｜の｜執念｜が｜こめ｜られ｜てい｜た。｜
｜約九十六万人｜（｜厚生労働省推定｜）｜が｜
｜販売高｜七十八億四千六百万円｜（｜二千一年度末｜）｜と｜なる｜。｜
｜懲役｜三年｜、｜執行猶予｜五年｜（｜求刑｜懲役｜五年｜）｜を｜言い
渡し｜た｜。｜
｜二千二年｜（｜平成｜十四年｜）｜１月｜
｜原子力供給国グループ｜（｜ＮＳＧＮｕｃｌｅａｒ｜ ｜Ｓｕｐｐｌｉｅ
ｒｓ｜ ｜Ｇｒｏｕｐ｜）｜Ⅰ｜）｜により｜、｜
｜村岡さん｜に｜打開できる｜と｜は｜思え｜ない｜」｜（｜建設業者｜）
｜という｜冷ややか｜な｜声｜が｜聞か｜れ｜た｜。｜
｜医薬品卸売業｜「｜鍋林勝田｜」｜（｜本社｜・｜長野県｜松本市｜）｜
の｜飯田営業所｜
｜次姉｜の｜病院長夫人｜（｜岡江久美子｜）｜は｜売却｜を｜勧める｜が
｜、｜宇宙｜は｜応じ｜ない｜。｜
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｜風間杜夫｜の｜「｜ひとり芝居｜三部作｜」｜（｜水谷龍二作｜）｜で｜
は｜、｜記憶｜を｜失い｜、｜旅役者｜と｜なっ｜た｜主人公｜が｜、｜
｜牛海綿状脳症｜（｜ＢＳＥ｜、｜いわゆる｜狂牛病｜）｜問題｜で｜
｜第一次試験｜（｜技術士補｜と｜なる｜資格取得｜）｜について｜は｜
｜「｜（｜神父｜が｜妻帯でき｜ない｜）｜禁欲主義｜に｜欠陥｜が｜ある
｜」｜と｜語る｜。｜
｜「｜（｜その｜再稼働｜は｜）｜憂慮す｜べき｜事態｜だ｜
｜国連｜平和維持活動局｜（｜国連｜ＰＫＯ局｜）｜の｜人員増強｜Ⅱ｜）
｜など｜が｜含ま｜れ｜てい｜た｜。｜
｜なぞ｜を｜解く｜かぎ｜と｜なる｜「｜ＣＰ対称性｜の｜破れ｜」｜現象
｜。｜
（２）本文中に括弧書きで付された読み仮名のうち，それがないときに１長単位となるも
のの中に現れるものは，その長単位の中に含める。
【例】 ｜岐阜県｜根尾村生まれ｜の｜淡墨=（=うすずみ=）=桜｜が｜
｜膠着=（=こうちゃく=）=し｜た｜展開｜。｜
ただし，１長単位となるものの直後にあるものは，長単位認定規程に従って長単位
を認定する。
【例】 ｜「｜鉾建て｜」｜と｜「｜神輿洗‖（‖みこしあらい‖）‖」｜
（３）括弧・その他記号でくくられた接辞は１長単位とする。
【例】 ｜密輸さ｜れる｜動物｜は｜毎月｜数千匹｜（‖頭‖）｜に｜も｜及ぶ｜
（４）括弧・その他記号でくくられた注釈的な要素に接辞が続く場合は切り離す。
【例】 ｜保護環境｜（｜家族関係｜，｜交友関係等｜）‖上‖の｜問題｜
｜杉 本 孝 幸 さ ん ｜＝ ｜当 時 ｜（ ｜四 十 一 ｜） ｜＝ ‖ら‖一 家 ｜
（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.4修正）
補則９ 題名等の扱い
題名中に長単位認定規程で定めた長単位の切れ目がある場合，そこで長単位を切る。
編著者・歌手名等と題名，主題と副題は分割する。
【例】 ｜彼｜は｜論文｜「｜マルクス｜と｜バクーニン｜―｜社会主義｜と｜無政
府主義｜」｜の｜なか｜で｜書い｜ている｜。｜
｜鷹羽狩行・片山由美子著｜『｜添削例｜に｜学ぶ｜・｜俳句上達法｜』｜
｜ＴＢＳ系｜「｜爆烈｜！｜異種格闘技ＴＶ｜」｜
｜氷川きよし｜「｜番場｜の｜忠太郎｜」｜ジャケット｜
｜川口松太郎原作｜「｜新吾十番勝負｜」｜（｜吉村忠矩脚本・演出｜）｜
と｜「｜竜小太郎｜の｜世界｜ ｜艶くらべ｜」｜の｜２部構成｜で｜、｜
（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.3修正）
補則１０ 法律の条文番号の扱い
法律の条文番号は，次のように長単位を認定する。
【例】 ｜公害紛争処理法｜第二十七条｜の‖２｜
｜公害紛争処理法｜第四十二条｜の｜十二｜，｜第四十二条｜の｜十四｜
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〜｜第四十二条｜の｜十六｜，｜第四十二条｜の｜十八｜，｜第四十二条｜
の｜二十｜，｜第四十二条｜の｜二十六｜
｜公害紛争処理法｜第四十二条｜の｜２｜，｜第四十二条｜の｜二十七｜，
｜第四十二条｜の｜十八｜第１項｜，｜第四十二条｜の｜三十二｜
第１項｜，｜第四十二条｜の｜三十三｜
｜公害紛争処理法｜第二十七条｜第１項｜〜｜第３項｜
｜公害紛争処理法｜第二十七条｜第４項｜，｜第５項｜
｜公害紛争処理法｜第二十七条｜の｜２｜第１項｜及び｜第３項｜
「ただし書」については，直前の条文番号とつなげて，全体で１長単位とする。
【例】 ｜独占禁止法｜第十八条｜の｜２｜第１項=ただし書｜
（◆ver.1.2追加）
（◆ver.1.3修正（番号のみ））
（◆ver.1.4修正）
補則１１ 章・節の番号，箇条書きの番号・記号等の扱い
章・節の番号，箇条書きの番号・記号等の後ろで切る。
【例】 ｜報告｜の｜中｜で｜は｜，｜１｜文化多様性｜の｜保護｜は｜維持可能｜
な｜発展｜の｜ため｜の｜原動力｜であり｜，｜世界｜の｜平和｜と｜安全
｜に｜寄与する｜こと｜，｜
｜（｜注｜２｜）｜利用時間｜（｜全体平均｜）｜は｜その｜メディア｜の
｜利用率｜に｜
｜※｜平日｜８〜十九時｜の｜時間帯｜に｜、｜１カ月あたり｜１時間｜使
っ｜た｜
｜★｜スリム｜な｜デジカメ｜ ｜カシオ計算機｜は｜十月中旬｜、｜
｜◎｜フィリピン｜の｜エストラダ前大統領｜、｜
｜↓｜これ｜なんか｜どう｜です｜か｜
（◆ver.1.4追加）
補則１２ ｗｅｂ誤脱の扱い
ｗｅｂ誤脱は原則として１長単位とする。
【例】 ｜違和感｜が｜時々｜出る｜ので｜、｜ゆっくり｜走｜。｜
｜プレーン｜の｜ベゼル｜が｜セット｜に｜なっ｜てい｜ます｜の
で｜付｜．｜．｜．｜
｜布団｜に｜入っ｜て｜即‖寝‖寝直し｜まし｜た｜けど｜ねー｜
｜ドッグラン｜は｜大型‖兼‖用｜と｜小型‖兼‖用｜に｜分かれ｜
てい｜ます｜。｜
（◆ver.1.3修正）
（◆ver.1.4修正）
参考 長単位の例
｜平成｜４年度｜に｜創設さ｜れ｜た｜定期借地権制度｜は｜、｜借地契約｜の｜更新｜
が｜なく｜、｜定め｜られ｜た｜契約期間｜で｜確定的｜に｜契約｜が｜終了する｜借地
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権制度｜である｜。｜貸し主｜（｜土地所有者｜）｜にとって｜は｜予定時期｜に｜土地
｜の｜返還｜を｜受ける｜こと｜が｜保証さ｜れる｜とともに｜、｜一定期間｜の｜地代
収入｜が｜安定的｜に｜得ら｜れ｜、｜また｜、｜借り主｜にとって｜は｜土地｜を｜取
得する｜より｜も｜少ない｜負担｜で｜土地｜を｜利用できる｜こと｜から｜、｜双方｜
にとって｜メリット｜が｜あり｜、｜借地｜の｜供給拡大｜による｜土地｜の｜有効利用
｜を｜促進する｜もの｜として｜期待さ｜れ｜ている｜。｜定期借地権｜に｜は｜、｜一
般定期借地権｜、｜建物譲渡特約付借地権｜、｜事業用借地権｜の｜３類型｜が｜ある｜
（｜図表｜１｜‐｜５｜‐｜４｜）｜。｜
｜定期借地権制度創設時｜に｜、｜事業用借地権｜の｜対象｜として｜主に｜想定し｜て
い｜た｜の｜は｜、｜量販店｜、｜飲食店等｜、｜経済的｜な｜耐用年数｜が｜比較的｜
短い｜もの｜であり｜、｜事業用借地権｜の｜存続期間｜も｜１０年以上｜２０年以下｜
と｜さ｜れ｜ている｜。｜しかし｜、｜近年｜、｜物流拠点｜や｜アウトレットモール等
｜、｜従来｜想定さ｜れ｜てい｜なかっ｜た｜用途｜で｜の｜活用｜も｜行わ｜れる｜よ
う｜に｜なっ｜ている｜（｜図表｜１｜‐｜５｜‐｜８｜）｜。｜立地｜について｜も｜、
｜従来｜想定さ｜れ｜てい｜た｜ロードサイド等｜で｜の｜活用｜に限らず｜、｜多様化
し｜ており｜、｜都心｜から｜数十ｋｍ以上｜離れ｜た｜場所｜に｜立地する｜大規模ア
ウトレットモール｜や｜臨海部｜に｜相次い|で｜立地し｜ている｜大型｜の｜商業施設
｜の｜よう｜な｜もの｜も｜ある｜。｜この｜よう｜な｜商業施設｜で｜は｜、｜土地取
得費｜を｜削減する｜ため｜、｜借地｜による｜立地｜を｜進める｜場合｜も｜多く｜、
｜特に｜大規模アウトレットモール｜において｜は｜、｜事業用借地権｜を｜用い｜てい
る｜事例｜が｜目立っ｜ている｜（｜図表｜１｜‐｜５｜‐｜９｜）｜。｜
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Ⅲ 付加情報 Version 1.0
第１ 付加情報の概要
長単位認定規程によって認定された各単位に，次に挙げる付加情報を付与する。
１ 語彙素読み
自立語の語彙素読みは，同一語の活用変化・表記のゆれ（補助記号の有無を含む。）
をグループ化するための情報である。表記以外のゆれ，省略・融合等によって生じた異
形態はグループ化しない。
付属語の語彙素は，同一語の活用変化・ゆれ・省略・融合等によって生じた異形態を
グループ化するための情報である。
語彙素読みは，原則としてコーパスに出現したすべての長単位に付与する。
２ 語彙素
語彙素は，代表形に対する国語の表記である。原則としてコーパスに出現したすべて
の長単位に付与する。
※ 語彙素読み・語彙素という名称は，形態素解析用辞書UniDicで使われているも
のを，BCCWJにおける長単位・短単位の見出しの名称として用いたものである。
ただし，UniDicの語彙素が語彙素読み・語彙素表記等の４属性から成る見出しに
与えられた名称であるのに対し，BCCWJの語彙素はUniDicで言うところ語彙素表
記を指すという違いがある。
また，語彙素読み・語彙素を与えるに当たり同一語と見なす範囲については，
UniDic・短単位と長単位との間で違いがある。UniDic・短単位では，語形・表記
のゆれを考慮せず，同一語と見なせるものに同一の語彙素読み・語彙素を与える
のに対し，長単位では，特に自立語について，上記のように省略・融合等によっ
て生じた異形態は同一語と見なさず，別の語彙素読み・語彙素を与える。
長単位の語彙素読み・語彙素については，上巻・付加情報付与基準の第１「語
彙素読み・語彙素付与の基準」を参照。短単位の語彙素読み・語彙素については，
下巻・同語異語判別規程を参照。
３ 品詞等の情報
各単位に対して，品詞等の情報（以下，品詞情報）として，次に挙げる情報を付与す
る。
（１）品詞
（２）活用型
（３）活用形
- 60 -
第２ 品詞情報の概要
１ 品詞
品詞は，次に挙げるものとする。
１．１ 名詞
（１）名詞-普通名詞-一般
【例】 母親 国語施策 運動 安全 エアコン アクセス
アクティブ 今日 ため
（２）名詞-固有名詞-一般
（３）から（７）以外の固有名詞。組織の名称や元号・ペットの名など。名詞-固
有名詞-一般の詳細は，付加情報付与基準の第２「品詞付与基準」の４「固有名の
扱い」を参照。
【例】 （財）河川情報センター ＪＲ西日本 ＷＴＯ 英ＢＢＣ放送
東京弁護士会 文部科学省 自民党 旧社会党 ミッキー
バーバリー アルフィー 平成
（３）名詞-固有名詞-人名-一般
日本・中国・韓国以外の人名，（４）（５）に分類できない人名，あだ名やしこ名
等，及びそれらに肩書き・敬称等がついたもの。
人名（（３）から（５））についての詳細は，付加情報付与基準の第２「品詞付与
基準」の２「人名の扱い」を参照。
【例】 オバマ ジョン キリスト 星野仙一 林威助 金本知憲選手
演出家鴻上尚史さん 橋龍 たむけん 朝青龍
（４）名詞-固有名詞-人名-姓
日本・中国・韓国の人名のうち姓に当たるもの，及びそれに肩書き・敬称等がつい
たもの。落語家の亭号なども含む。
【例】 星野 林 金本選手 田尾監督 三遊亭 明石家
（５) 名詞-固有名詞-人名-名
日本・中国・韓国の人名のうち名に当たるもの，及びそれに肩書き・敬称等がつい
たもの。
【例】 仙一 威助 イチロー選手 妹美紗ちゃん 将軍家光
（６）名詞-固有名詞-地名-一般
国名以外の地名（行政区画名・地域地方名・地形名）。
地名（（６）（７））についての詳細は，付加情報付与基準の第２「品詞付与基準」
の３「地名の扱い」を参照。
【例】 大阪 豊中 待兼山町 東北 カリフォルニア
京都・錦小路 桜島 富士山
関空 竹下通り 関西国際空港 諏訪インター 東京・三宅坂
野中温泉
地名を略した一字漢語を結合したもののうち，地域名として広く普及しているもの
のみ，「名詞-固有名詞-地名-一般」とする。それ以外（「日米」「阪奈」など）は
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「名詞-普通名詞-一般」とする。
【例】 阪神 京阪
（７）名詞-固有名詞-地名-国
地名のうち国名。ローマ字で略記した国名を含む。
【例】 日本 アメリカ ＪＰＮ ＵＳＡ
アラブ首長国連邦 議長国メキシコ 李朝朝鮮
（８）名詞-数詞
数詞の範囲は，付加情報付与基準の第２「品詞付与基準」の５「数詞の扱い」を参
照。
【例】 一 幾人 何百 数千 二十機
（９）名詞-助動詞語幹
一般に伝聞の助動詞とされる「そうだ」の語幹
１．２ 代名詞
【例】 私 それ 彼女達 此れ等
１．３ 形状詞
（１）形状詞-一般
（２）（３）以外の，いわゆる形容動詞の語幹に当たるもの
【例】 静か 健やか 特別 シンプル 涼し気 積極的
大規模 持続可能 迅速・的確 お気に入り
（２）形状詞-タリ型
いわゆるタリ活用の形容動詞の語幹に当たるもの
【例】 釈然 錚々 興味津々
（３）形状詞-助動詞語幹
一般に助動詞とされる「そうだ」（様態）及び「ようだ」「みたいだ」の語幹に当
たるもの
１．４ 連体詞
【例】 あの 大きな 同じ そ知らぬ
１．５ 副詞
擬音語・擬態語を含む。
【例】 しっかり 決して がらんがらん そっと 良い加減 毎年度
１．６ 接続詞
【例】 しかし じゃ そして 其れでも 要するに
１．７ 感動詞
（１）感動詞-一般
フィラー以外の感動詞。
【例】 いいえ おや はい 有り難う 済みません
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（２）感動詞-フィラー
【例】 あの えーと えーっと
１．８ 動詞
（１）動詞-一般
【例】 聞く 来たる 置く 愛する 押し付け合う 御支払い頂く
発表する オーバーライドする 解決出来る 依存し過ぎる
１．９ 形容詞
（１）形容詞-一般
【例】 明るい 無い 美しい 良い 破れ難い 格好良い
女の子らしい 面倒臭い 御嬢様っぽい 揺さぶられ易い
１．１０ 助動詞
資料「複合辞・連語」の「助動詞相当句」に挙げたものを含む。
【例】 です とく べし ていく ことになる
１．１１ 助詞
資料「複合辞・連語」の「助詞相当句」に挙げたものを含む。
（１）助詞-格助詞
【例】 が から で に の として について により
（２）助詞-副助詞
【例】 か きり しか たって のみならず に限らず
（３）助詞-係助詞
【例】 こそ は も といっても に至っては
（４）助詞-接続助詞
【例】 けれど つつ と なり ば ために とともに
（５）助詞-終助詞
【例】 い か ね よ わ
（６）助詞-準体助詞
【例】 の
１．１２ 接頭辞
長単位では，通常，接頭辞が単独で１単位となることはないが，文に係る接頭辞など，
例外的に１単位となるものがある。
【例】 新（・男はつらいよ）
１．１３ 接尾辞
長単位では，通常，接尾辞が単独で１単位となることはないが，活用語に直接する接
尾辞など，例外的に１単位となるものがある。
（１）接尾辞-名詞的-一般
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【例】 （目指す）等 （事ある）毎 （唐（十郎））さん
（２）接尾辞-名詞的-助数詞
【例】 頭
とう
（３）接尾辞-形容詞的
【例】 （なきゃいけない）っぽい
１．１４ 記号
（１）記号-一般
（２）以外の記号。箇条書きの項目名に使われた１文字の片仮名，地名以外の固有
名を略した１文字の片仮名を含む。新聞記事の署名等で姓又は名を略した１文字の
漢字を含む。
【例】 ブ マ セ
（２）記号-文字
アルファベットやギリシャ文字
【例】 Ａ α Σ ＭＩＳＯ ＭＡ
１．１５ 補助記号
（１）補助記号-一般
【例】 ・ △ ※ － ’
（２）補助記号-句点
【例】 。 ． ！
（３）補助記号-読点
【例】 、 ，
（４）補助記号-括弧開
【例】 （ 《 「
（５）補助記号-括弧閉
【例】 ） 》 」
（６）補助記号-ＡＡ-一般
【例】 ｏｒｚ ミ田 ε=
（６）補助記号-ＡＡ-顔文字
【例】 （＾ｏ＾） ｍ（．＿．）ｍ （＝゜ω゜）ノ
１．１６ 空白
行頭の字下げなどの空白
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表２．１ 品 詞 一 覧
品 詞 品 詞
名詞-普通名詞-一般 助詞-格助詞
名詞-固有名詞-一般 助詞-副助詞
名詞-固有名詞-人名-一般 助詞-係助詞
名詞-固有名詞-人名-姓 助詞-接続助詞
名詞-固有名詞-人名-名 助詞-終助詞
名詞-固有名詞-地名-一般 助詞-準体助詞
名詞-固有名詞-地名-国 接頭辞
名詞-数詞 接尾辞-名詞的-一般
名詞-助動詞語幹 接尾辞-名詞的-助数詞
代名詞 接尾辞-形状詞的
形状詞-一般 接尾辞-動詞的
形状詞-タリ 接尾辞-形容詞的
形状詞-助動詞語幹 記号-一般
連体詞 記号-文字
副詞 補助記号-一般
接続詞 補助記号-句点
感動詞-一般 補助記号-読点
感動詞-フィラー 補助記号-括弧開
動詞-一般 補助記号-括弧閉
形容詞-一般 補助記号-ＡＡ-一般
助動詞 補助記号-ＡＡ-顔文字
空白
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２ 活用型
長単位に付与する活用型のうち，主なものを次に挙げる。
２．１ 動詞
２．１．１ 五段活用
（１）五段-カ行-一般
（２）（３）以外のカ行五段活用動詞
【例】 空く 頂く 位置付く 御聞かせ頂く
（２）五段-カ行-イク
語形が「イク」及び「～イク」のもの。連用形の音便形が促音便となる。
【例】 行く 逝く 吊り行く
（３）五段-カ行-ユク
語形が「ユク」及び「～ユク」のもの。連用形に音便形がない。
【例】 行く 逝く 去り行く
（４）五段-ガ行
【例】 泳ぐ 注ぐ 相次ぐ
（５）五段-サ行
【例】 致す 話す 冗談めかす 笑い出す
（６）五段-タ行
【例】 明け放つ 育つ 浮き足立つ
（７）五段-ナ行
【例】 死ぬ
（８）五段-バ行
【例】 遊ぶ 学ぶ 立ち並ぶ
（９）五段-マ行
【例】 済む 進む 御馴染む 引っ張り込む
（１０）五段-ラ行
【例】 煽る いらっしゃる 下さる 有る 御取り為さる 有り難がる
（１１）五段-ワア行-一般
【例】 争う 合う 飲み損なう
（１２）五段-ワア行-イウ
動詞「言う」及び動詞「言う」を末尾に持つ複合動詞。連用形が「ユウ」と発音さ
れることがある。
２．１．２ 上一段活用
（１）上一段-ア行
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【例】 居る 射る 年老いる
（２）上一段-カ行
【例】 飽きる 出来る アクセス出来る
（３）上一段-ガ行
【例】 過ぎる 食べ過ぎる
（４）上一段-ザ行
【例】 甘んじる 信じる 相通じる
（５）上一段-タ行
【例】 落ちる 満ちる
（６）上一段-ナ行
【例】 似る 煮る
（７）上一段-ハ行
【例】 干る
（８）上一段-バ行
【例】 浴びる 滅びる 生き延びる
（９）上一段-マ行
【例】 試みる 見る 営業染みる
（１０）上一段-ラ行
【例】 下りる 足りる 事足りる
２．１．３ 下一段活用
（１）下一段-ア行
【例】 会える 得る 支払える
（２）下一段-カ行
【例】 赤茶ける 行ける 浴び続ける 位置付ける
（３）下一段-ガ行
【例】 上げる 告げる 御祈り申し上げる
（４）下一段-サ行
【例】 伏せる 見せる 思い出せる 事寄せる
（５）下一段-ザ行
【例】 掻き混ぜる はぜる
（６）下一段-タ行
【例】 当てる 捨てる 申し立てる
（７）下一段-ダ行
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【例】 出る 茹でる 名乗り出る
（８）下一段-ナ行
【例】 重ねる 寝る 書きあぐねる 破り兼ねる
（９）下一段-ハ行
【例】 経る
（１０）下一段-バ行
【例】 遊べる 食べる 差し伸べる
（１１）下一段-マ行
【例】 止める 誉める 繋ぎ止める 動き始める
（１２）下一段-ラ行-一般
（１３）以外のラ行下一段活用動詞
【例】 上がれる 遅れる 置き忘れる 掲載し切れる
（１３）下一段-ラ行-呉レル
動詞「呉れる」及び動詞「呉れる」を末尾に持つ複合動詞。命令形に「～よ」「～
ろ」の形がなく，「くれ」である。
２．１．４ 変格活用（口語）
（１）カ行変格
【例】 来る 引っ張り出し来る
（２）サ行変格
【例】 愛する 称する 甘んずる 信ずる 家庭訪問する
２．１．５ 文語四段活用
（１）文語四段-カ行
【例】 行く 置く
（２）文語四段-ガ行
【例】 仰ぐ 凌ぐ
（３）文語四段-サ行
【例】 明かす 致す
（４）文語四段-タ行
【例】 うがつ 放つ
（５）文語四段-ハ行-一般
【例】 争ふ 追ふ 会ふ 買ふ 相休申候ふ
（６）文語四段-バ行
【例】 遊ぶ 滅ぶ
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（７）文語四段-マ行
【例】 当て込む 読む
（８）文語四段-ラ行
【例】 煽る 散る 思い切る
２．１．６ 文語上二段活用
（１）文語上二段-ア行
【例】 与え得 有り得る
（２）文語上二段-カ行
【例】 起く 生く
（３）文語上二段-ガ行
【例】 過ぐ
（４）文語上二段-タ行
【例】 落つ 満つ
（５）文語上二段-ダ行
【例】 閉づ 恥づ
（６）文語上二段-ハ行
【例】 憂ふ
（７）文語上二段-バ行
【例】 浴ぶ 滅ぶ
（８）文語上二段-マ行
【例】 試む
（９）文語上二段-ヤ行
【例】 飢ゆ 報ゆ
（１０）文語上二段-ラ行
【例】 降る 懲る
２．１．７ 文語下二段活用
（１）文語下二段-ア行
【例】 得る 心得る
（２）文語下二段-カ行
【例】 避く 溶く
（３）文語下二段-ガ行
【例】 上ぐ 告ぐ
（４）文語下二段-サ行
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【例】 乗す 見す
（５）文語下二段-ザ行
【例】 交ず 爆ず
（６）文語下二段-タ行
【例】 当つ 捨つ
（７）文語下二段-ダ行
【例】 出づ 撫づ 萌え出づ
（８）文語下二段-ナ行
【例】 ぬ（寝）
（９）文語下二段-ハ行
【例】 和ふ 終ふ ふ（経）
（１０）文語下二段-バ行
【例】 比ぶ 並ぶ
（１１）文語下二段-マ行
【例】 留む 止む
（１２）文語下二段-ヤ行
【例】 消ゆ 燃ゆ
（１３）文語下二段-ラ行
【例】 暮る 忘る
（１４）文語下二段-ワ行
【例】 植う
２．１．８ 変格活用（文語）
（１）文語カ行変格
【例】 来 疲れ来
（２）文語サ行変格
【例】 す 接す 信ず 甘んず 強化す
（３）文語ナ行変格
【例】 死ぬ
（４）文語ラ行変格
【例】 あり 居り
２．２ 形容詞
２．２．１ 口語活用
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（１）形容詞
【例】 良い 無い 高い 分かり易い 面倒臭い
２．２．２ 文語活用
（１）文語形容詞-ク
ク活用の形容詞。
【例】 白し 高し 有り難し
（２）文語形容詞-シク
【例】 美し 楽し いみじ
２．３ 助動詞
次に挙げる助動詞の活用は，動詞・形容詞の活用と比べて個別的であるため，例に示
したように助動詞ごとに活用型を立てる。
じゃ た だ たい です ない なんだ のだ へん
まい ます や やす らしい られる れる
き けむ けり こす ごとし ざます ざんす じ ず
たり（完了） たり（断定） つ なり（断定） なり（伝聞）
ぬ べし まじ む むず めり らし らむ り んす
【例】 だ …… 活用型：助動詞-ダ
たい …… 活用型：助動詞-タイ
ず …… 活用型：文語助動詞-ズ
なり（断定） …… 活用型：文語助動詞-ナリ-断定
上記以外の助動詞には，動詞・形容詞と同じ活用型を付与する。
【例】 たがる …… 活用型：五段-ラ行
てる …… 活用型：下一段-タ行
てくる …… 活用型：カ行変格
のではない …… 活用型：形容詞
２．４ 接尾辞
「接尾辞-動詞的」は動詞の活用型を，「接尾辞-形容詞的」は形容詞の活用型を付与
する。
【例】 難い …… 活用型：形容詞-ア段
ばむ …… 活用型：五段-マ行
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表２．２ 活 用 型 一 覧
五段-○行 文語四段-○行
五段-カ行-一般 文語上一段-○行
五段-カ行-イク 文語上二段-○行
五段-カ行-ユク 文語下一段-○行
五段-ワア行-一般 文語下二段-○行
五段-ワア行-イウ 文語カ行変格
上一段-○行 文語サ行変格
下一段-○行 文語ナ行変格
下一段-ラ行-一般 文語ラ行変格
下一段-ラ行-呉レル 文語形容詞-ク
カ行変格 文語形容詞-シク
サ行変格 文語助動詞-キ
形容詞 文語助動詞-ケム
助動詞-ジャ 文語助動詞-ケリ
助動詞-タ 文語助動詞-コス
助動詞-タイ 文語助動詞-ゴトシ
助動詞-ダ 文語助動詞-ザマス
助動詞-デス 文語助動詞-ザンス
助動詞-ドス 文語助動詞-ジ
助動詞-ナイ 文語助動詞-ズ
助動詞-ナンダ 文語助動詞-タリ-完了
助動詞-ヌ 文語助動詞-タリ-断定
助動詞-ヘン 文語助動詞-ツ
助動詞-マイ 文語助動詞-ナリ-伝聞
助動詞-マス 文語助動詞-ナリ-断定
助動詞-ヤ 文語助動詞-ヌ
助動詞-ヤス 文語助動詞-ベシ
助動詞-ラシイ 文語助動詞-マシ
助動詞-レル 文語助動詞-マジ
無変化型 文語助動詞-ム
文語助動詞-ムズ
文語助動詞-メリ
文語助動詞-ラシ
文語助動詞-ラム
文語助動詞-リ
文語助動詞-ンス
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３ 活用形
長単位に付与する活用形のうち，主なものを以下に挙げる。
３．１ 語幹
（１）語幹-一般
下記以外の活用語の語幹
（２）語幹-サ
いわゆる様態の助動詞「そうだ」が接続する場合の形容詞「ない」の語幹「なさ」
と形容詞「よい」の語幹「よさ」
３．２ 未然形
（１）未然形-一般
下記以外の未然形
（２）未然形-サ
助動詞「せる」が接続する場合のサ変動詞「する」の未然形「さ」
（３）未然形-セ
助動詞「ず」が接続する場合のサ変動詞「する」の未然形「せ」
（４）未然形-撥音便
活用語尾がラ行音の動詞で，未然形が撥音便になったもの
【例】 分かん（ない） 知ん（ない）
（５）未然形-補助
文語形容詞の補助活用
３．３ 意志推量形
【例】 歩こう 食べよっ（と） 行こ（か） 寝よ
３．４ 連用形
（１）連用形-一般
下記以外の連用形。助動詞「ます」が接続する一般的な形
（２）連用形-○音便
助動詞「た」や助詞「て」が接続する場合の一般的な音便形
（３）連用形-融合
連用形と係助詞「は」とが融合したもの
【例】 ありゃ（しない） じゃ（ない） （そんなこっ）ちゃ（だめだ）
（４）連用形-省略
連用形の活用語尾が省略されたもの
【例】 ほし（ないわ）
（５）連用形-ト
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文語助動詞「たり」の連用形「と」
（６）連用形-ニ
文語助動詞「なり」の連用形「に」
（７）連用形-補助
文語形容詞の補助活用
３．５ 終止形
（１）終止形-一般
下記以外の終止形
（２）終止形-ウ音便
文語ハ行四段動詞「給う」の終止形「たもう」
（３）終止形-促音便
形容詞の終止形末尾が促音便になったもの
【例】 うまっ 高っ
（４）終止形-撥音便
動詞・助動詞の終止形末尾が撥音便になったもの
【例】 見ん（なよ） （ありませ）ん
（５）終止形-融合
【例】 （知って）まさあ （そういうこっ）ちゃ
（６）終止形-補助
文語形容詞「多し」の終止形「多かり」
３．６ 連体形
（１）連体形-一般
下記以外の連体形
（２）連体形-撥音便
【例】 集めん（のが） （知ら）ん（顔）
（３）連体形-補助
文語形容詞の補助活用
３．７ 仮定形
（１）仮定形-一般
下記以外の仮定形
（２）仮定形-融合
形容詞及び形容詞型活用の助動詞・接尾辞の仮定形の活用語尾が接続助詞「ば」と
融合したもの
【例】 面白けりゃ （し）にくきゃ （頑張ら）にゃ
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３．８ 已然形
（１）已然形-一般
下記以外の已然形
（２）已然形-補助
文語形容詞の補助活用
３．９ 命令形
【例】 ください 食べろ 来（文語動詞「来） まし（助動詞「ます」）
こ
表２．３ 活 用 形 一 覧
語幹-サ 終止形-一般
語幹-一般 終止形-○音便
未然形-一般 終止形-融合
未然形-サ 終止形-補助
未然形-セ 連体形-一般
未然形-撥音便 連体形-○音便
未然形-補助 連体形-省略
意志推量形 連体形-補助
連用形-一般 仮定形-一般
連用形-○音便 仮定形-融合
連用形-融合 已然形-一般
連用形-省略 已然形-補助
連用形-ト 命令形
連用形-ニ ク語法
連用形-補助
11 語彙素・語彙素読みを併記する場合は，語彙素に【】を付ける。
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Ⅳ 付加情報付与基準 Version 1.0
ここでは，語彙素読み・語彙素，品詞の付与基準について述べる。
以下，説明の中で短単位の語彙素読み・語彙素，品詞について言及することがあるが，
それらの詳細については，本書下巻を参照。
第１ 語彙素読み・語彙素付与の基準
長単位の解析は，短単位解析結果を基に長単位を自動構成する解析器を用いて行う。こ
の長単位の自動構成では，例えば「｜自然｜言語｜」という二つの短単位から「自然言語」
という長単位を自動構成する（長単位境界を自動認定する）だけでなく，語彙素（「自然言
語」）・語彙素読み（「シゼンゲンゴ」）・品詞（名詞-普通名詞-一般）等，長単位の付加情報
も短単位が持つ語彙素読み・語彙素，品詞等の付加情報から自動構成する。
語彙素読み・語彙素の自動構成については，例えば「自然言語」のように構成要素とな
る短単位が非活用語で，それらが結合する際に連濁等の語形変化を伴わないのであれば，
図２．１に示すように短単位の語彙素読み・語彙素を単純に結合させることによって，長
単位の語彙素読み・語彙素を得ることができる。
図２．１ 長単位「自然言語」の構成
しかし，単純に短単位の語彙素読み・語彙素を結合させるという方法では，長単位の語
彙素読み・語彙素を正しく構成できない場合がある。その例を図２．２に挙げる。
図２．２ 問題のある長単位語彙素読み・語彙素みの構成例
①は，長単位の語彙素読み・語彙素としては，「ウィンドウズエックスピー【ウィンドウ
ズＸＰ】」 11となるのが正しい。しかし，短単位「ウィンドウズ」の語彙素読み・語彙素が
「ウインドー【ウインドー】」であるため，短単位の語彙素読み・語彙素を結合させても正
しい長単位の語彙素読み・語彙素は構成されない。このような問題は，「チュウイブカイ
【注意深い】」のように，短単位どうしが結合する際に連濁を生じるものでも起こる。
短単位
語彙素読み
短単位
語彙素
長単位語彙素読み 長単位語彙素
シゼン 自然
ゲンゴ 言語
自然言語シゼンゲンゴ
短単位
語彙素
短単位
語彙素読み
長単位語彙素読み 長単位語彙素
ウインドー ウインドー
エックスピー ＸＰ
フリコム 振り込む
サギ 詐欺
オウシュウ オウシュウ
レンゴウ 連合
オウシュウ連合
フリコムサギ
①ウィンドウズＸＰ
②振り込め詐欺
③欧州連合
ウインドーＸＰ
振り込む詐欺
ウインドーエックスピー
オウシュウレンゴウ
12 「形態論情報データベース」については，小木曽智信・中村壮範（2011）を参照。
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②は，長単位の語彙素読み・語彙素を正しく構成するためには，終止形の形を取ってい
る語彙素読み・語彙素ではなく，命令形の語形「フリコメ」と表記「振り込め」を自動構
成に用いる必要がある。
③は，短単位では地名の語彙素が片仮名となっていることに起因するものである。「欧
州」は書字形として登録されているので，長単位の語彙素の構成には書字形を用いる必要
がある。
このような問題を解決するために，長単位の語彙素読み・語彙素の構成に当たって，短
単位の語彙素読み・語彙素ではなく，UniDicで言うところの「語形」「書字形」の層の情報
を利用することとした。
我々は，BCCWJの形態論情報付与作業を効率的に行うために，形態素解析用辞書UniDicの
基となる階層化された辞書見出しとコーパスを格納する「形態論情報データベース」を構
築し，運用している 12。コーパス（短単位解析結果）は，このデータベース内で辞書見出し
を活用展開させたテーブル「語彙表」と関連付けられている。長単位の語彙素読み・語彙
素の構成に当たっては，この「語彙表」の以下に挙げる情報を利用することとした。
語形 ： 語形の語頭・語末変化及び活用展開後の形式
語形基本形 ： 語形の終止形（活用語のみ）
語形代表表記 ： 語形の語頭・語末変化後の形式の代表表記。活用語の場合，語形基
本形の代表表記（終止形）
語形代表表記出現形 ： 活用語における語形代表表記の活用展開後の形式
形容詞「深い」を例に概略を説明する。形容詞「深い」は，次の図２．３のように語形
や書字形が展開される。
図２．３ 形容詞「深い」の語形・書字形の展開例
長単位の語彙素読みを構成する際には，語形「フカイ」と語頭変化形「ブカイ」を連用
形等の各活用形に展開させたものを利用することとした。
また，UniDicでは「語形」の下に登録された各書字形に対して，「代表表記」という属
性を付与している。この属性が付与されるのは，基本的に語彙素と表記が同じ書字形であ
る。「深い」の語形「フカイ」「ブカイ」の代表表記は，どちらも「深い」である。長単
位の語彙素を構成する際には，この代表表記「深い」の終止形や各活用形に展開させたも
のを利用することとした。
語形・語形代表表記等を利用して長単位の語彙素読み・語彙素を構成するための，基本
的な方針を整理して示すと，次のようになる。
語彙素 語形 語頭変化形 語末変化形 活用形 出現書字形
深く
ふかく
深い
ふかい… …
深く
ぶかく
深い
ぶかい… …
フカイ
フカイ
【深い】
フカク（連用形）
フカイ（終止形）
ブカク（連用形）
ブカイ（終止形）
フカイ
ブカイ
フカイ
ブカイ
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方針１ 語彙素読み・語彙素は短単位の語形とその代表表記を基に構成する。
先に挙げた「注意深い」について言えば，語形「ブカイ」を用いることで，連濁
形の「チュウイブカイ」という語彙素読みが構成される。また語彙素は，「ブカイ」
の代表表記「深い」を基に「注意深い」となる。
方針２ 語の末尾以外の活用語は出現した活用形を基に語彙素読み・語彙素を構成す
る。
命令形「フリコメ（振り込め）」を長単位の語彙素読み・語彙素の構成に用いるこ
とができるようになるため，「フリコメサギ【振り込め詐欺】」という正しい語彙素
読み・語彙素が得られる。
方針３ 固有名詞-｛人名，地名｝は出現書字形を基に語彙素を構成する。
出現書字形「欧州」を長単位の語彙素の構成に用いることができるようになるた
め，「欧州連合」という正しい語彙素が得られる。
以上のような方針を取ることで，図２．２に挙げた「ウィンドウズＸＰ」「振り込め詐欺」
「欧州連合」の語彙素読み・語彙素が正しく構成されるようになる。しかしその一方で，
次のような問題が生じることとなる。
本来，語形や表記が異なっても同じ語であれば，同じ語彙素読み・語彙素が与えられる。
短単位を例に取ると，「あんまり」と「あまり」には「アマリ【余り】」という語彙素読み
・語彙素が，「コンピューター」と「コンピュータ」には「コンピューター【コンピュータ
ー】」という語彙素読み・語彙素が与えられる。これにより，「あんまり」と「あまり」，「コ
ンピューター」と「コンピュータ」はそれぞれ同じ語の異語形として扱われる。
しかし，長単位の語彙素読み・語彙素を構成するに当たって，上記の方針に示したよう
に短単位の語形を利用すると，短単位では同じ語の異語形として扱われていたものが，長
単位では別語として扱われることになる。（図２．４参照）
図２．４ 短単位語形に基づく長単位語彙素の構成例
なお，「スイート」と「スィート」，「アドヴァイス」と「アドバイス」のように書字形は
異なるが語形が同一の場合は，短単位の語形に基づき「スイート」「アドバイス」を語彙素
読みとするため，同じ語彙素の下にまとめられる。
また，複数の短単位から構成される長単位についても，構成要素となる短単位が複数の
語形を持つ場合，その語形の違いが語彙素読み・語彙素に反映されるため，別語として扱
われるものが出てくる。図２．５に挙げた「コンピューターシステム」がその例である。
元々の語彙素の設計方針から言えば，「コンピュータシステム」と「コンピューターシステ
ム」は，同じ語の異語形として扱われるべきものである。それが別語として扱われること
になる。
短単位
語彙素読み・語彙素
短単位語形 長単位語彙素読み・語彙素
アマリ アマリ【余り】
アンマリ アンマリ【余り】
コンピューター
コンピューター
【コンピューター】
コンピュータ
コンピュータ
【コンピュータ】
アマリ【余り】
①余り
②コンピューター
コンピューター
【コンピューター】
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短単位と長単位とで，同語としてまとめ上げる範囲に違いが生じることは，望ましいこ
ととは言えない。しかし，短単位を基に長単位を自動構成するという手法を取る以上，現
時点では，長単位では上記のような語彙素読み・語彙素とせざるを得ないのも，また事実
である。長単位において短単位と同様の語彙素読み・語彙素を実現するのは，今後の課題
としたい。
図２．５ 短単位語形に基づく「コンピューターシステム」の語彙素の構成例
なお，長単位の語彙素については，短単位の補助記号・記号もその構成要素となる。し
かし，補助記号・記号は語彙素読みを持たないため，長単位の語彙素読みに補助記号・記
号が反映されることはない。
このようなことから，同じ語彙素読みであっても，補助記号・記号の有無や種類の違い
によって語彙素が異なる，つまり別語として扱われるものがある。（図２．６参照）
図２．６ 補助記号・記号を含む長単位語彙素の構成例
以下，短単位の語彙素読み・語彙素から長単位の語彙素読み・語彙素を構成するための
規定を示す。
《 凡 例 》
１．長単位の語彙素読み・語彙素の構成に用いる短単位の情報を示す場合，冒頭に「短）」
を付す。
２．長単位の語彙素読み・語彙素とそれを構成するのに用いる短単位の各種情報を以下の
ように示す。
【例】 出現書字形 やっぱり
短）語彙素 矢張り
短）語彙素読み ヤハリ
短）語形 ヤッパリ
短）語形代表表記 矢っ張り
出現書字形 時間貸し駐車場
短）語彙素 貸す
短）語彙素読み カス
短）語形 ガシ
短）語形代表表記出現形 貸し
短単位
語彙素読み・語彙素
短単位語形 長単位語彙素読み・語彙素
コンピューター
【コンピューター】
コンピューター
システム
【システム】
システム
コンピューター
【コンピューター】
コンピュータ
システム
【システム】
システム
コンピュータシステム
【コンピュータシステム】
コンピューターシステム
【コンピューターシステム】
出現形 長単位語彙素読み 長単位語彙素
維持向上 イジコウジョウ 維持向上
維持・向上 イジコウジョウ 維持・向上
十－十二月期 ジュウジュウニガツキ 十－十二月期
十～十二月期 ジュウジュウニガツキ 十～十二月期
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出現書字形 男っぽく
短）語彙素 ぽい
短）語彙素読み ポイ
短）語形 ッポク
短）語形基本形 ッポイ
短）語形代表表記 っぽい
３．品詞名について，「形状詞」「普通名詞-副詞可能」「固有名詞-一般」「人名-一般」「人
名-姓」のように適宜略称を用いる
１ 語彙素読み
語彙素読みの構成に関する規定を以下に示す。
１．１ 長単位の語彙素読みは，構成要素となる短単位の語形を基に構成する。
【例】 言葉 語彙素読み：コトバ
短） 言葉 語形：コトバ
ヴァラエティ 語彙素読み：バラエティ
短） ヴァラエティ 語形：バラエティ
日経ＮＥＴＷＯＲＫ 語彙素読み：ニッケイネットワーク
短） 日経 語形：ニッケイ
ＮＥＴＷＯＲＫ 語形：ネットワーク
風土記 語彙素読み：フドキ
短）風土 語形：フド
記 語形：キ
聖路加国際病院 語彙素読み：セイロカコクサイビョウイン
短） 聖 語形：セイ
路加 語形：ロカ
国際 語形：コクサイ
病院 語形：ビョウイン
安倍晴明 語彙素読み：アベノセイメイ
短）安倍 語形：アベノ
晴明 語形：セイメイ
１．２ 活用する短単位を構成要素に含む場合，その長単位内の位置によって次のように
語彙素読みを構成する。
（１）長単位の末尾にある場合は語形基本形を基に語彙素読みを構成する。
【例】 お会いし 語彙素読み：オアイスル
短）お 語形：オ
会い 語形：アイ
し 語形基本形：スル
（２）長単位の末尾以外にある場合は語形を基に語彙素読みを構成する。
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【例】 時間貸し駐車場 語彙素読み：ジカンガシチュウシャジョウ
短）時間 語形：ジカン
貸し 語形：ガシ
駐車 語形：チュウシャ
場 語形：ジョウ
１．３ 語形がない短単位を構成要素に含む場合，原則として，その短単位を無視して語
彙素読みを構成する。
【例】 Ｍ／Ｔ 語彙素読み：エムティー
短）Ｍ 語形：エム
／ 語形：（なし）
Ｔ 語形：ティー
九州・沖縄各県 語彙素読み：キュウシュウオキナワカクケン
短）九州 語形：キュウシュウ
・ 語形：（なし）
沖縄 語形：オキナワ
各県 語形：カクケン
（財）家計経済研究所 語彙素読み：カケイケイザイケンキュウショ
短）（財） 語形：（なし）
家計 語形：カケイ
経済 語形：ケイザイ
研究 語形：ケンキュウ
所 語形：ショ
※ web誤脱は，語形がない短単位として扱う。
※ 補助記号-｛括弧開，括弧閉｝を構成要素に含む場合の例外規定を補則１に示す。
※ 固有名の名を表す部分が伏せ字化されているものについての例外規定を補則２
に示す。
２ 語彙素
語彙素の構成に関する規定を以下に示す。
２．１ 長単位の語彙素は，構成要素となる短単位の語形代表表記を基に構成する。
【例】 言葉 語彙素：言葉
短）言葉 語形代表表記：言葉
やっぱり 語彙素：矢っ張り
短）やっぱり 語形代表表記：矢っ張り
真っ暗闇 語彙素：真っ暗闇
短）真っ 語形代表表記：真っ
暗闇 語形代表表記：暗闇
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シックスシグマ 語彙素：シックスσ
短）シックス 語形代表表記：シックス
シグマ 語形代表表記：σ
２．２ 活用する短単位を構成要素に含む場合，その長単位内の位置によって次のように
語彙素を構成する。
（１）長単位の末尾にある場合は語形代表表記を基に語彙素を構成する。
【例】 お勧めでき 語彙素：御勧め出来る
短）お 語形代表表記：御
勧め 語形代表表記出現形：勧め
でき 語形代表表記：出来る
（２）長単位の末尾以外にある場合は語形代表表記出現形を基に語彙素を構成する。
【例】 時間貸し駐車場 語彙素：時間貸し駐車場
短）時間 語形代表表記：時間
貸し 語形代表表記出現形：貸し
駐車 語形代表表記：駐車
場 語形代表表記：場
２．３ 補助記号を構成要素に含む場合，原則として補助記号を含めて語彙素を構成する。
【例】 巨人―阪神戦 語彙素：巨人―阪神戦
サッカー・キリンチャレンジカップ
語彙素：サッカー・キリンチャレンジカップ
劇団☆新感線 語彙素：劇団☆新感線
※ 補助記号-｛括弧開，括弧閉｝を構成要素に含む場合の例外に関する規定を補則
１に示す。
２．４ 固有名詞-地名，固有名詞-人名を構成要素に含む場合，当該部分は出現書字形を
基に語彙素を組み上げる。
【例】 東京都 語彙素：東京都
短）東京 出現書字形：東京
都 語形代表表記：都
あいち防災カレッジ 語彙素：あいち防災カレッジ
短）あいち 出現書字形：あいち
防災 語形代表表記：防災
カレッジ 語形代表表記：カレッジ
欧州連合 語彙素：欧州連合
短）欧州 出現書字形：欧州
連合 語形代表表記：連合
聖路加国際病院 語彙素：聖路加国際病院
短）聖 語形代表表記：聖
路加 出現書字形：路加
国際 語形代表表記：国際
病院 語形代表表記：病院
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バナード・リーチ 語彙素：バナード・リーチ
短）バナード 出現書字形：バナード
・ 語形代表表記：・
リーチ 出現書字形：リーチ
さつまいもパイ 語彙素：さつま芋パイ
短）さつま 出現書字形：さつま
いも 語形代表表記：芋
パイ 語形代表表記：パイ
アカエゾマツ 語彙素：赤エゾ松
短）アカ 語形代表表記：赤
エゾ 出現書字形：エゾ
マツ 語形代表表記：松
あきたこまち 語彙素：：あきた小町
短）あきた 出現書字形：あきた
こまち 語形代表表記：小町
神戸入りし 語彙素：神戸入りする
短）神戸 出現書字形：神戸
入り 語形代表表記：入り
し 語形代表表記：する
２．５ 固有名詞-一般が構成要素に含まれる場合は，規定２．１を適用し，構成要素とな
る短単位の語形代表表記を基に語彙素を構成する。
【例】 Ｙａｈｏｏ掲示板 語彙素：ヤフー掲示板
短）Ｙａｈｏｏ 語形代表表記：ヤフー
掲示 語形代表表記：掲示
板 語形代表表記：板
２．６ サ変動詞「する」，文語サ変動詞「す」の語形代表表記「為る」「為」は「する」「す」
に置き換える。これを含む複合動詞も同様に扱う。
【例】 活動する 語彙素：活動する
短）活動 語形代表表記：活動
する 語形代表表記：する
補則１ 補助記号-｛括弧開，括弧閉｝を構成要素に含む場合の扱い
補助記号-｛括弧開，括弧閉｝を構成要素に含む場合は，括弧でくくられた語句の内容
に従い，以下のように長単位の語彙素読み・語彙素を付与する。
１ 語彙素読み
（１）文中に括弧がある場合及び括弧でくくられた語句が文脈を補う場合は，括弧を除い
た形を長単位の語彙素読みとする。
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【例】 「告白」する 語彙素読み：コクハクスル
短）「 語形：（なし）
告白 語形：コクハク
」 語形：（なし）
する 語形基本形：スル
（２）括弧でくくられている語句がその前の部分と並列関係にある場合は，括弧を除いた
形を長単位の語彙素読みとする。
【例】 肉ばさみ（重ね）パン 語彙素読み：ニクバサミガサネパン
短）肉ばさみ 語形：ニクバサミ
（ 語形：（なし）
重ね 語形：ガサネ
） 語形：（なし）
パン 語形：パン
（３）注釈的要素が括弧でくくられている場合は，括弧を除いた形を長単位の語彙素読み
とする。
【例】 列車集中制御装置（ＣＴＣ）化等
語彙素読み：レッシャシュウチュウセイギョソウチシーティーシーカトウ
短）列車 語形：レッシャ
集中 語形：シュウチュウ
制御 語形：セイギョ
装置 語形：ソウチ
（ 語形：（なし）
ＣＴＣ 語形：シーティーシー
） 語形：（なし）
化 語形：カ
等 語形：トウ
（４）読み仮名が括弧でくくられている場合は，括弧及び括弧にくくられた読み仮名を除
いた形を長単位の語彙素読みとする。
【例】 萎縮（いしゅく）する 語彙素読み：イシュクスル
短）萎縮 語形：イシュク
（ 語形：（なし）
いしゅく 語形：イシュク
） 語形：（なし）
する 語形基本形：スル
（５）以下のようなものは語として扱い，語彙素読みを「カッコナイ」とする。
【例】 （）内 ［］内 （ ）内
２ 語彙素
（１）文中に括弧がある場合及び括弧でくくられた語句が文脈を補う場合は，括弧を除い
た形に基づいて，長単位の語彙素を付与する。
【例】 「時間稼ぎ」できる → 語彙素：時間稼ぎ出来る
（２）括弧でくくられている語句がその前の部分と並列関係にある場合は，括弧を除いた
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形に基づいて，長単位の語彙素を付与する。
【例】 肉ばさみ（重ね）パン → 語彙素：肉挟み重ねパン
（３）注釈的要素が括弧でくくられている場合は，括弧を除いた形に基づいて，長単位の
語彙素を付与する。
【例】 列車集中制御装置（ＣＴＣ）化等
→ 語彙素：列車集中制御装置ＣＴＣ化等
（４）読み仮名が括弧でくくられている場合は，括弧及び括弧にくくられた読み仮名を除
いた形に基づいて，長単位の語彙素を付与する。
【例】 萎縮（いしゅく）する → 語彙素：萎縮する
（５）以下のようなものは語として扱い，語彙素を「括弧内」とする。
【例】 （）内 ［］内 （ ）内
補則２ 伏せ字を含む固有名の扱い
固有名の名を表す部分が補助記号で伏せ字化されている場合，語彙素読みに補助記号
を補う。
【例】 ○○ちゃん 語彙素読み：○○チャン
短）○ 語形：（なし）
○ 語形：（なし）
ちゃん 語形：チャン
補則３ 複合辞・連語の語彙素読み・語彙素
（１）語彙素読み
複合辞・連語の語彙素読みは，付属語と同様に，同一語の活用変化・ゆれ・省略・
融合・補助記号の有無等によって生じた異なる形態をグループ化するものとする。
グループ化の範囲には短単位で同語彙素別語形とされる可能形を含む。
【例】 ｜わかりにくく｜て｜すいません｜。｜ 語彙素読み：スミマセン
｜そんで｜、｜帰っ｜て｜来｜て｜から｜ 語彙素読み：ソレデ
｜だけど｜全然｜大丈夫｜＾＾｜ 語彙素読み：ダケレド
｜次｜の｜世代｜に｜引き継い｜でいける｜ 語彙素読み：テイク
｜別｜の｜葛藤｜が｜起こる｜んじゃない｜か｜ 語彙素読み：ノデハナイ
｜文部科学省｜においちゃ｜ 語彙素読み：ニオイテ
｜替え｜なければならず｜、｜ 語彙素読み：ナケレバナラナイ
（２）語彙素
複合辞の語彙素は原則として語彙素読みの平仮名表記とする。ただし，日本語能力
試験１・２級の〈機能語〉の類のリスト等を参考に，短単位の語彙素に基づき，語
彙素を付与することがある。
連語については，構成要素となる短単位の語形代表表記を基に組み上げる。
（３）異形態
「かもしれない」「ざるを得ない」等に対応する文語的表現「かもしれず」「ざるを
得ず」等は，「かもしれない」等の異形態として扱う。また，連語のうち「何と」に
ついては，「何て」を異形態として認めた。（表２．４参照）
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表２．４ 複合辞・連語の異形態とその語彙素読み・語彙素
語 彙 素 語彙素読み 異 形 態 品 詞
かもしれない カモシレナイ カモシレズ 助動詞
ざるを得ない ザルヲエナイ ザルヲエズ 助動詞
ずにはいられない ズニハイラレナイ ズニハイラレズ 助動詞
てたまらない テタマラナイ テタマラズ 助動詞
てならない テナラナイ テナラズ 助動詞
てはいけない テハイケナイ テハイケズ 助動詞
てはならない テハナラナイ テナラズ 助動詞
ないではいられない ナイデハイラレナイ テイデハイラレズ 助動詞
なくてはならない ナクテハナラナイ ナクテハナラズ 助動詞
なければならない ナケレバナラナイ ナケレバナラズ 助動詞
に過ぎない ニスギナイ ニスギズ 助動詞
にほかならない ニホカナラナイ ニホカナラズ 助動詞
ねばならない ネバナラナイ ネバナラズ 助動詞
わけにはいかない ワケニハイカナイ ワケニハイカズ 助動詞
何と ナント ナンテ 副 詞
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第２ 品詞付与基準
長単位のうち短単位と境界が一致しているものの品詞は，原則として短単位の品詞と同
じ品詞とする。また，長単位が複数短単位から構成される場合は，原則として構成要素の
末尾に位置する短単位の品詞に基づいて長単位の品詞を付与する。以下に例を示す。
【例】 第１章（名詞-普通名詞-一般）
短）第 接頭辞
１ 名詞-数詞
章 名詞-普通名詞-一般
相反する（動詞-一般）
短）相 接頭辞
反する 動詞-一般
しかし，単独の短単位から成る長単位であっても，短単位の品詞をそのまま長単位の品
詞にできない場合がある。また，複数の短単位から成る長単位においても，単純に構成要
素末尾にある短単位に基づいて品詞等の情報を付与できないものがある。以下，それらに
ついて品詞付与の基準を示す。なお，品詞名について，「形状詞」「普通名詞-副詞可能」
「固有名詞-一般」「人名-一般」「人名-姓」のように適宜略称を用いることがある。
１ 「名詞-普通名詞-○○可能」を構成要素末尾等に持つ長単位の品詞
短単位の普通名詞のうち，形状詞や副詞等としても使われ得る語には，「名詞-普通
名詞-形状詞可能」「名詞-普通名詞-副詞可能」という曖昧性を持たせた品詞を与えて
いる。これに対して，長単位では「名詞-普通名詞-○○可能」といった曖昧性を持たせ
た品詞は設けず，実際の文脈において名詞として使われているのか，形状詞として使わ
れているのかなどを判断し，それに基づいて品詞を付与することとした。
そのため，「名詞-普通名詞-○○可能」の短単位１語から成る長単位や，「名詞-普通
名詞-○○可能」の短単位を構成要素末尾に持つ長単位について，どのような基準によ
って品詞を判定するのかが問題となる。そこで，品詞の判定基準を以下のとおり定めた。
なお，「名詞-普通名詞-助数詞可能」については，規定５．２を参照。
１．１ 短単位１語から成る長単位
短単位１語から成る長単位については，短単位に付与された「用法」に従って，名詞
・副詞・形状詞のいずれかを付与する。短単位の用法については，下巻・Ⅲ「付加情報」
の第４「用法に関する情報の概要」を参照。
１．２ 複数の短単位から成る長単位
複数の短単位から成る長単位のうち，その末尾に「名詞-普通名詞-○○可能」が位置
するものは，次に示す基準により品詞の判定を行う。
１．２．１ 名詞-普通名詞-サ変（形状詞）可能
サ変動詞「する」が直接していないものは名詞とする。以下，名詞とするもののうち，
特に注意を要するものを以下に挙げる。
（１）サ行変格活用動詞の構成要素と同格関係にあるが，文節を超えているもの
【例】 産業技術は時代とともに高度化、システム化、総合化し続ける。
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（２）特に名詞と認め得るもの
【例】 ２回を投げて１安打 ２三振１四球。
なお，名詞-普通名詞-サ変形状詞可能を構成要素の末尾に持つ長単位は，規定１．２．
３によって名詞か形状詞かの判定を行う。
１．２．２ 名詞-普通名詞-副詞可能
名詞-普通名詞-副詞可能を構成要素の末尾に持つ長単位の品詞（名詞・副詞）の判定
基準は，以下のとおりとする。
１．２．２．１ 副詞
以下のいずれかに該当する場合は副詞とする。
（１）単独で連用修飾成分になっているもの
【例】 ＣＯＰ３以降開催された
十一月初め、機材の一部を撤収させようとしたＫＥＤＯの動きを北朝鮮が阻
止、
しかしこれは事実上不可能であった。
青さゆえ空もポプラの場所忘れ
※ ただし，文節の一部のみが連用修飾成分になっている場合（記号が長単位冒頭
にある場合等を除く。）は名詞とする。
【例】 同日午前０時ごろ「もう寝よう」と真奈美さんを寝室に連れて行き、
千九百九十五（平成７）年以降、都市部を中心に増加に転じており、
（２）副助詞・係助詞・接続助詞が後接して，連用修飾成分になっているもの（「まで」は
除く。）
【例】 テープが一時間ぶんくらい残ってる
（３）他の副詞や連体詞を修飾しているもの
【例】 カンヌ史上初めて公式審査員の会見が開かれ
（４）述語となる名詞を修飾しているもの
【例】 前回は、前々回九十三年の五十一．四三％から一気に十ポイント以上低下。
各年とも５月１日現在の値。
藤瀬さんは事件当日夜、松江被告も出入りしていた武雄市のスナックで飲食。
（５）副詞と認め得るもの
【例】 いくら一生懸命働いても給料は同じ、チップもない。
前年同様，アジア地域が６割を超え，
１．２．２．２ 名詞
上記１．２．２．１に該当しないものは名詞とする。名詞とするもののうち，特に注
意を要するものを，以下に挙げる。
（１）文末に用いられているもの。単独で文・見出し・箇条書き等になっているもの
【例】 パキスタン当局が墜落原因を調査中。
（黒野-本揖斐間）
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①通信速度は光ファイバー以上②回線の使用料金が不要
（２）連体修飾を受けているもの
【例】 着るもの、学ぶ知識、学校の登校と下校時間、そして学校や家庭生活のすみ
ずみにいたるまで、
※ ただし，連体修飾を受けていても，長単位全体で連用修飾句として働いている
場合は副詞とする。
【例】 昭和三十八年のＯＥＣＤ加盟以来，その活動に参加してきている。
（３）数を表す要素に直接係っているもの
【例】 金利引き下げは今年三回目で、下げ幅は三カ月間で計一．五％。
一日に一キロ当たり一万七千人以上の輸送があり
延長前半２分
アルコール分０．１％未満
（４）格助詞が後接しているもの。当該の長単位と並列の関係にある語句（文節を越える
ものを含む）に格助詞が後接しているもの
【例】 災害時における企業活動の重要性が再認識された。
平常時・災害時を通じて土砂災害関連情報を住民と行政機関が相互通報する
システム
仲間うち、価値観の同じ人とは話せても、
（５）助動詞が後接しているもの
【例】 介護中なので料理から目を離せて助かる
天才性はもしかしたら手塚治虫さん以上かもしれません
（６）前後の体言と同格関係にあるもの（読点をはさんでいる等，対応するものが複数文
節であっても同格関係を認める。）
【例】 岩田慶治氏ほか民俗研究者が
噴火から一週間後、十一月二十一日。
（７）名詞と認め得るもの
【例】 ＦＩＦＡ臨時総会 Ｗ杯直前ソウルで
１．２．３ 名詞-普通名詞-（サ変）形状詞可能
名詞-普通名詞-（サ変）形状詞可能を構成要素の末尾に持つ長単位の品詞（名詞・形
状詞）の判定基準は，以下のとおりとする。
１．２．３．１ 形状詞
以下のいずれかに該当する場合は形状詞とする。
(１）助動詞「だ」の連体形「な」を伴って連体修飾しているもの
【例】 インクルーシブでバリアフリーな，かつ権利に基づく社会に向けた行動
安全かつ円滑・快適な道路交通環境の整備を図るため、
（２）助動詞「だ」の連用形「に」「で」を伴って連用修飾しているもの
【例】 魚は魚として一生懸命に生きているのだから、
仕事や家事、学業などに精一杯で時間のゆとりがありませんか。
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（３）助動詞「だ」の連用形「で」を伴い，前後の語の連体形と並列する形で連体修飾し
ているもの
【例】 バリアフリーで快適な歩行空間の整備
合理的で選択の自由を感じられるサービスの提供に取り組む動きがでてきて
いる。
（４）形状詞の構成要素と並列・同格関係にあるもの
【例】 目標に対して迅速・正確かつ柔軟に攻撃力を指向することが可能となる。
国内の森林所有構造が小規模、分散的であり、
（５）形状詞と認め得るもの
【例】 君も、ずいぶんわからずやの、意地っ張りであったね。
高効率な発電ができるブレード形状を開発し、
皆さんが一番良くご存知なものは、
１．２．３．２ 名詞
上記１．２．３．１に該当しないものは名詞とする。名詞とするもののうち，特に注
意を要するものを，次に挙げる。
（１）文末に用いられているもの。単独で文・見出し・箇条書き等になっているもの
【例】 質を評価するシステム必要
税・サービス料別。
（北朝鮮事情通）
二十日の消印有効。
（２）主格・対格・与格に立っているもの。副助詞・係助詞が後接しているもの
【例】 電力危機においては送電網の未整備などインフラ不安に要因を求め、
核心不明も…経緯把握裏付け「世紀のナゾ」解明に期待
ドラマ低調続く
※ 長単位の末尾となる短単位の品詞が接尾辞-形状詞的，形状詞-一般の場合も，
主格・対格・与格に立っている場合は名詞とする。
【例】 通常の住宅会社は売りっぱなし、造りっぱなしが目立ちますし、
カジュアルベ-スの宝石付き時計プチゴージャスが人気
（３）格助詞「と」が後接しているもの
【例】 負債総額は約二十六．一兆円と過去最高となった。
集客ソフトとしての効果を期待した商業施設
（４）数を表す要素が後接しているもの
【例】 ３連休の水難事故死者・不明三十三人に
（５）名詞と認め得るもの
【例】 ＢＳデジタル
日曜ビッグ（ＴＶＱ＝後７・０）
『ギランの記事イコール日本研究の貴重な資料』
〒８１０-８７２１（住所不要）西日本新聞社地域報道センター「都市探究」
係。
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大型デジタルディスプレイ用のスーパークリーンのファシリティ等
人間の壮健・根気よさ・まじめの意にも使われる
強制わいせつの疑いで
１．２．３．３ 意味に余り差がなく，形状詞，名詞のどちらでもよい以下の例について
は，形状詞，名詞の優先順位で品詞を付与する。
（１）助動詞「だ」「です」「である」「でない」「ではありません」「ではない」「でもある」
が後接しているもの
【例】 負担は公平公正（形状詞）でないと
在宅が二十二％に過ぎず，全国最低（形状詞）でした。
それがダブル・スタンダード（普通名詞-一般）ではなく、
（２）助動詞「だ」「である」「でない」「ではない」「でもある」及びその派生形の連体形
を伴って連体修飾しているもの
【例】 国籍（地域）別では，韓国が，過去最高（形状詞）であった前年を
（３）格助詞「の」が後接し，助動詞「だ」の連体形「な」に言い換え可能であるもの
【例】 意味不明（形状詞）の問い合わせが担当者から入った。
絶好調（形状詞）のカブレラが打線をけん引。
※ 以下の例のように，「な」に言い換え不可能な場合は名詞とする。
【例】 労働安全の観点からチェーンソー等の振動機械の性能測定を行う事業を実施
した。
企業規模別の特性が現れている
１．２．４ その他
品詞の判定に当たって，次に該当する場合はそれぞれ以下のように扱う。
（１）文脈を補う括弧等でくくられた要素（文節認定対象）は，括弧がない状態で品詞を
判定する。
【例】 （民主派が政権を握って以後）０１，０２年と順調に改革が進んだが
→ 副詞
（２）注釈を示す番号・記号を含む場合，番号・記号がない状態で品詞を判定する。
【例】 六十六（同四十一）年以前に核爆発を行った国２以外の国の核兵器保有が禁
じられるとともに → 「国以外」が名詞なので「国２以外」は名詞。
２ 人名の扱い
人名に関わるものについては，以下の基準に従って品詞を付与する。
２．１ 特定の個人の名前（姓，名，姓名，通称等）を指し示しているものは人名とし，
以下のように品詞を付与する。
（１）構成要素に人名-｛姓，名，一般｝を含むもの
【例】
〔人名-姓〕 田中外相 伊佐坂先生
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〔人名-名〕 たけしくん 将軍家光
〔人名-一般〕 さっちゃん ウッチャン ほりえもん 橋龍
サマランチ名誉会長 昭和天皇 ガッツ石松
魔法つかいサウード 笑福亭鶴笑氏 張学良
ロベルトカルロス イッセー尾形さん
高橋チンチージャ慶子さん アウン・サン・スー・チー女史
Ｓ・Ｋ・ホ 玉ノ海梅吉
神戸・三浦知
※ 複数の人名を並列したものは普通名詞とする。規定２．２．２を参照。
※ 人名由来のペット名も人名として扱い，人名-一般とする。
（２）構成要素に人名-｛姓，名，一般｝を含まないもの
【例】
〔人名-一般〕 織姫ｓ（人名-一般) 釈妙倖信女（人名-一般)
２．１．１ 神仏名のうち，日本神話，仏教，ギリシャ・ローマ神話関連の神，キリスト
教関連の天使，人間由来の神・仏・聖人の名は人名-一般とする。
【例】 伊弊諾尊 観音菩薩 雷神ゼウス イエス様
※ 日本神話，仏教，ギリシャ・ローマ神話，キリスト教以外の神仏名は固有名詞
-一般とする。規定４．１．４を参照。
２．１．２ グループ名のうち，構成員の名前のみで構成され，「姓＋姓」「名＋名」「姓＋
名＋名」等の形式を取るものは人名-一般とする。
【例】 おぎやはぎ 宮川大助花子
※ グループ名のうち，構成員の愛称の並列の形式をとるものは，人名の並列とし
て扱い，普通名詞-一般とする。規定２．２．２を参照。
【例】 ウッチャンナンチャン
２．２ 構成要素に人名-｛姓，名，一般｝を含んでいても，長単位全体が特定の個人の名
前（姓，名，姓名，通称等）を指し示していない場合は，人名として扱わない。
【例】 ノーベル賞（名詞-普通名詞-一般)
長谷寺式十一面観音（名詞-普通名詞-一般)
シーガイア（名詞-固有名詞-一般) トロワグロ風（形状詞-一般)
武双山らしい（形容詞-一般）
２．２．１ 役職名等は，個人が特定できたとしても普通名詞-一般とする。
【例】 江戸幕府第三代将軍
２．２．２ 指し示す人物が明確でない場合や人名の並列は普通名詞-一般とする。
【例】 鈴木さんたち サザエさん一家 鷹司家 阿部一族 イギリス王室
大久保兄弟 三遊亭圓歌一門 鈴木・山田 ○○ちゃん
○○容疑者
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３ 地名の扱い
地名に関わるものについては，以下の基準に従って品詞を付与する。
３．１ 特定の国，行政区画及び地形等の名を表すものは地名とし，以下のように品詞を
付与する。
【例】
〔地名-国〕 エゲレス国 モナコ公国 オーストリア 旧ソ連 統一ドイツ
古代ギリシア
〔地名-一般〕 東京都 現津島市 豊後竹田 スーダン西部 西日本
日本橋檜物町 ソルトレークシテイー イラク・サマワ
新疆ウイグル自治区 朝鮮半島 中国大陸 パラオ諸島
東シナ海 ヨルダン川西岸 オセアニア地域 北朝鮮地域
東北地方 尾張地方 シャルル・ドゴール空港 五日市街道
金日成広場
※ 歴史上の国家（都市国家を含む），日本の旧国名，創作の国名は地名-一般とす
る。
【例】 アテナイ インカ帝国 奥豊後
３．２ 構成要素に地名-｛国，一般｝を含んでいても，長単位全体として特定の国，行政
区画及び地形等を指し示していない場合は，地名として扱わない。
【例】 上野市内（普通名詞-一般) 浦和レッズ（普通名詞-一般)
山陽新幹線（普通名詞-一般) エジンバラ公（普通名詞-一般)
青山学院大（固有名詞-一般)
水戸黄門（人名-一般) アジア的（形状詞-一般)
下北沢ぽい（形容詞-一般) 清水買いする（動詞-一般）
３．２．１ 路線・航路・海路名，道路などの一部を構成する建造物，公園・競技場・動
植物園・牧場・寺社・古墳・遺跡・基地は地名としない。普通名詞-一般とする。
【例】 ＪＲ山陽線 スエズ運河 徳山ダム 清水トンネル 本四連絡橋
コロール・バベルダオブ橋 駒沢球場 キトラ古墳 倉梯岡陵
岡城跡
３．２．２ 指し示す国や場所等が明確でないものや地名の並列は，普通名詞-一般とする。
【例】 関東一帯 石見諸郡 バグダッド中心部 ロンドン郊外 道北全域
コソボ全土 アフガン周辺地域 シルクロード地域 全米各地域
近畿圏 九州地区 三陸沖 稲葉川沿い 揖斐川上流
木曽川流域 隅田川堤 神戸旧居留地 参院茨城選挙区
上野山・飛鳥山・御殿山 市川・浦安・船橋あたり アジア太平洋地域
４ 固有名の扱い
人名・地名以外の固有名の扱いについて述べる。
４．１ 以下のａ〜ｇの条件を満たす組織の名称は，固有名詞-一般とする。
ａ．一定の目的（事業・サービスなど）の達成のために設立された集団
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ｂ．恒常的に設置された組織
【例】 日本銀行 極地研究所 早稲田大学 文部科学省 航空宇宙局
※ 以下のような，後から名付けられた名称で，会期制であるもの，「委員会」「審
議会」「競技会」「会議」「大会」などは普通名詞-一般とする。
【例】 郵政族 カロリング朝 国会 衆議院 東京都議会
ｃ．制度や予算，目的等の観点から，上位組織からの独立性が強いもの。行政機関の
うち府省庁院レベル，地方行政組織のうち都道府県庁レベル，公立学校を含む学
校組織。明らかに法人格を伴う独立した組織。
【例】 国文学研究資料館 文化庁 日本学士院 立川市立第一小学校
都立三鷹高校 都清瀬 東北大学 ＮＴＴドコモ ＪＲ東日本
日本シスコシステムズ
※ 市区町村レベルの役所（場）は普通名詞-一般とする。
【例】 立川市役所 神田区役所 藤岡町役場
※ 官庁の建物，大使館の類は普通名詞-一般とする。
【例】 在ソウル大使館
※ 〜部・〜課・〜学部・〜学科などは普通名詞-一般とする。
【例】 河川局 砂防部 もったいない課 生活科学部 精密素材工学科
医学研究院
※ 全国に展開されるサービスを行う公共施股（裁判所，警察署，交番，消防署，
公共職業安定所，郵便局，保険センター，保健所）は普通名詞-一般とする。
【例】 東京高裁 家裁八王子支部 佐賀地検 福岡県警 町見駐在所
市立函館保健所
※ 歴史上の行政機関及びそれに類するものは普通名詞-一般とする。
【例】 江戸幕府 南町奉行所 京都所司代
ｄ．入社することや加わることが可能な実態を持った組織。｢連合」「連合会」「連盟」
「組合」など。
【例】 国際連合 自由民主党
※ 「同盟」「共同体」「派閥」「政府」「暴力団（〜会，〜組）」などは普通名詞-一
般とする。
【例】 コソボ民主同盟 欧州共同体 社青同解放派 イスラム過激派
アメリカ合衆国政府 明治政府 山口組五菱会
ｅ．施設としての性格が強くないもの。娯楽施設，宗教的施設・建造物，物や人を収
容する施設，工場や発電所など何かを生産する場のいずれにも該当しないもの。
※ 「美術館」「図書館」「児童館」「裁判所」「神社」「寺」「教会」「墓地」「ホテル」
「公園」「動物園」「植物園」「競技場」「劇場」「天文台」「ホール」「ドーム」「会
議場」「式場」などの施設・設備は，普通名詞-一般とする。
【例】 東京国立博物館 未来情報産業研究館 近松記念館
東部コミュニティー図書館 桑名宗社 寛永寺 回向院
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ノートルダム大聖堂 サンマルコ寺院 谷中墓地 福四万館
フォーシーズンズホテル椿山荘東京 ヨセミテ国立公園 大森八景園
信大自然教育園 オンネトー国設野営場 鳥羽水族館
富士急ハイランド 鈴本演芸場 東京文化会館
さいたまスーパーアリーナ つくば国際会議場 大垣市斎場
柏崎刈羽原発
ｆ．政治・公共・法人・国際組織など，公に広く知られた組織。「病院」，規模と知名
度のある「百貨店」「スーパーマーケット」など。略称，グループ名を含む。
【例】 （財）ベターリビング 医療法人恒進会
ＮＰＯ法人風連まちづくり観光 関西棋院 カカクコム
イーバンク銀行 イエローハット 伊藤園 木村屋総本店 テレ朝
東京大学出版会 銀座テーラー 国立がんセンター中央病院 伊勢丹
ウォルマート・ストアーズ 現代グループ 豪商・山崎屋
※ 「医院」「診療所」「クリニック」は普通名詞-一般とする。
【例】 用賀アーバンクリニック
※ 「事務所（建築・法律・会計等）」「工務店」「研究会」「調査会」などは，極め
て有名で法人格のあるもの以外は普通名詞-一般とする。
【例】 岡部建築事務所 エコハウス研究会 金融調査会 日本脳外傷友の会
［参照］ ジャニーズ事務所（固有名詞-一般）
※ サービス業の店舗名，支店名の付くものは普通名詞-一般とする。
【例】 ホーマックスーパーデポ 伊勢丹新宿店 横浜高島屋
ｇ．個人や組織の集合としての性格が強くないもの。「学会」「党（政党）」「協会」「財
団」「機関・機構・事業団・振興会」「組合」など。
【例】 カナモジカイ 旧社会党 コソボ作家協会 英国ウェルカム財団
核燃機構 金属鉱業事業団 国民健康保険中央会
在日本朝鮮人総連合会 日本労働弁護団 日本ペンクラブ
福岡県醬 油醸造協同組合
※ パフォーマンス（公演や競技など）を行うことを主体とした団体，「～隊」で表
現されるグループ，「軍隊」「武装集団」「テロリスト集団」，スポーツ関連のリー
グなどは普通名詞-一般とする。
【例】 阪神タイガース ダイエー球団 劇団Ｍ．Ｏ．Ｐ．
大阪センチュリー交響楽団 ボリショイサーカス ジャニーズＪｒ．
アメリカＫ２登山隊 海兵隊 山岳警備隊 ロシア太平洋艦隊
アル・カーイダ アルバニア系武装組織「民族解放軍｣
アルアクサ殉教者団 ア・リーグ
※ 「委員会」「審議会」「協議会」「会議」「大会」「支援団」「基金」「族」「派」「集
団」などは，極めて有名で法人格のあるもの以外は普通名詞-一般とする。
【例】 公害等調整委員会 国語審議会 高知県社会福祉協議会
アジア太平洋経済協力会議 高校総合体育大会 海軍輸送支援団
［参照］ 社団法人情報通信技術委員会（固有名詞-一般）
※ 「センター」は原則として普通名詞-一般とする。ただし，ａからｇの条件に該
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当する「センター」は，固有名詞-一般とする。
【例】
〔普通名詞〕 Ｉモードメールセンター 地域子育て支援センター
国民生活センター 静岡県地震防災センター
柏原市女性センター 室蘭文化センター
〔固有名詞〕 大学入試センター 農事組合法人「香川県鬼無植木盆栽センター｣
国立がんセンター
４．１．１ 組織名とそれに関連する商品名が同じ場合は，固有名詞-一般とする。
【例】 朝日新聞
４．１．２ 人名・地名を含む組織名の略称には人名・地名と一致するものが多い。規定
４．１のａからｇの条件を満たす組織の略称であることが文脈から判断できる場合は,固
有名詞-一般とする。
【例】 時事（時事通信) フジ（フジテレビ）
４．１．３ 人名に由来しない動物・キャラクター等の名は固有名詞-一般とする。
【例】 怪獣ゴジラ グラスワールド 二十めんそう
４．１．４ 神仏名のうち，日本神話，仏教，ギリシャ・ローマ神話関連の神，キリスト
教関連の天使，人間由来の神・仏・聖人の人としての名以外のものは，固有名詞-一般と
する。
【例】 笠山三宝荒神 邪霊アニト（フィリピン神話)
守護神・オシリス（エジプト神話）
４．１．５ 船・飛行機名は固有名詞-一般とする。人名・地名に由来するものも同様に扱
う。
【例】 えひめ丸 戦艦大和 キティホーク ジョージ・ワシントン（空母)
よど号
４．２ 構成要素に固有名詞-一般を含んでいても，長単位全体として固有名を表さない場
合は，固有名詞-一般としない。
【例】 アルフィーグッズ（名詞-普通名詞-一般)
ＮＴＴ以外（名詞-普通名詞-一般) ルーブル中（名詞-普通名詞-一般)
ＮＷ嫌い（形状詞-一般) 国連設立後（副詞）
４．２．１ 民族・国民名，商品・ブランド名，芸術作品・新聞雑誌・番組名，言語名，
王朝・時代名，流派・宗派・家系名，文明・文化名は，原則として普通名詞-一般とする。
【例】 日本人 ヤミ族 クラウンマジェスタ ニコンＦＡ
ＲＩＭブラックベリー シカゴ・トリビューン紙 週刊文春
日曜ビッグ 日本語 Ｃ言語 高麗朝 平安時代 明治末期
二天一流 赤松家 京文化
ただし，短単位と境界が一致している長単位で，民族・国民名，商品・ブランド名，
芸術作品・新聞雑誌・番組名，言語名，王朝・時代名，流派・宗派・家系名，文明・文
化名を表す場合は，短単位の品詞を長単位の品詞とする。
【例】 レクサス（固有名詞-一般） ＣａｎＣａｍ（固有名詞-一般）
エルメス（固有名詞-人名-一般） Ｊａｖａ（普通名詞-一般）
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４．２．２ 指し示す対象が明確でない場合や固有名の並列は普通名詞-一般とする。
【例】 ○○病院 ＡＦＰ時事 松屋・松坂屋
４．２．３ 構成要素に固有名詞-一般を含んでいても，規定４．１から４．２．２により
長単位全体として固有名詞-一般として扱われないものは，普通名詞-一般とする。
【例】 法隆寺
※ 短単位「法隆」は固有名詞-一般だが，寺社名なので規定４．１のｅにより普通
名詞-一般とする。
※ 組織名とそれに関連する商品名が同じ場合の扱いについては，規定４．１．２
を参照。
５ 数詞の扱い
５．１ 数詞の範囲
（１）次に示す短単位から構成されている長単位を数詞とする。
以下，「助数詞」とあるのは，普通名詞-助数詞可能のうち助数詞という用法を付
与されたものである。
① １個以上の数詞（位取りの読点・カンマ，小数点，分数の読み上げ類を含む）
【例】 一 五十五 四分（の）一 一．〇五
② １個以上の数詞＋助数詞
【例】 八期 十年 百メートル 数年 三十一日 六十―八十センチ
③ １個以上の数詞＋助数詞＋接尾辞-名詞的-一般（目，振り，生）
【例】 三回目 二十一年振り 三年生
④ 接頭辞＋１個以上の数詞
【例】 約四千 計二百 第二
⑤ 接頭辞＋１個以上の数詞＋助数詞
【例】 計三回 第一箇月 第一歩 約二千通 翌四十九年
⑥ 接頭辞＋１個以上の数詞＋助数詞＋接尾辞-名詞的-一般（目，振り，生）
【例】 第三回目
（２）上記（１）以外の構成要素から成るものは，数詞としない。特に注意が必要なもの
を次に挙げる。
①１個以上の数詞＋接尾辞-名詞的-一般 → 名詞-普通名詞-一般
【例】 ２位 ３冠 ５館
②１個以上の数詞＋名詞-普通名詞-一般 → 名詞-普通名詞-一般
【例】 十四年度 ８拍 １箱
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③１個以上の数詞＋｛名詞-普通名詞，接尾辞-名詞的｝-｛副詞可能，形状詞可能，
サ変可能，サ変形状詞可能｝
→ 規定１．２に従い，名詞・副詞・形状詞・動詞の判別を行う。
５．２ 名詞-普通名詞-助数詞可能の扱い
長単位では，名詞-普通名詞-助数詞可能を設けない。名詞-普通名詞-助数詞可能のう
ち助数詞用法ではないものは，名詞-普通名詞-一般を付与する。
※ 規定５．１に示したように，名詞-普通名詞-助数詞可能のうち助数詞用法のも
のは，原則として数詞の構成要素となる。ただし，空白・括弧等の挿入によって
助数詞用法の名詞が単独で長単位となった場合は普通名詞-一般とする。
６ 動詞・形容詞の扱い
長単位では，動詞-非自立可能，形容詞-非自立可能という品詞を設けない。
動詞-非自立可能，形容詞-非自立可能の短単位が単独で長単位となる場合，及び長単
位の末尾に位置する場合，その長単位の品詞は，動詞-一般，形容詞-一般とする。
７ 複合辞・連語の扱い
複合辞・連語は以下のように品詞を付与する。
７．１ 複合辞
複合辞の品詞については，コーパスでの用法のほか，森田良行・松木正恵（1989），国
立国語研究所（2001）を参考にした。
助詞に関しては，「という」のように格助詞と副助詞の働きをするものや，「としても」
のように接続助詞と係助詞の働きをするものがある。このように複数の用法がある場合，
格助詞とその他の働きを持つものは格助詞，接続助詞とその他の働きを持つものは接続
助詞とした。用法による品詞の判別は行わなかった。
７．２ 連語
連語の品詞付与に当たっては，コーパスでの用法のほか，『岩波国語辞典』第６版（岩
波書店），『日本国語大辞典』第２版（小学館）を参考にした。連語を構成する末尾の短
単位の品詞が｛名詞-普通名詞，接尾辞-名詞的｝-｛副詞可能，形状詞可能，サ変可能，
サ変形状詞可能｝の場合は名詞・副詞・形状詞・動詞の判別を行う。（規定１．２参照）
８ 接尾辞の扱い
（１）接尾辞-○○的
接尾辞-｛形状詞的，形容詞的，動詞的｝が長単位の末尾に位置する場合，その長
単位の品詞は，形状詞-一般，形容詞-一般，動詞-一般とする。長単位認定規程の
規定４．１０によってこれらの接尾辞が切り離された場合には，短単位の品詞を付
与する。
（２）接尾辞-名詞的-○○可能
長単位では，接尾辞-名詞的-｛副詞可能，形状詞可能，サ変可能，サ変形状詞可能｝
を設けない。接尾辞-名詞的-｛副詞可能，形状詞可能，サ変可能，サ変形状詞可能｝
が長単位の末尾に位置する場合，その長単位の品詞は規定１に従い，名詞・形状詞
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・副詞・動詞の判別を行う。長単位認定規程の規定４．１０によってこれらの接尾
辞が切り離された場合には，接尾辞-名詞的-一般を付与する。
９ その他
構成要素の末尾となる短単位の品詞に基づくことなく，文脈に応じて例外的に長単位
の品詞を決定する場合がある。代表的な例を以下に挙げる。
（１）副詞
【例】 手術後の経過は比較的、順調だった。
その仕事をコツコツと一生懸命とりくんできました。
日本人同様、ブランド物が好きなイタリア人でさえ、
苦痛にアッと顔をしかめた志津は、それなり右腕がまるで上がらなくなって
いるのに気付いた。
宇宙に長期間滞在するという、人類にとって未知の経験を想像し、
入れ替わり立ち替わりやってくる人達と仕事の話をしていて
精いっぱい貢献したいという人にとっては
（２）形状詞
【例】 “これぞめちゃ♥モテ”なワンピは、
旧態依然なビジネスモデルに安住するソフト流通業者を
引っ込み思案な子だったが、
生意気な奴が入ってきて
うちの愛犬なんですが、ちょっと太り気味だったので、
頼んでもいない事実をわざわざ告げてくれたような、おせっかいで親切な他
人がいなければ。
一方的な思い込みから発する無意味なアジテーションであり、
概念の未分化な状態であることは言うまでもない。
患者にとっては不用意な告知となりかねない
大規模かつ多機能なＰＫＯを運営している。
緩傾斜な堤防の整備等のバリアフリー化を推進している。
超贅沢なインフォームドコンセントです。
ハイグレードな標準仕様が人気の人と地球にやさしい高性能住宅
資 料 複 合 辞 ・ 連 語
１

(1)
《 凡 例 》
「複合辞・助詞相当句」「複合辞・助動詞相当句」の「接続」欄，「意味・用法」欄で
使用した記号及びその意味は，以下のとおりである。
① Ｎ以外のアルファベット ：
当該複合辞に前接又は後接する語句等，又は当該複合辞が用いられる文内
の語句等。動詞であることを示す際には，「Ａスル」「Ａシタ」と表記する。
【例】 Ａからすると ＡスルためのＮ
ＡガＸスルノをはじめＢガ（Ｘシ，Ｃガ）Ｘスル
② Ｎ ： 当該複合辞に前接又は後接する語句のうち名詞（体言）
【例】 Ａに対するＮ Ｎにしたって
③ ／ ： 「又は」の意
【例】 Ａが（／を／に）
→ 「Ａが」又は「Ａを」又は「Ａに」
Ａスル／シタ際に
→ 「Ａスル際に」又は「Ａシタ際に」
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ん
だ
ろ
う
。
複
合
辞
・
助
詞
相
当
句
(2)
ト
イ
ウ
と
い
う
助
詞
-
格
助
詞
１
．
文
あ
る
い
は
文
相
当
の
語
句
に
付
く
。
２
．
単
語
（
主
に
名
詞
句
）
に
付
く
。
「
Ａ
と
い
う
Ｎ
」
と
連
体
修
飾
に
用
い
ら
れ
，
Ｎ
の
具
体
的
な
内
実
・
内
容
を
示
す
同
格
的
な
関
係
を
形
成
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
用
法
を
細
分
す
る
と
，
名
付
け
・
言
い
換
え
・
婉
曲
・
伝
聞
・
引
用
・
未
知
（
よ
く
知
ら
な
い
事
物
を
取
り
上
げ
る
。
）
・
感
嘆
（
事
物
が
プ
ラ
ス
の
意
味
で
も
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
も
並
外
れ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
）
な
ど
に
分
か
れ
る
。
数
詞
に
つ
い
て
意
味
を
強
め
明
確
化
す
る
用
法
も
あ
る
。
ま
た
，
「
Ｎ
と
い
う
Ｎ
」
と
同
一
の
名
詞
を
繰
り
返
す
形
で
「
全
部
の
Ｎ
」
を
表
す
。
○
武
内
宿
禰
が
こ
の
地
の
賊
を
平
定
し
た
／
と
い
う
／
い
い
伝
え
が
あ
り
，
こ
れ
を
記
念
し
村
名
と
す
る
。
○
当
時
の
私
に
は
Ｇ
Ⅰ
の
価
値
す
ら
分
か
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
，
春
の
天
皇
賞
／
と
い
う
／
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス
の
日
だ
っ
た
。
ト
イ
ッ
タ
と
い
っ
た
助
詞
-
格
助
詞
１
．
文
あ
る
い
は
文
相
当
の
語
句
に
付
く
。
２
．
単
語
（
主
に
名
詞
句
）
に
付
く
。
「
Ａ
と
い
っ
た
Ｎ
」
と
連
体
修
飾
に
用
い
ら
れ
，
Ｎ
の
具
体
的
な
内
実
を
唯
一
そ
れ
だ
け
と
す
る
の
で
は
な
く
て
，
幅
を
持
た
せ
て
示
す
関
係
を
形
成
す
る
。
Ａ
は
Ｎ
の
例
と
し
て
複
数
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
○
ク
レ
イ
グ
は
自
分
の
言
葉
に
い
ま
一
つ
自
信
が
持
て
な
い
／
と
い
っ
た
／
表
情
を
し
て
い
る
。
○
被
害
は
本
所
や
深
川
，
京
橋
，
小
石
川
，
神
田
／
と
い
っ
た
／
あ
た
り
が
特
に
ひ
ど
く
，
現
在
の
新
宿
辺
は
比
較
的
軽
微
と
さ
れ
て
い
た
が
，
仙
太
郎
の
養
家
は
見
事
に
つ
ぶ
れ
て
い
た
。
ト
シ
テ
と
し
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
問
題
に
す
る
人
・
物
事
な
ど
の
位
置
付
け
を
示
す
。
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
か
で
，
資
格
・
立
場
・
部
類
・
行
為
の
意
義
付
け
（
名
目
）
な
ど
を
表
す
も
の
に
下
位
区
分
さ
れ
る
。
○
太
陽
を
，
太
陽
そ
の
も
の
／
と
し
て
／
あ
が
め
る
こ
と
と
，
太
陽
を
多
色
化
し
て
多
彩
な
輝
き
を
装
飾
す
る
こ
と
と
，
東
西
の
宗
教
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
○
こ
こ
に
い
た
全
員
合
わ
せ
て
消
防
士
の
経
験
は
一
〇
〇
年
ぶ
ん
以
上
に
な
る
が
，
こ
れ
ま
で
誰
一
人
／
と
し
て
／
こ
の
救
助
信
号
を
送
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ニ
ア
タ
ッ
テ
に
あ
た
っ
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
に
付
く
。
ま
た
，
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
「
Ａ
（
す
る
）
に
あ
た
っ
て
Ｂ
」
の
形
で
，
（
１
）
「
Ａ
と
い
う
こ
と
を
行
う
場
面
に
当
面
し
て
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
（
２
）
〔
特
に
自
ら
何
を
行
う
と
具
体
的
に
は
言
わ
な
い
が
〕
「
あ
る
意
義
の
認
め
ら
れ
る
時
・
機
会
が
来
た
（
来
る
）
の
に
当
面
し
て
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
○
仕
事
を
す
る
／
に
当
た
っ
て
／
は
法
令
、
社
内
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
動
し
ま
す
。
○
そ
の
達
成
の
た
め
，
総
団
員
数
の
確
保
／
に
あ
た
っ
て
／
具
体
的
な
目
標
数
値
を
設
定
す
る
こ
と
，
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
の
活
動
環
境
の
整
備
の
た
め
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
消
防
団
員
の
任
務
を
弾
力
化
す
る
こ
と
(3)
ニ
ア
タ
リ
に
あ
た
り
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
ま
た
，
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
「
Ａ
（
す
る
）
に
あ
た
り
Ｂ
」
の
形
で
，
（
１
）
「
Ａ
と
い
う
こ
と
を
行
う
場
面
に
当
面
し
て
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
（
２
）
〔
特
に
自
ら
何
を
行
う
と
具
体
的
に
は
言
わ
な
い
が
〕
「
あ
る
意
義
の
認
め
ら
れ
る
時
・
機
会
が
来
た
（
来
る
）
の
に
当
面
し
て
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
○
抽
象
的
思
考
能
力
を
鍛
え
る
／
に
あ
た
り
／
、
挿
し
絵
な
ど
は
邪
魔
以
外
の
何
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
○
大
関
で
は
、
こ
の
没
後
特
別
な
年
／
に
あ
た
り
／
、
限
定
愛
蔵
版
「
美
空
ひ
ば
り
記
念
ボ
ト
ル
」
を
発
売
し
て
い
る
。
ニ
イ
タ
ル
マ
デ
に
至
る
ま
で
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
至
る
ま
で
」
の
形
で
，
一
連
の
物
事
が
（
ど
こ
か
ら
）
ど
こ
ま
で
及
ぶ
の
か
，
そ
の
範
囲
を
表
す
。
○
―
遠
く
天
竺
（
イ
ン
ド
）
か
ら
三
韓
／
に
い
た
る
ま
で
／
、
仏
法
を
尊
び
敬
わ
な
い
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。
○
イ
ン
テ
リ
ア
は
細
部
／
に
至
る
ま
で
／
本
物
志
向
。
ニ
オ
イ
テ
に
お
い
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
お
い
て
Ｂ
」
と
い
う
形
で
，
動
作
・
作
用
の
行
わ
れ
る
場
所
，
あ
る
い
は
状
態
が
存
在
す
る
場
面
，
若
し
く
は
，
時
を
示
す
。
ま
た
，
意
味
が
一
段
抽
象
化
す
る
と
，
「
～
と
い
う
点
で
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
で
，
事
柄
が
云
々
さ
れ
る
次
元
・
範
囲
な
ど
を
規
定
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
○
写
真
が
ま
だ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
登
場
し
な
い
，
幕
末
か
ら
明
治
前
半
期
／
に
お
い
て
／
，
事
件
の
模
様
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
は
錦
絵
で
あ
っ
た
。
○
顧
客
満
足
度
の
よ
う
に
数
値
測
定
で
き
な
い
も
の
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
，
改
善
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
し
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
／
に
お
い
て
／
は
，
日
本
が
欧
米
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
ニ
オ
ケ
ル
に
お
け
る
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
お
け
る
Ｎ
」
と
連
体
修
飾
に
用
い
ら
れ
，
あ
る
出
来
事
が
起
こ
っ
た
り
，
状
態
が
存
在
し
た
り
す
る
と
き
の
背
景
と
な
る
場
所
・
時
間
・
状
況
な
ど
を
表
す
。
○
現
在
は
，
少
子
化
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
に
よ
り
，
幼
少
期
／
に
お
け
る
／
，
家
族
や
地
域
で
の
人
間
関
係
構
築
の
体
験
的
学
習
も
著
し
く
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
○
通
常
の
状
況
で
は
，
ボ
ー
ト
を
こ
ぐ
能
力
も
，
捕
鯨
船
／
に
お
け
る
／
各
人
の
価
値
を
は
か
る
指
標
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
ニ
カ
ケ
テ
に
か
け
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
か
け
て
（
も
）
」
の
形
で
，
以
下
の
こ
と
の
実
現
が
譲
れ
な
い
根
拠
と
し
て
意
識
さ
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
表
す
。
○
こ
の
娘
は
、
美
し
さ
／
に
か
け
て
／
も
、
心
身
の
麗
質
／
に
か
け
て
／
も
、
全
く
の
と
こ
ろ
そ
な
た
に
劣
ら
ぬ
も
の
と
思
う
。
○
名
探
偵
と
い
わ
れ
た
ジ
ッ
チ
ャ
ン
―
金
田
一
耕
助
の
名
／
に
か
け
て
／
！
(4)
ニ
カ
ン
シ
テ
に
関
し
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
言
語
・
思
考
行
動
の
対
象
・
内
容
や
，
検
討
・
評
価
が
な
さ
れ
る
観
点
・
基
準
を
示
す
。
○
こ
れ
ら
の
知
的
財
産
に
係
る
用
語
／
に
関
し
て
／
，
法
令
・
条
約
等
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
知
的
所
有
権
」
と
い
う
用
語
を
可
能
な
限
り
「
知
的
財
産
」
「
知
的
財
産
権
」
の
用
語
に
統
一
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
○
子
ど
も
の
い
び
き
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
治
し
て
い
く
場
合
，
親
は
治
療
／
に
関
し
て
／
最
終
的
な
選
択
権
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ニ
カ
ン
ス
ル
に
関
す
る
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
関
す
る
Ｎ
」
と
連
体
修
飾
に
用
い
ら
れ
，
言
語
・
思
考
行
動
の
対
象
・
内
容
や
，
検
討
・
評
価
が
な
さ
れ
る
基
準
を
示
す
。
○
賃
金
，
就
業
時
間
，
休
息
そ
の
他
の
勤
労
条
件
／
に
関
す
る
／
基
準
は
，
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。
○
実
業
家
で
も
，
商
人
で
も
，
仕
事
に
対
し
目
的
意
識
を
持
っ
て
努
力
し
て
い
る
と
，
仕
事
／
に
関
す
る
／
ア
イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
い
て
そ
の
人
を
成
功
に
導
い
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
ニ
サ
イ
シ
に
際
し
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
ま
た
，
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
「
Ａ
に
際
し
」
と
い
う
形
で
，
「
Ａ
と
い
う
こ
と
を
行
う
時
に
」
「
Ａ
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
・
起
こ
る
時
に
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
格
助
詞
「
で
」
に
は
置
き
換
え
ら
れ
な
い
。
○
京
都
議
定
書
で
は
、
平
成
２
年
（
千
九
百
九
十
年
）
以
降
の
新
規
植
林
、
再
植
林
及
び
森
林
減
少
等
に
よ
り
ガ
ス
の
排
出
や
吸
収
に
変
化
が
あ
る
場
合
、
削
減
目
標
の
達
成
状
況
の
算
定
／
に
際
し
／
考
慮
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
○
私
も
前
の
夫
と
離
婚
し
て
今
の
夫
と
結
ば
れ
る
／
に
際
し
／
、
子
供
を
連
れ
て
ず
い
ぶ
ん
と
悩
み
ま
し
た
し
苦
労
し
ま
し
た
。
ニ
サ
イ
シ
テ
に
際
し
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
ま
た
，
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
「
Ａ
に
際
し
て
」
と
い
う
形
で
，
「
Ａ
と
い
う
こ
と
を
行
う
時
に
」
「
Ａ
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
・
起
こ
る
時
に
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
格
助
詞
「
で
」
に
は
置
き
換
え
ら
れ
な
い
。
○
さ
い
わ
い
大
学
院
で
学
ぶ
／
に
さ
い
し
て
／
、
オ
ハ
イ
オ
大
の
奨
学
金
も
う
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
○
大
半
の
企
業
に
お
い
て
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
／
に
際
し
て
／
Ｉ
Ｔ
技
術
者
が
不
足
ニ
シ
テ
に
し
て
助
詞
-
格
助
詞
１
．
２
．
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
３
．
名
詞
，
副
詞
に
付
く
。
（
１
）
あ
る
段
階
に
到
達
し
て
初
め
て
何
か
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
表
す
。
（
２
）
「
Ａ
に
し
て
Ｂ
」
の
形
で
，
前
件
Ａ
と
い
う
状
況
の
下
で
，
さ
ら
に
別
の
状
況
が
加
わ
る
こ
と
，
又
は
あ
る
面
と
同
時
に
他
の
面
も
併
せ
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。
（
３
）
あ
る
状
況
を
強
調
す
る
。
○
悔
し
さ
を
ば
ね
に
し
て
、
小
林
宏
が
プ
ロ
入
り
９
年
目
／
に
し
て
／
初
の
完
封
勝
利
を
挙
げ
た
。
○
事
に
敏
／
に
し
て
／
言
に
愼
む
と
は
、
言
葉
よ
り
は
実
行
に
励
む
意
味
で
あ
る
。
(5)
ニ
タ
イ
シ
に
対
し
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
（
１
）
述
語
句
の
動
作
・
行
為
の
向
け
ら
れ
る
対
象
を
取
り
上
げ
て
示
す
。
（
２
）
あ
る
事
物
が
割
り
当
て
ら
れ
た
り
，
代
価
・
お
返
し
等
と
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
対
象
を
取
り
上
げ
て
示
す
。
（
３
）
あ
る
事
物
と
対
照
さ
れ
る
事
物
を
取
り
上
げ
て
示
す
。
○
し
か
し
，
調
べ
／
に
対
し
／
内
田
は
，
関
西
方
面
へ
の
出
張
を
否
定
し
た
と
い
う
。
○
バ
ク
テ
リ
ア
の
大
き
さ
が
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
あ
る
の
／
に
対
し
／
，
ウ
イ
ル
ス
は
ナ
ノ
単
位
で
あ
る
。
ニ
タ
イ
シ
テ
に
対
し
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
（
１
）
述
語
句
の
動
作
・
行
為
の
向
け
ら
れ
る
対
象
を
取
り
上
げ
て
示
す
。
（
２
）
あ
る
事
物
が
割
り
当
て
ら
れ
た
り
，
代
価
・
お
返
し
等
と
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
対
象
を
取
り
上
げ
て
示
す
。
（
３
）
あ
る
事
物
と
対
照
さ
れ
る
事
物
を
取
り
上
げ
て
示
す
。
○
私
の
身
勝
手
な
相
談
／
に
対
し
て
／
，
親
身
に
な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
て
く
れ
た
友
人
・
知
人
た
ち
に
ま
ず
感
謝
し
ま
す
。
○
し
か
し
，
そ
の
こ
と
に
気
づ
け
ば
，
受
け
て
い
る
膨
大
な
恩
恵
／
に
対
し
て
／
な
ん
と
か
報
い
て
い
か
な
け
れ
ば
，
と
考
え
る
筈
で
す
。
ニ
タ
イ
ス
ル
に
対
す
る
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
対
す
る
Ｎ
」
と
連
体
修
飾
に
用
い
ら
れ
，
（
１
）
述
語
句
の
動
作
・
行
為
の
向
け
ら
れ
る
対
象
を
取
り
上
げ
て
示
す
。
（
２
）
あ
る
事
物
が
割
り
当
て
ら
れ
た
り
，
代
価
・
お
返
し
等
と
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
対
象
を
取
り
上
げ
て
示
す
。
（
３
）
あ
る
事
物
と
対
照
さ
れ
る
事
物
を
取
り
上
げ
て
示
す
。
○
こ
の
借
知
は
家
臣
の
給
与
の
削
減
を
意
味
す
る
か
ら
、
家
臣
の
権
利
／
に
対
す
る
／
明
確
な
侵
害
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
○
金
融
所
得
／
に
対
す
る
／
課
税
は
現
在
、
商
品
ご
と
に
税
率
や
課
税
方
式
が
異
な
る
。
ニ
ツ
イ
テ
に
つ
い
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
言
語
・
思
考
行
動
の
対
象
・
内
容
や
，
検
討
・
判
定
・
評
価
が
な
さ
れ
る
観
点
・
指
標
を
示
す
。
割
合
を
示
す
。
○
洋
平
，
彰
也
，
謙
三
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
肝
移
植
／
に
つ
い
て
／
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
，
ド
ナ
ー
の
危
険
率
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
，
そ
の
方
向
で
進
む
こ
と
を
延
彦
に
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
○
ま
ず
，
少
年
非
行
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
／
に
つ
い
て
／
言
及
し
て
お
こ
う
。
ニ
ツ
キ
に
つ
き
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
言
語
・
思
考
行
動
の
対
象
・
内
容
や
，
検
討
・
判
定
・
評
価
が
な
さ
れ
る
観
点
・
指
標
を
示
す
。
理
由
，
割
合
を
示
す
。
○
ま
た
、
地
域
の
主
体
的
な
防
除
を
支
援
す
る
た
め
、
防
除
技
術
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
防
除
体
制
の
整
備
な
ど
／
に
つ
き
／
助
成
す
る
。
○
同
通
信
に
よ
る
と
、
麻
薬
の
「
運
び
屋
」
は
１
回
／
に
つ
き
／
最
高
４
万
ド
ル
（
約
四
百
三
十
六
万
円
）
程
度
を
受
け
取
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
(6)
ニ
ト
ッ
テ
に
と
っ
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
と
っ
て
Ｂ
」
の
形
で
文
の
内
容
・
評
価
を
規
定
す
る
形
で
用
い
ら
れ
，
「
Ａ
に
と
っ
て
Ｂ
」
が
係
っ
て
い
く
文
の
内
容
・
評
価
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
個
別
的
な
判
断
・
捉
え
方
を
す
る
主
体
を
表
す
。
○
家
庭
と
い
う
も
の
が
，
子
ど
も
た
ち
／
に
と
っ
て
／
大
い
に
心
休
ま
る
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
，
私
は
願
っ
て
い
ま
す
。
○
ル
ー
ヴ
ル
最
大
の
財
産
を
鑑
賞
し
な
が
ら
脚
を
休
め
ら
れ
る
の
で
，
多
く
の
入
場
者
／
に
と
っ
て
／
あ
り
が
た
い
憩
い
の
場
だ
。
ニ
ヨ
ッ
テ
に
よ
っ
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
（
１
）
物
事
を
引
き
起
こ
し
た
り
行
っ
た
り
す
る
契
機
・
よ
り
所
・
手
段
・
ゆ
え
ん
と
な
る
事
物
や
人
を
表
す
。
（
２
）
物
事
の
有
り
様
を
区
別
す
る
基
準
・
尺
度
と
な
る
も
の
を
示
す
。
○
そ
し
て
一
九
一
九
年
に
ソ
連
は
レ
ー
ニ
ン
／
に
よ
っ
て
／
，
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
一
党
独
裁
に
よ
る
計
画
経
済
の
社
会
主
義
路
線
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。
○
食
べ
る
物
，
飲
む
物
も
，
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
人
／
に
よ
っ
て
／
活
か
さ
れ
も
す
れ
ば
，
無
駄
に
も
さ
れ
る
。
ニ
ヨ
リ
に
よ
り
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
（
１
）
物
事
を
引
き
起
こ
し
た
り
行
っ
た
り
す
る
契
機
・
よ
り
所
・
手
段
・
ゆ
え
ん
と
な
る
事
物
や
人
を
表
す
。
（
２
）
物
事
の
有
り
様
を
区
別
す
る
基
準
・
尺
度
と
な
る
も
の
を
示
す
。
○
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
，
日
本
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
／
に
よ
り
／
，
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
。
○
イ
ン
ス
リ
ン
の
吸
収
の
早
さ
は
注
射
し
た
部
位
／
に
よ
り
／
少
し
ず
つ
違
い
ま
す
。
ニ
ヨ
ル
に
よ
る
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
よ
る
Ｎ
」
と
連
体
修
飾
に
用
い
ら
れ
，
（
１
）
物
事
を
引
き
起
こ
し
た
り
行
っ
た
り
す
る
契
機
・
よ
り
所
・
手
段
・
ゆ
え
ん
と
な
る
事
物
や
人
を
表
す
。
（
２
）
物
事
の
有
り
様
を
区
別
す
る
基
準
・
尺
度
と
な
る
も
の
を
示
す
。
○
テ
キ
ス
ト
は
五
十
年
代
の
女
優
た
ち
／
に
よ
る
／
映
像
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
○
「
右
腕
」
の
年
齢
／
に
よ
る
／
違
い
を
見
る
と
、
年
齢
が
若
い
ほ
ど
「
代
表
者
の
代
理
」
、
「
代
表
者
の
相
談
役
」
、
「
代
表
者
の
諫
言
役
」
の
割
合
は
低
く
な
り
、
「
新
し
い
取
組
の
担
当
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ニ
ヨ
ル
ト
に
よ
る
と
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
よ
る
と
」
の
形
で
，
情
報
を
提
示
す
る
言
い
方
で
用
い
ら
れ
，
そ
の
情
報
や
判
断
の
出
所
を
表
す
。
後
ろ
に
は
伝
聞
や
推
測
・
断
定
な
ど
の
判
断
を
表
す
表
現
が
続
き
や
す
い
。
○
厚
生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）
／
に
よ
る
と
／
，
現
在
，
丸
山
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
て
い
る
患
者
は
全
国
で
約
一
万
五
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
○
あ
る
計
算
／
に
よ
る
と
／
ジ
ェ
セ
ル
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
完
成
か
ら
ク
フ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
着
工
ま
で
，
わ
ず
か
六
〇
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
(7)
ニ
ヨ
レ
バ
に
よ
れ
ば
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
よ
れ
ば
」
の
形
で
，
情
報
を
提
示
す
る
言
い
方
で
用
い
ら
れ
，
そ
の
情
報
や
判
断
の
出
所
を
表
す
。
後
ろ
に
は
伝
聞
や
推
測
・
断
定
な
ど
の
判
断
を
表
す
表
現
が
続
き
や
す
い
。
○
あ
る
新
聞
記
事
／
に
よ
れ
ば
／
，
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
氏
も
，
夜
間
に
場
所
を
移
動
す
る
と
き
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
○
彼
自
身
の
表
現
／
に
よ
れ
ば
／
，
人
び
と
の
生
活
や
歴
史
や
社
会
に
豊
富
な
理
解
を
有
し
て
い
る
，
柳
田
の
よ
う
な
人
は
「
達
識
者
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
ニ
ワ
タ
ッ
テ
に
わ
た
っ
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
（
Ａ
か
ら
）
Ｂ
に
わ
た
っ
て
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
，
以
下
の
事
柄
が
認
め
ら
れ
る
空
間
的
，
若
し
く
は
時
間
的
範
囲
を
表
す
。
○
地
理
的
に
は
全
地
球
／
に
わ
た
っ
て
／
，
分
野
的
に
は
全
産
業
／
に
わ
た
っ
て
／
，
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
我
々
が
介
入
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
／
に
わ
た
っ
て
／
，
こ
の
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
○
ロ
ッ
ド
の
地
元
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
二
度
／
に
わ
た
っ
て
／
ヒ
ッ
ト
を
記
録
。
ニ
ワ
タ
リ
に
わ
た
り
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
（
Ａ
か
ら
）
Ｂ
に
わ
た
り
」
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
，
以
下
の
事
柄
が
認
め
ら
れ
る
空
間
的
，
若
し
く
は
時
間
的
範
囲
を
表
す
。
○
た
だ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
日
午
後
に
約
一
時
間
／
に
わ
た
り
／
行
わ
れ
た
米
朝
協
議
と
北
朝
鮮
側
の
交
渉
メ
ン
バ
ー
だ
。
○
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
賃
貸
住
宅
に
高
齢
者
が
終
身
／
に
わ
た
り
／
安
心
し
て
居
住
で
き
る
終
身
建
物
賃
貸
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
ニ
ワ
タ
ル
に
わ
た
る
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
わ
た
る
Ｎ
」
と
連
体
修
飾
に
用
い
ら
れ
，
以
下
の
事
柄
が
認
め
ら
れ
る
空
間
的
若
し
く
は
時
間
的
範
囲
を
表
す
。
○
戦
前
の
こ
と
は
あ
え
て
触
れ
な
い
が
、
戦
後
も
長
時
間
／
に
わ
た
る
／
「
拘
束
」
を
告
発
し
た
元
党
員
も
い
る
。
○
十
二
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
今
月
、
シ
ン
シ
ア
は
約
９
年
半
／
に
わ
た
る
／
介
助
犬
と
し
て
の
仕
事
を
引
退
。
ヲ
ツ
ウ
ジ
テ
を
通
じ
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
を
通
じ
て
Ｂ
」
の
形
で
，
（
１
）
Ａ
を
媒
介
・
仲
立
ち
と
し
て
（
２
）
Ａ
の
期
間
ず
っ
と
（
３
）
Ａ
（
の
そ
れ
ぞ
れ
）
に
わ
た
っ
て
総
体
と
し
て
，
と
い
っ
た
意
味
の
修
飾
句
に
な
る
。
○
胃
潰
瘍
で
手
術
な
ん
て
…
と
悩
み
、
知
人
友
人
／
を
通
じ
て
／
、
信
頼
で
き
る
医
者
は
い
な
い
か
と
探
し
は
じ
め
ま
す
。
○
ま
だ
シ
ー
ズ
ン
の
途
中
で
は
あ
る
が
、
「
日
米
／
を
通
じ
て
／
の
首
位
打
者
」
と
い
う
快
挙
も
夢
で
な
く
な
っ
た
。
(8)
ヲ
ハ
ジ
メ
を
は
じ
め
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
（
１
）
「
Ａ
を
は
じ
め
Ｂ
，
Ｃ
（
…
）
」
と
い
っ
た
形
で
，
Ａ
を
代
表
例
と
す
る
並
列
接
続
の
名
詞
句
を
形
成
す
る
。
（
２
）
「
Ａ
ガ
Ｘ
ス
ル
ノ
を
は
じ
め
Ｂ
ガ
（
Ｘ
シ
，
Ｃ
ガ
）
Ｘ
ス
ル
」
と
い
っ
た
形
で
，
「
Ａ
ガ
Ｘ
ス
ル
」
こ
と
を
記
述
の
最
初
と
し
て
類
似
的
な
事
態
を
列
記
す
る
複
文
を
形
成
す
る
。
○
江
戸
／
を
は
じ
め
／
，
京
都
・
大
坂
の
大
都
市
で
は
，
整
然
た
る
自
治
制
が
布
か
れ
て
い
た
。
○
朝
日
新
聞
が
ト
ッ
プ
で
記
事
で
報
じ
た
の
／
を
始
め
／
，
世
間
か
ら
「
配
慮
不
足
，
無
責
任
，
軽
率
」
と
，
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
，
袋
叩
き
に
さ
れ
た
。
ヲ
メ
グ
ル
を
め
ぐ
る
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
を
め
ぐ
る
Ｂ
」
の
形
で
，
や
り
取
り
・
対
立
が
な
さ
れ
る
懸
案
事
項
・
問
題
点
・
争
点
と
な
る
事
柄
を
示
す
。
中
心
の
物
事
を
取
り
巻
く
周
辺
の
諸
事
を
取
り
上
げ
る
意
味
。
○
医
療
現
場
で
の
薬
剤
師
／
を
め
ぐ
る
／
論
議
に
は
堂
々
巡
り
の
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
○
こ
の
事
例
を
通
し
て
、
周
波
数
／
を
め
ぐ
る
／
Ｆ
Ｃ
Ｃ
の
迷
走
ぶ
り
を
見
て
み
よ
う
。
ヲ
モ
ッ
テ
を
も
っ
て
助
詞
-
格
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
を
も
っ
て
Ｂ
」
の
形
で
，
（
１
）
Ｂ
の
こ
と
を
す
る
た
め
に
用
い
る
手
段
・
方
法
・
概
念
を
示
す
。
（
２
）
Ｂ
の
こ
と
が
な
さ
れ
る
基
準
と
な
る
時
点
・
段
階
を
示
す
。
○
そ
れ
は
簡
単
な
仕
事
で
は
な
く
，
当
の
ベ
テ
ラ
ン
職
人
に
よ
れ
ば
，
二
十
年
間
の
経
験
／
を
も
っ
て
／
し
て
も
特
殊
な
綿
菓
子
の
粘
り
を
出
す
の
は
難
し
い
と
言
う
の
だ
っ
た
。
○
不
良
債
権
と
し
て
の
処
理
は
，
個
人
が
債
務
保
証
を
す
る
こ
と
で
ま
と
ま
り
，
平
成
１
３
年
／
を
も
っ
て
／
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ダ
ケ
デ
ナ
ク
だ
け
で
な
く
助
詞
-
副
助
詞
名
詞
に
付
く
。
ま
た
，
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
だ
け
で
な
く
Ｂ
」
の
形
で
，
あ
る
も
の
だ
け
に
限
定
せ
ず
ほ
か
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
表
す
。
○
西
欧
人
の
心
を
搔
き
立
て
た
／
だ
け
で
な
く
／
、
ジ
パ
ン
グ
伝
説
は
、
実
際
に
大
き
く
世
界
史
を
動
か
し
た
。
○
言
葉
／
だ
け
じ
ゃ
な
く
／
、
ロ
ー
ブ
の
腰
紐
も
使
っ
た
り
し
て
。
手
袋
は
し
た
ま
ま
。
ニ
カ
ギ
ラ
ズ
に
限
ら
ず
助
詞
-
副
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
限
ら
ず
」
の
形
で
，
「
Ａ
は
他
に
類
例
も
あ
っ
て
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
○
重
た
く
湿
っ
た
情
緒
を
想
像
し
が
ち
だ
が
、
「
瞼
の
母
」
／
に
限
ら
ず
／
、
代
表
的
な
戯
曲
の
読
後
感
は
す
っ
き
り
し
て
い
る
。
○
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
／
に
限
ら
ず
／
、
生
で
食
べ
る
と
あ
た
り
や
す
い
食
品
は
多
々
あ
る
も
の
で
す
。
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
の
み
な
ら
ず
助
詞
-
副
助
詞
名
詞
に
付
く
。
ま
た
，
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
の
み
な
ら
ず
Ｂ
」
の
形
で
，
あ
る
も
の
だ
け
に
限
定
せ
ず
ほ
か
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
表
す
。
○
疲
労
の
蓄
積
を
通
じ
て
労
働
者
の
労
働
の
質
を
低
下
さ
せ
る
／
の
み
な
ら
ず
／
、
健
康
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
労
働
者
本
人
及
び
そ
の
家
族
を
不
幸
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
○
彼
ら
の
持
つ
技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
個
人
／
の
み
な
ら
ず
／
、
国
家
に
と
っ
て
も
貴
重
な
財
産
と
い
え
る
。
(9)
ト
イ
エ
ド
モ
と
い
え
ど
も
助
詞
-
係
助
詞
名
詞
に
付
く
。
「
Ａ
と
い
え
ど
も
Ｂ
」
の
形
で
，
「
そ
れ
が
Ａ
で
あ
る
と
い
う
並
々
な
ら
ぬ
こ
と
，
若
し
く
は
軽
く
扱
わ
れ
そ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
そ
れ
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
Ｂ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
関
係
を
示
す
。
○
３
試
合
連
続
で
ス
タ
メ
ン
起
用
さ
れ
、
１
打
席
／
と
い
え
ど
も
／
ム
ダ
に
し
た
く
な
い
心
境
だ
っ
た
よ
う
だ
。
○
そ
の
オ
ー
ル
の
動
き
を
止
め
た
ら
ミ
ズ
ス
マ
シ
／
と
い
え
ど
も
／
沈
没
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
必
死
な
の
で
す
。
ト
イ
ッ
テ
モ
と
い
っ
て
も
助
詞
-
係
助
詞
文
あ
る
い
は
文
相
当
の
語
句
に
付
く
。
「
Ａ
と
い
っ
て
も
Ｂ
」
の
形
で
，
基
本
的
に
前
件
Ａ
の
内
容
か
ら
推
論
さ
れ
る
事
柄
を
否
認
す
る
意
味
の
後
件
Ｂ
を
導
く
言
い
方
で
用
い
ら
れ
る
。
○
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
／
と
い
っ
て
も
／
高
価
な
古
美
術
品
で
は
な
く
、
気
軽
な
も
の
で
す
。
○
シ
カ
が
増
え
て
困
る
／
と
い
っ
て
も
／
、
そ
れ
は
エ
ゾ
オ
オ
カ
ミ
を
絶
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
自
業
自
得
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ト
キ
タ
ラ
と
き
た
ら
助
詞
-
係
助
詞
名
詞
に
付
く
。
「
Ａ
と
き
た
ら
Ｂ
」
の
形
で
，
主
題
提
示
の
形
式
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
Ａ
が
Ｂ
で
あ
る
こ
と
を
，
並
々
な
ら
ぬ
こ
と
だ
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
上
げ
る
言
い
方
で
あ
る
。
○
や
さ
し
い
ふ
り
を
し
て
い
て
も
、
心
は
は
ら
黒
い
。
話
す
こ
と
／
と
き
た
ら
／
、
う
そ
ば
か
り
だ
。
○
な
の
に
瞳
子
さ
ん
／
と
き
た
ら
／
、
三
十
秒
も
た
た
な
い
う
ち
に
顔
を
離
し
て
、
い
き
な
り
宣
っ
た
の
だ
っ
た
。
ニ
イ
タ
ッ
テ
ハ
に
至
っ
て
は
助
詞
-
係
助
詞
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
至
っ
て
は
」
の
形
で
，
話
題
に
な
っ
て
い
る
一
連
の
事
柄
の
中
か
ら
，
特
に
注
目
さ
れ
る
・
問
題
に
な
る
事
柄
Ａ
を
取
り
上
げ
て
，
以
下
に
ど
の
よ
う
な
点
で
注
目
さ
れ
る
・
問
題
に
な
る
の
か
を
延
べ
る
表
現
。
○
そ
し
て
結
末
／
に
い
た
っ
て
は
／
、
驚
愕
と
い
う
よ
り
も
…
の
世
界
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
○
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
浸
し
た
蟹
の
ビ
ネ
ガ
ー
・
ソ
ー
ス
が
け
／
に
至
っ
て
は
／
一
瞬
こ
の
世
に
生
き
る
悩
み
の
す
べ
て
を
忘
却
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
美
味
だ
っ
た
。
ニ
シ
タ
ッ
テ
に
し
た
っ
て
助
詞
-
係
助
詞
動
詞
の
ス
ル
形
（
シ
テ
イ
ル
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
ま
た
，
名
詞
に
付
く
。
（
１
）
「
Ａ
に
し
た
っ
て
Ｂ
」
の
形
で
，
複
文
を
形
成
し
て
用
い
ら
れ
，
前
件
Ａ
の
事
柄
が
あ
る
こ
と
は
承
認
さ
れ
る
と
し
て
も
，
後
件
Ｂ
の
事
柄
は
そ
れ
に
よ
っ
て
無
効
に
な
る
こ
と
な
く
あ
る
と
い
う
関
係
を
表
す
。
（
２
）
「
Ｎ
に
し
た
っ
て
」
の
形
で
，
Ｎ
を
題
目
と
し
て
取
り
立
て
る
。
人
物
の
ほ
か
，
無
生
物
に
も
用
い
ら
れ
る
。
○
そ
の
つ
も
り
で
こ
こ
へ
来
た
。
ど
こ
か
へ
逃
げ
出
す
／
に
し
た
っ
て
／
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
死
ん
だ
も
同
然
だ
し
な
。
会
い
た
い
や
つ
に
は
、
会
っ
て
お
こ
う
と
思
っ
た
」
○
だ
か
ら
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
に
し
た
っ
て
／
、
あ
の
短
時
間
の
う
ち
に
ど
う
し
て
こ
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
の
か
。
ウ
エ
デ
上
で
助
詞
-
接
続
助
詞
１
．
動
詞
の
シ
タ
形
に
付
く
。
ま
た
，
動
作
的
名
詞
＋
「
の
」
に
付
く
。
２
．
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
（
１
）
「
Ａ
シ
タ
／
ノ
上
で
Ｂ
」
の
形
で
，
「
Ａ
す
る
こ
と
を
す
ま
せ
て
Ｂ
す
る
」
と
い
う
出
来
事
の
継
起
関
係
を
表
す
。
（
２
）
「
Ａ
ス
ル
上
で
Ｂ
」
の
形
で
，
「
Ａ
を
す
る
場
合
／
過
程
の
中
で
」
と
い
う
場
合
や
過
程
に
お
け
る
問
題
点
・
注
意
点
な
ど
を
表
す
。
○
そ
れ
だ
け
の
腕
が
あ
っ
た
／
上
で
／
、
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
を
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
○
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
が
、
安
保
理
改
革
を
進
め
る
／
上
で
／
弾
み
に
な
っ
て
い
る
。
(10)
ウ
エ
ニ
上
に
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
）
に
付
く
。
「
Ａ
上
に
Ｂ
」
の
形
で
，
前
件
Ａ
の
事
柄
に
加
え
て
後
件
Ｂ
の
事
柄
も
あ
っ
た
・
な
さ
れ
た
と
い
う
関
係
を
表
す
。
○
だ
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
で
観
光
客
が
減
少
し
た
／
う
え
に
／
、
設
備
投
資
額
が
膨
ら
ん
だ
た
め
利
用
料
金
が
割
高
に
な
り
、
収
入
は
見
込
み
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
○
「
３
時
間
待
ち
の
３
分
診
療
」
と
混
雑
ぶ
り
が
揶
揄
さ
れ
る
／
上
に
／
、
事
故
事
例
も
目
に
付
く
。
ウ
エ
ハ
上
は
助
詞
-
接
続
助
詞
動
詞
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
に
付
く
。
「
Ａ
上
は
Ｂ
」
の
形
で
，
後
件
Ｂ
の
よ
う
な
認
識
や
意
志
，
命
令
や
問
い
掛
け
を
述
べ
る
に
当
た
り
，
そ
れ
が
前
件
Ａ
の
事
柄
の
成
立
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
と
い
う
関
係
を
示
す
。
○
「
僧
形
と
な
っ
た
／
う
え
は
／
は
、
諸
事
簡
素
に
心
掛
け
た
い
。
賄
い
の
心
配
無
用
で
あ
る
」
○
「
左
程
御
決
断
有
ら
れ
る
／
上
は
／
は
、
い
か
で
大
将
の
命
に
は
背
く
ま
じ
」
と
答
え
て
、
伝
十
郎
は
引
き
下
が
っ
た
と
い
う
（
『
庄
内
戦
争
録
』
戦
争
余
談
）
。
カ
ト
オ
モ
ウ
ト
か
と
思
う
と
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
ま
た
，
名
詞
に
付
く
。
「
Ａ
か
と
思
う
と
Ｂ
」
の
形
で
，
（
１
）
前
件
Ａ
の
出
来
事
の
成
立
に
引
き
続
い
て
，
多
く
は
ほ
ぼ
同
時
的
に
後
件
Ｂ
の
出
来
事
が
成
立
す
る
と
い
う
関
係
を
述
べ
る
。
（
２
）
前
件
Ａ
の
事
柄
が
あ
る
一
方
で
，
そ
れ
と
は
対
立
す
る
よ
う
な
後
件
Ｂ
の
事
柄
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
（
３
）
前
件
Ａ
の
よ
う
に
予
想
・
期
待
さ
れ
た
の
に
対
し
，
実
際
は
後
件
Ｂ
の
と
お
り
，
そ
れ
と
は
反
す
る
事
柄
が
成
り
立
つ
こ
と
を
述
べ
る
。
○
彼
ら
水
戸
武
士
は
、
こ
う
し
た
貧
乏
か
ら
の
脱
出
作
戦
を
講
ず
る
の
／
か
と
思
う
と
／
、
そ
う
い
う
方
向
に
は
思
考
は
働
か
ず
、
か
な
り
特
異
な
自
己
愛
の
発
露
の
仕
方
を
見
せ
る
。
○
「
あ
の
ね
。
い
ち
い
ち
採
点
さ
れ
て
る
／
か
と
思
う
と
／
没
頭
で
き
な
い
ん
ス
け
ど
」
カ
ト
オ
モ
ッ
タ
ラ
か
と
思
っ
た
ら
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
ま
た
，
名
詞
に
付
く
。
「
Ａ
か
と
思
っ
た
ら
Ｂ
」
の
形
で
，
（
１
）
前
件
Ａ
の
出
来
事
の
成
立
に
引
き
続
い
て
，
多
く
は
ほ
ぼ
同
時
的
に
後
件
Ｂ
の
出
来
事
が
成
立
す
る
と
い
う
関
係
を
述
べ
る
。
（
２
）
前
件
Ａ
の
よ
う
に
予
想
・
期
待
さ
れ
た
の
に
対
し
，
実
際
は
後
件
Ｂ
の
と
お
り
，
そ
れ
と
は
反
す
る
事
柄
が
成
り
立
つ
こ
と
を
述
べ
る
。
○
そ
れ
に
、
熱
心
に
本
を
読
ん
で
い
た
／
か
と
思
っ
た
ら
／
と
つ
ぜ
ん
興
味
を
な
く
し
て
去
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
カ
の
こ
と
も
気
に
な
り
始
め
た
。
○
あ
た
し
は
息
を
吸
い
こ
み
、
そ
れ
か
ら
吐
き
出
し
た
。
た
め
息
で
は
な
い
。
胸
が
痛
む
／
か
と
思
っ
た
ら
／
痛
ま
な
か
っ
た
の
だ
。
痛
む
と
思
っ
た
の
に
。
ガ
ハ
ヤ
イ
カ
が
早
い
か
助
詞
-
接
続
助
詞
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
「
Ａ
が
早
い
か
Ｂ
」
の
形
で
，
複
文
を
形
成
し
，
前
件
Ａ
の
出
来
事
が
起
こ
る
の
と
ほ
ぼ
同
時
あ
る
い
は
瞬
時
後
に
後
件
Ｂ
の
出
来
事
が
起
こ
る
と
い
う
関
係
を
表
す
。
○
い
う
／
が
早
い
か
／
、
下
っ
端
四
天
王
は
一
斉
に
疾
風
に
襲
い
か
か
っ
た
。
○
朝
の
食
事
が
す
む
／
が
早
い
か
／
、
お
れ
は
さ
っ
そ
く
お
ば
に
つ
か
ま
っ
て
、
隅
の
ほ
う
へ
連
れ
て
ゆ
か
れ
た
。
(11)
カ
ラ
ト
イ
ッ
テ
か
ら
と
い
っ
て
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
か
ら
と
い
っ
て
Ｂ
」
の
形
で
，
複
文
を
形
成
し
，
前
件
Ａ
を
根
拠
と
し
て
普
通
下
さ
れ
る
Ｂ
と
い
う
判
断
が
正
し
い
と
は
言
え
な
い
と
い
う
意
味
を
表
す
。
○
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
解
説
し
た
／
か
ら
と
い
っ
て
／
、
多
く
の
人
に
は
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
の
ま
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
○
米
国
が
ボ
ン
と
攻
撃
し
た
／
か
ら
と
言
っ
て
／
、
こ
の
ま
ま
で
は
資
金
協
力
も
で
き
な
い
。
カ
ラ
ニ
ハ
か
ら
に
は
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
か
ら
に
は
Ｂ
」
の
形
で
，
複
文
を
構
成
し
て
用
い
ら
れ
，
「
Ａ
と
い
う
事
実
が
あ
る
以
上
，
必
然
的
に
Ｂ
」
と
い
う
関
係
を
表
す
。
○
連
載
す
る
っ
て
言
っ
た
／
か
ら
に
は
／
約
束
は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。
○
エ
ス
コ
フ
ィ
エ
と
い
う
／
か
ら
に
は
／
、
同
じ
も
の
を
作
っ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
タ
ト
コ
ロ
た
と
こ
ろ
助
詞
-
接
続
助
詞
動
詞
の
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
た
と
こ
ろ
Ｂ
」
の
形
で
，
Ａ
Ｂ
の
継
起
を
記
述
す
る
。
Ａ
に
は
単
な
る
き
っ
か
け
や
前
置
き
が
入
る
。
○
見
渡
し
／
た
と
こ
ろ
／
、
帰
っ
て
い
く
船
は
ほ
か
に
な
か
っ
た
。
○
植
木
鉢
に
良
い
と
聞
い
て
入
れ
／
た
と
こ
ろ
／
、
表
面
が
カ
ビ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
タ
ト
コ
ロ
デ
た
と
こ
ろ
で
助
詞
-
接
続
助
詞
動
詞
の
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
た
と
こ
ろ
で
Ｂ
」
の
形
で
，
逆
接
の
意
味
で
仮
定
条
件
に
も
確
定
条
件
に
も
用
い
ら
れ
，
前
件
Ａ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
場
合
で
も
，
（
１
）
そ
れ
は
特
に
意
味
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
後
件
Ｂ
を
導
く
。
（
２
）
あ
る
い
は
，
そ
れ
に
左
右
さ
れ
ず
，
後
件
Ｂ
の
事
柄
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
・
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
あ
る
と
い
う
関
係
を
述
べ
る
。
○
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
を
「
大
量
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
置
き
換
え
／
た
と
こ
ろ
で
／
、
問
題
を
先
送
り
す
る
だ
け
だ
。
○
だ
か
ら
と
い
っ
て
相
手
方
に
損
害
賠
償
請
求
し
／
た
と
こ
ろ
で
／
何
が
解
決
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
。
タ
メ
ニ
た
め
に
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
た
め
に
Ｂ
」
の
形
で
，
（
１
）
前
件
Ａ
を
目
的
と
し
て
，
後
件
Ｂ
を
行
う
と
い
う
関
係
を
示
す
。
（
２
）
前
件
Ａ
を
原
因
・
理
由
と
し
て
，
後
件
Ｂ
を
述
べ
る
。
○
時
間
の
大
切
さ
を
尊
重
す
る
意
識
を
広
め
る
／
為
に
／
記
念
日
を
設
置
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
○
Ｊ
リ
ー
グ
二
部
の
コ
ン
サ
ド
ー
レ
は
昨
年
、
成
績
が
悪
か
っ
た
／
た
め
に
／
観
客
数
が
大
き
く
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ト
シ
タ
ラ
と
し
た
ら
助
詞
-
接
続
助
詞
文
あ
る
い
は
文
相
当
の
語
句
に
付
く
。
「
Ａ
と
し
た
ら
Ｂ
」
の
形
で
，
前
件
Ａ
の
内
容
を
一
旦
そ
う
考
え
ら
れ
る
と
設
定
し
，
そ
れ
に
基
づ
く
と
，
後
件
Ｂ
の
よ
う
な
帰
結
に
な
る
と
い
う
論
理
関
係
を
述
べ
る
。
○
一
風
堂
に
一
日
一
千
人
の
お
客
様
が
来
店
し
て
く
だ
さ
る
／
と
し
た
ら
／
，
二
百
人
は
「
と
て
も
良
い
店
だ
」
と
満
足
し
，
六
百
人
は
「
ま
あ
，
こ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
。
○
仮
に
バ
ー
ノ
ン
が
ペ
チ
ュ
ニ
ア
と
同
じ
年
だ
っ
た
／
と
し
た
ら
／
当
時
二
五
歳
ぐ
ら
い
に
な
り
，
そ
れ
で
い
て
「
近
頃
の
若
い
や
つ
ら
」
発
言
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
(12)
ト
シ
テ
モ
と
し
て
も
助
詞
-
接
続
助
詞
文
あ
る
い
は
文
相
当
の
語
句
に
付
く
。
「
Ａ
と
し
て
も
Ｂ
」
の
形
で
，
前
件
Ａ
の
よ
う
な
事
柄
が
成
り
立
つ
（
あ
る
）
と
一
旦
考
え
た
場
合
で
も
，
そ
れ
と
対
立
す
る
・
相
反
す
る
事
柄
と
し
て
後
件
Ｂ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
○
安
易
に
海
外
に
「
安
価
で
豊
富
な
労
働
力
」
を
求
め
よ
う
／
と
し
て
も
／
、
必
ず
し
も
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
○
Ｄ
二
千
七
百
が
女
性
だ
／
と
し
て
も
／
、
そ
れ
ま
で
の
「
時
代
と
と
も
に
脳
は
拡
大
す
る
」
と
い
う
常
識
に
初
め
て
の
例
外
を
ド
マ
ニ
シ
は
作
っ
た
。
ト
ス
レ
バ
と
す
れ
ば
助
詞
-
接
続
助
詞
文
あ
る
い
は
文
相
当
の
語
句
に
付
く
。
「
Ａ
と
す
れ
ば
Ｂ
」
の
形
で
，
前
件
Ａ
の
内
容
を
一
旦
そ
う
考
え
ら
れ
る
と
設
定
し
，
そ
れ
に
基
づ
く
と
，
後
件
Ｂ
の
よ
う
な
帰
結
に
な
る
と
い
う
論
理
関
係
を
述
べ
る
。
○
ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
が
具
体
的
な
物
質
を
表
わ
す
名
詞
だ
／
と
す
れ
ば
／
、
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
は
形
而
上
学
的
な
概
念
で
あ
る
。
○
「
問
題
が
政
治
利
用
さ
れ
る
／
と
す
れ
ば
／
非
生
産
的
」
と
民
主
党
を
批
判
し
た
。
ト
ド
ウ
ジ
ニ
と
同
時
に
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
に
付
く
。
「
Ａ
と
同
時
に
Ｂ
」
の
形
で
，
（
１
）
事
柄
Ａ
の
起
こ
っ
た
直
後
に
次
の
事
柄
Ｂ
が
起
こ
る
こ
と
，
Ａ
Ｂ
二
つ
の
事
柄
が
同
時
に
起
こ
る
こ
と
を
表
す
。
（
２
）
一
つ
の
事
物
の
両
面
性
Ａ
Ｂ
（
時
に
は
正
反
対
の
性
質
を
有
す
る
）
を
対
比
的
に
示
す
。
こ
こ
で
は
時
間
的
前
後
関
係
の
意
味
に
お
け
る
同
時
性
は
全
く
問
題
と
さ
れ
な
い
。
○
総
馬
が
踏
み
こ
む
／
と
同
時
に
／
左
手
で
数
江
の
胸
を
つ
い
た
の
を
元
八
郎
は
見
た
。
○
火
を
使
わ
な
い
気
楽
さ
が
重
宝
さ
れ
る
／
と
同
時
に
／
、
保
温
機
能
の
出
番
が
減
る
な
ど
、
使
わ
れ
方
の
変
化
が
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。
ト
ト
モ
ニ
と
と
も
に
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
に
付
く
。
「
Ａ
と
と
も
に
Ｂ
」
の
形
で
，
一
方
の
動
作
・
変
化
に
応
じ
て
別
の
動
作
・
変
化
が
起
こ
る
と
い
う
意
味
や
，
二
つ
の
こ
と
が
同
時
に
起
こ
る
と
い
う
意
味
を
表
す
。
○
広
葉
樹
な
ど
の
郷
土
樹
種
の
導
入
を
行
う
／
と
と
も
に
／
、
湿
地
及
び
生
態
系
の
復
元
等
を
実
施
す
る
。
○
海
外
安
全
意
識
啓
発
資
料
の
一
層
の
充
実
を
図
る
／
と
と
も
に
／
，
ビ
デ
オ
の
貸
出
，
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
無
料
配
布
等
を
行
う
。
ト
ハ
イ
エ
と
は
い
え
助
詞
-
接
続
助
詞
文
あ
る
い
は
文
相
当
の
語
句
に
付
く
。
「
Ａ
と
は
い
え
Ｂ
」
の
形
で
，
前
件
Ａ
の
事
実
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
，
後
件
Ｂ
の
事
実
は
，
無
効
に
な
ら
ず
確
か
に
存
在
す
る
と
い
う
関
係
付
け
で
前
件
と
後
件
と
を
結
ぶ
。
○
事
前
調
査
不
足
の
た
め
／
と
は
言
え
／
，
専
門
外
の
燃
料
部
門
に
足
を
引
っ
張
ら
れ
た
の
だ
か
ら
確
か
に
お
気
の
毒
だ
。
○
そ
の
後
，
和
平
し
た
／
と
は
い
え
／
，
昔
日
の
怨
み
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
ニ
カ
カ
ワ
ラ
ズ
に
関
わ
ら
ず
助
詞
-
接
続
助
詞
名
詞
に
付
く
。
ま
た
，
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
関
わ
ら
ず
Ｂ
」
の
形
で
，
異
な
り
を
含
ん
で
成
り
立
つ
名
詞
，
又
は
対
立
す
る
二
つ
の
事
柄
を
表
す
表
現
を
受
け
て
，
「
そ
れ
ら
に
関
係
な
く
」
「
そ
れ
ら
を
問
題
と
せ
ず
に
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。
○
こ
ち
ら
は
、
フ
ァ
ン
同
士
が
年
齢
、
性
別
、
趣
味
、
ブ
ロ
グ
の
内
容
／
に
関
わ
ら
ず
／
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
交
わ
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。
○
巫
術
を
仕
掛
け
れ
ば
、
孔
子
が
意
識
す
る
し
な
い
／
に
関
わ
ら
ず
／
、
手
前
の
空
間
で
焼
き
落
と
さ
れ
る
か
、
反
射
的
に
呪
い
返
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
(13)
ニ
シ
タ
ガ
イ
に
し
た
が
い
助
詞
-
接
続
助
詞
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
ま
た
，
名
詞
に
付
く
。
「
Ａ
に
し
た
が
い
Ｂ
」
の
形
で
，
Ｂ
で
表
さ
れ
る
事
柄
が
Ａ
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
○
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
至
適
治
療
条
件
が
明
確
に
さ
れ
る
／
に
し
た
が
い
／
、
本
症
の
予
後
が
改
善
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
○
帽
子
の
形
も
時
の
経
過
／
に
従
い
／
、
流
行
り
廃
り
が
あ
り
ま
す
。
ニ
シ
タ
ガ
ッ
テ
に
し
た
が
っ
て
助
詞
-
接
続
助
詞
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
ま
た
，
名
詞
に
付
く
。
「
Ａ
に
し
た
が
っ
て
Ｂ
」
の
形
で
，
Ｂ
で
表
さ
れ
る
事
柄
が
Ａ
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
○
生
ま
れ
て
か
ら
の
記
憶
量
が
増
え
る
／
に
し
た
が
っ
て
／
前
世
の
そ
れ
は
失
わ
れ
て
い
く
の
だ
と
も
。
○
そ
の
経
済
的
独
立
性
が
高
く
な
る
／
に
従
っ
て
／
か
ま
ど
も
ま
た
分
割
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ニ
シ
テ
ハ
に
し
て
は
助
詞
-
接
続
助
詞
１
．
動
詞
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
２
．
名
詞
（
名
詞
節
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
し
て
は
Ｂ
」
の
形
で
，
条
件
Ａ
と
結
果
Ｂ
を
比
較
し
，
期
待
・
予
想
・
標
準
と
の
間
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
表
す
。
○
喜
び
を
分
け
合
う
／
に
し
て
は
／
、
か
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
か
あ
ま
り
酒
を
飲
ん
で
い
な
か
っ
た
。
○
二
十
代
後
半
の
女
／
に
し
て
は
／
大
人
っ
ぽ
い
女
だ
と
思
っ
て
い
た
。
ニ
シ
テ
モ
に
し
て
も
助
詞
-
接
続
助
詞
１
．
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
２
．
単
語
（
主
に
名
詞
句
）
に
付
く
。
（
１
）
「
Ａ
に
し
て
も
Ｂ
」
と
複
文
を
形
成
し
て
用
い
ら
れ
，
前
件
Ａ
の
事
柄
が
あ
る
こ
と
は
承
認
さ
れ
る
と
し
て
も
，
後
件
Ｂ
の
事
柄
は
そ
れ
に
よ
っ
て
無
効
に
な
る
こ
と
な
く
あ
る
と
い
う
関
係
を
示
す
。
（
２
）
「
Ａ
に
し
て
も
Ｂ
に
し
て
も
」
の
形
で
，
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
二
つ
の
も
の
，
対
立
す
る
二
つ
の
物
事
を
取
り
上
げ
て
，
そ
の
両
方
を
指
す
。
○
通
訳
の
性
質
か
ら
し
て
完
全
に
正
確
な
通
訳
は
困
難
で
あ
る
／
に
し
て
も
／
，
質
問
の
し
か
た
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
発
言
の
趣
旨
を
確
認
す
る
努
力
を
す
る
こ
と
や
事
後
的
確
認
の
た
め
に
録
音
化
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
○
そ
ん
な
少
子
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
に
，
早
稲
田
大
／
に
し
て
も
／
慶
應
大
／
に
し
て
も
／
，
募
集
定
員
を
増
や
し
て
い
る
。
ニ
シ
ロ
に
し
ろ
助
詞
-
接
続
助
詞
１
．
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
２
．
単
語
（
主
に
名
詞
句
）
に
付
く
。
（
１
）
「
Ａ
に
し
ろ
Ｂ
」
と
複
文
を
形
成
し
て
用
い
ら
れ
，
前
件
Ａ
の
事
柄
が
あ
る
こ
と
は
承
認
さ
れ
る
と
し
て
も
，
後
件
Ｂ
の
事
柄
は
そ
れ
に
よ
っ
て
無
効
に
な
る
こ
と
な
く
あ
る
と
い
う
関
係
を
示
す
。
（
２
）
「
Ａ
に
し
ろ
Ｂ
に
し
ろ
」
の
形
で
，
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
二
つ
の
も
の
，
対
立
す
る
二
つ
の
物
事
を
取
り
上
げ
て
，
そ
の
両
方
を
指
す
。
○
そ
の
後
、
勉
強
で
身
を
立
て
る
／
に
し
ろ
／
、
別
の
目
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
／
に
し
ろ
／
、
人
間
性
の
基
礎
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
成
功
は
お
ぼ
つ
か
な
い
で
し
ょ
う
。
○
ア
パ
ー
ト
／
に
し
ろ
／
一
軒
家
／
に
し
ろ
／
、
こ
の
あ
た
り
の
住
宅
の
“
売
り
”
は
プ
ー
ル
と
庭
。
ニ
セ
ヨ
に
せ
よ
助
詞
-
接
続
助
詞
１
．
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
２
．
単
語
（
主
に
名
詞
句
）
に
付
く
。
（
１
）
「
Ａ
に
せ
よ
Ｂ
」
と
複
文
を
形
成
し
て
用
い
ら
れ
，
前
件
Ａ
の
事
柄
が
あ
る
こ
と
は
承
認
さ
れ
る
と
し
て
も
，
後
件
Ｂ
の
事
柄
は
そ
れ
に
よ
っ
て
無
効
に
な
る
こ
と
な
く
あ
る
と
い
う
関
係
を
示
す
。
（
２
）
「
Ａ
に
せ
よ
Ｂ
に
せ
よ
」
の
形
で
，
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
二
つ
の
も
の
，
対
立
す
る
二
つ
の
物
事
を
取
り
上
げ
て
，
そ
の
両
方
を
指
す
。
○
た
と
え
神
々
が
不
死
と
い
う
、
人
間
に
は
与
え
ら
れ
な
い
特
性
を
持
つ
／
に
せ
よ
／
、
そ
う
い
う
有
様
で
は
、
人
間
の
神
々
に
た
い
す
る
尊
敬
を
失
う
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
○
い
ず
れ
／
に
せ
よ
／
松
井
は
、
い
ま
の
巨
人
で
ひ
と
り
「
浮
い
た
」
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
(14)
ニ
ツ
レ
に
つ
れ
助
詞
-
接
続
助
詞
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
ま
た
，
名
詞
に
付
く
。
「
Ａ
に
つ
れ
Ｂ
」
と
い
う
形
で
，
二
つ
の
異
な
る
動
作
や
状
況
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
○
蒸
し
上
が
る
／
に
つ
れ
／
、
ス
パ
イ
ス
の
香
り
が
キ
ッ
チ
ン
に
た
ち
こ
め
る
。
○
地
方
で
は
市
町
村
合
併
が
本
格
化
す
る
／
に
つ
れ
／
、
「
国
と
市
町
村
の
中
二
階
」
と
い
わ
れ
る
都
道
府
県
の
再
編
が
次
の
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。
ニ
ツ
レ
テ
に
つ
れ
て
助
詞
-
接
続
助
詞
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
ま
た
，
名
詞
に
付
く
。
「
Ａ
に
つ
れ
て
Ｂ
」
と
い
う
形
で
，
二
つ
の
異
な
る
動
作
や
状
況
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
○
今
年
入
居
と
来
年
入
居
の
差
は
、
借
入
額
が
少
な
く
な
る
／
に
つ
れ
て
／
小
さ
く
な
る
。
○
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
十
数
人
が
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
戦
況
の
悪
化
／
に
つ
れ
て
／
当
局
の
締
め
付
け
が
さ
ら
に
強
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
ニ
モ
カ
カ
ワ
ラ
ズ
に
も
関
わ
ら
ず
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
に
も
関
わ
ら
ず
Ｂ
」
と
複
文
を
形
成
し
て
用
い
ら
れ
，
前
件
Ａ
の
こ
と
が
あ
る
の
に
，
こ
れ
が
期
待
さ
れ
る
事
柄
を
引
き
出
す
契
機
と
な
ら
ず
，
後
件
Ｂ
の
よ
う
な
期
待
に
反
し
た
事
柄
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
を
述
べ
る
。
○
暖
か
い
コ
ー
ト
を
着
て
い
た
／
に
も
か
か
わ
ら
ず
／
，
時
折
吹
く
突
風
で
身
も
凍
え
そ
う
に
な
っ
た
。
○
小
さ
な
化
け
物
は
，
瀕
死
の
重
傷
で
あ
る
／
に
も
か
か
わ
ら
ず
／
，
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
し
て
瞬
時
に
姿
を
消
し
た
。
モ
ノ
ノ
も
の
の
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
ス
ル
／
シ
タ
も
の
の
Ｂ
」
の
形
で
，
事
実
と
し
て
前
件
Ａ
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
あ
る
が
，
そ
こ
か
ら
予
想
・
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
は
違
い
，
後
件
Ｂ
だ
と
い
う
関
係
を
述
べ
る
。
○
運
輸
業
は
、
非
自
発
的
失
業
者
の
割
合
は
就
業
者
平
均
よ
り
や
や
少
な
い
／
も
の
の
／
長
期
失
業
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
○
一
時
期
に
比
べ
、
値
が
下
が
っ
た
／
も
の
の
／
依
然
と
し
て
高
価
な
部
類
に
入
る
。
ヤ
イ
ナ
ヤ
や
否
や
助
詞
-
接
続
助
詞
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
「
Ａ
や
否
や
Ｂ
」
の
形
で
，
複
文
を
形
成
し
て
，
全
件
Ａ
の
出
来
事
が
起
こ
る
の
と
ほ
ぼ
同
時
あ
る
い
は
瞬
時
後
に
後
件
Ｂ
の
出
来
事
が
起
こ
る
と
い
う
関
係
を
表
す
。
○
あ
わ
て
て
教
室
に
戻
り
ま
し
た
が
、
ま
た
教
室
か
ら
出
る
／
や
否
や
／
、
さ
ら
に
大
き
な
う
な
り
声
と
な
り
ま
し
た
。
○
し
か
し
拭
う
／
や
い
な
や
／
、
左
目
か
ら
ぼ
と
り
と
ま
た
水
滴
。
ワ
リ
ニ
わ
り
に
助
詞
-
接
続
助
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
ま
た
，
名
詞
句
＋
「
の
」
に
付
く
。
「
Ａ
ス
ル
／
シ
タ
／
ノ
わ
り
に
Ｂ
」
の
形
で
，
後
件
Ｂ
の
事
柄
は
，
前
件
Ａ
の
よ
う
な
状
態
・
資
格
・
立
場
な
ど
に
あ
っ
た
り
，
行
為
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
，
期
待
・
予
想
さ
れ
る
程
度
の
も
の
と
は
異
な
る
と
い
う
関
係
を
述
べ
る
。
○
中
小
零
細
企
業
の
取
材
は
数
多
く
手
が
か
か
る
／
割
に
／
、
大
手
に
比
べ
る
と
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
い
。
○
生
産
台
数
の
少
な
さ
と
メ
カ
式
の
強
さ
で
仕
様
の
／
わ
り
に
／
評
価
が
高
い
。
(15)
語
彙
素
読
み
語
彙
素
品
詞
接
続
意
味
・
用
法
用
例
カ
モ
シ
レ
ナ
イ
か
も
し
れ
な
い
助
動
詞
前
接
語
が
，
動
詞
・
形
容
詞
の
場
合
，
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
動
詞
に
つ
い
て
は
，
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
形
状
詞
・
名
詞
の
場
合
，
「
～
デ
ア
ル
／
デ
ア
ッ
タ
か
も
し
れ
な
い
」
と
な
る
か
，
語
幹
若
し
く
は
名
詞
に
直
接
付
く
。
ま
た
，
「
～
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
っ
た
形
で
も
用
い
ら
れ
る
。
（
こ
の
場
合
，
形
状
詞
・
名
詞
に
つ
い
て
は
「
～
デ
ア
ル
／
デ
ア
ッ
タ
／
ナ
」
の
形
で
受
け
る
。
）
「
Ａ
か
も
し
れ
な
い
」
の
形
で
，
（
１
）
Ａ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
，
そ
れ
が
絶
対
確
実
と
も
言
え
な
い
と
す
る
推
量
を
述
べ
る
。
（
２
）
相
手
の
言
っ
た
内
容
や
一
般
的
な
見
解
を
，
正
し
い
可
能
性
が
あ
る
と
一
応
は
認
め
た
上
で
，
そ
れ
と
は
異
な
る
意
見
を
述
べ
る
。
（
３
）
既
に
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
，
条
件
が
違
え
ば
違
う
結
果
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
意
味
を
示
す
。
○
そ
の
夢
を
想
像
し
、
そ
こ
で
生
活
し
て
い
た
人
々
に
思
い
を
は
せ
る
の
が
、
廃
墟
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
最
大
の
楽
し
み
と
い
え
る
／
か
も
し
れ
な
い
／
。
○
こ
ん
な
時
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、
も
っ
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
気
分
に
浸
れ
た
／
か
も
知
れ
な
い
／
カ
モ
シ
レ
マ
セ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
助
動
詞
前
接
語
が
，
動
詞
・
形
容
詞
の
場
合
，
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
動
詞
に
つ
い
て
は
，
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
形
状
詞
・
名
詞
の
場
合
，
「
～
デ
ア
ル
／
デ
ア
ッ
タ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
な
る
か
，
語
幹
も
し
く
は
名
詞
に
直
接
付
く
。
ま
た
，
「
～
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
形
で
も
用
い
ら
れ
る
。
（
こ
の
場
合
，
形
状
詞
・
名
詞
に
つ
い
て
は
，
「
～
デ
ア
ル
／
デ
ア
ッ
タ
／
ナ
」
の
形
で
受
け
る
。
）
「
か
も
し
れ
な
い
」
の
丁
寧
な
言
い
方
。
○
町
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
方
が
身
入
り
が
い
い
／
か
も
し
れ
ま
せ
ん
／
。
○
。
一
般
的
な
通
念
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
か
な
り
遅
い
出
発
だ
っ
た
／
か
も
し
れ
ま
せ
ん
／
。
コ
ト
ガ
ア
ル
こ
と
が
あ
る
助
動
詞
用
言
及
び
「
名
詞
＋
断
定
の
助
動
詞
」
の
シ
タ
形
に
付
く
。
「
Ａ
こ
と
が
あ
る
／
あ
っ
た
」
と
い
う
言
い
方
で
，
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
，
時
々
体
験
す
る
こ
と
を
い
う
。
○
そ
も
そ
も
、
「
僕
」
は
な
ぜ
、
ナ
ッ
ち
ゃ
ん
を
一
目
見
る
な
り
、
あ
、
見
た
／
こ
と
が
あ
る
／
、
と
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。
○
「
公
団
で
は
事
業
の
円
滑
な
遂
行
の
た
め
、
職
員
に
転
勤
を
命
じ
る
／
こ
と
が
あ
り
／
、
職
員
の
住
居
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
、
宿
舎
を
公
団
に
お
い
て
建
設
・
整
備
」
と
回
答
で
説
明
し
て
い
る
。
コ
ト
ガ
デ
キ
ル
こ
と
が
で
き
る
助
動
詞
動
作
的
な
意
味
の
動
詞
の
ス
ル
形
（
シ
テ
イ
ル
形
を
含
む
。
）
を
受
け
る
。
「
研
究
す
る
」
「
連
絡
す
る
」
な
ど
，
漢
語
＋
「
す
る
」
型
の
動
詞
の
場
合
は
，
語
幹
の
漢
語
の
部
分
を
受
け
て
，
「
研
究
が
で
き
る
」
「
連
絡
が
で
き
る
」
な
ど
の
言
い
方
も
可
能
で
あ
る
。
「
Ａ
こ
と
が
で
き
る
」
の
形
で
，
Ａ
と
い
う
こ
と
を
実
現
す
る
能
力
や
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
表
す
。
○
し
か
し
な
が
ら
、
首
で
は
な
い
が
、
ろ
く
ろ
首
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
推
測
す
る
上
で
参
考
に
な
り
そ
う
な
、
面
白
い
行
動
を
と
る
生
物
は
、
地
球
上
を
見
渡
す
と
か
な
り
い
る
こ
と
を
発
見
す
る
／
こ
と
が
で
き
る
／
。
○
現
行
犯
の
場
合
に
は
、
直
ち
に
拿
捕
す
る
／
こ
と
が
で
き
る
／
。
複
合
辞
・
助
動
詞
相
当
句
(16)
コ
ト
ト
ナ
ル
こ
と
と
な
る
助
動
詞
用
言
の
ス
ル
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
形
状
詞
・
名
詞
に
つ
い
て
は
，
「
～
デ
ア
ル
／
デ
ア
ッ
タ
／
ナ
」
の
形
を
受
け
る
。
「
Ａ
こ
と
と
な
る
」
の
形
で
，
（
１
）
Ａ
と
い
う
事
柄
が
実
現
す
る
成
り
行
き
に
な
る
。
（
２
）
Ａ
と
い
う
事
実
認
識
や
了
解
・
解
釈
が
成
り
立
つ
と
い
っ
た
意
味
を
表
す
。
○
同
年
三
月
、
日
米
和
親
条
約
十
二
箇
条
が
調
印
さ
れ
、
日
本
は
下
田
港
を
開
港
す
る
／
こ
と
と
な
る
／
。
○
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
の
審
査
を
合
格
し
た
も
の
に
は
、
大
学
卒
業
生
と
同
じ
よ
う
に
学
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
る
／
こ
と
と
な
っ
／
て
い
る
。
コ
ト
ニ
ス
ル
こ
と
に
す
る
助
動
詞
名
詞
＋
「
で
あ
る
／
で
あ
っ
た
」
に
付
き
，
ま
た
，
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
系
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
こ
と
に
す
る
」
の
形
で
，
（
１
）
あ
る
こ
と
を
行
う
こ
と
に
決
め
る
。
（
２
）
事
実
は
Ａ
と
い
う
こ
と
だ
と
の
立
場
を
と
る
・
想
定
に
す
る
と
い
う
意
味
を
表
す
。
○
息
子
さ
ん
と
相
談
し
し
ば
ら
く
様
子
を
見
る
／
こ
と
に
す
る
／
。
○
お
ま
え
に
何
が
で
き
る
？
見
な
か
っ
た
／
こ
と
に
す
る
／
ん
だ
な
。
コ
ト
ニ
ナ
ル
こ
と
に
な
る
助
動
詞
用
言
の
ス
ル
・
シ
タ
形
（
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
形
状
詞
・
名
詞
に
つ
い
て
は
，
「
～
デ
ア
ル
／
デ
ア
ッ
タ
／
ナ
」
の
形
を
受
け
る
。
「
Ａ
こ
と
に
な
る
」
の
形
で
，
（
１
）
Ａ
と
い
う
事
実
が
実
現
す
る
成
り
行
き
に
な
る
。
（
２
）
Ａ
と
い
う
事
実
認
識
や
了
解
・
解
釈
が
成
り
立
つ
と
い
っ
た
意
味
を
表
す
。
○
と
こ
ろ
が
北
方
の
状
勢
が
激
変
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
宋
の
国
運
も
危
機
を
む
か
え
る
／
こ
と
に
な
る
／
。
○
も
し
ド
ク
タ
ー
の
推
理
が
正
し
け
れ
ば
、
秘
書
は
共
犯
者
と
い
う
／
こ
と
に
な
る
／
、
そ
れ
ゆ
え
、
彼
女
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
は
に
せ
も
の
で
あ
る
。
コ
ト
ハ
ナ
イ
こ
と
は
な
い
助
動
詞
用
言
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
や
名
詞
＋
「
の
」
等
に
付
く
。
「
Ａ
こ
と
は
な
い
」
の
形
で
，
（
１
）
あ
る
行
為
に
つ
い
て
そ
の
必
要
が
な
い
，
有
り
難
く
な
い
。
（
２
）
あ
る
行
為
に
つ
い
て
そ
の
機
会
・
経
験
が
な
い
と
い
う
意
味
を
表
す
。
○
「
文
系
」
だ
か
ら
、
「
理
系
」
の
「
基
礎
学
力
」
が
な
い
と
心
配
す
る
／
こ
と
は
な
い
／
。
○
会
っ
た
／
こ
と
は
な
い
／
が
、
彼
の
経
歴
も
写
真
も
よ
く
見
知
っ
て
い
る
。
コ
ト
モ
ア
ル
こ
と
も
あ
る
助
動
詞
用
言
及
び
「
名
詞
＋
断
定
の
助
動
詞
」
の
シ
タ
形
に
付
く
。
「
Ａ
こ
と
も
あ
る
／
あ
っ
た
」
と
い
う
言
い
方
で
，
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
○
さ
ら
に
、
波
浮
は
大
昔
に
大
噴
火
を
お
こ
し
た
／
こ
と
も
あ
り
／
、
不
安
も
あ
る
。
○
落
ち
る
よ
う
な
感
覚
を
持
つ
／
こ
と
も
あ
り
／
ま
す
。
コ
ト
モ
ナ
イ
こ
と
も
な
い
助
動
詞
用
言
の
ス
ル
形
に
付
く
。
「
Ａ
こ
と
も
な
い
」
の
形
で
，
Ａ
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
，
不
必
要
・
強
い
否
定
・
全
面
否
定
等
を
表
す
。
○
別
に
急
ぐ
／
こ
と
も
な
い
／
の
に
、
次
郎
は
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
を
速
く
し
た
。
○
あ
の
と
き
同
地
を
訪
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
高
木
に
出
会
う
／
こ
と
も
な
か
っ
／
た
。
ザ
ル
ヲ
エ
ナ
イ
ざ
る
を
得
な
い
助
動
詞
動
詞
の
未
然
形
に
付
く
。
「
Ａ
ざ
る
を
得
な
い
」
の
形
で
，
Ａ
の
よ
う
に
し
な
い
・
な
ら
な
い
可
能
性
は
な
い
と
い
う
事
実
・
成
り
行
き
の
下
で
，
必
ず
Ａ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
判
断
を
述
べ
る
。
○
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
の
進
展
で
こ
れ
が
誤
り
だ
と
認
め
／
ざ
る
を
得
な
く
／
な
っ
た
。
○
し
か
し
、
病
院
長
も
認
め
る
よ
う
に
、
医
療
の
倫
理
を
逸
脱
し
た
行
為
と
い
わ
／
ざ
る
を
え
な
い
／
だ
ろ
う
(17)
シ
カ
ナ
イ
し
か
な
い
助
動
詞
用
言
の
ス
ル
形
に
付
く
。
名
詞
に
つ
い
て
は
「
名
詞
（
＋
断
定
の
「
ダ
」
の
連
用
形
）
」
の
形
で
受
け
る
。
「
Ａ
し
か
な
い
」
と
い
う
形
で
，
（
１
）
Ａ
に
く
る
も
の
を
余
り
評
価
し
な
い
，
価
値
が
そ
れ
だ
け
に
限
ら
れ
る
と
い
う
意
味
を
表
す
。
（
２
）
可
能
な
方
法
・
手
段
を
あ
る
も
の
に
限
る
こ
と
を
表
す
。
○
し
か
し
、
「
そ
れ
で
は
空
気
の
よ
う
な
存
在
で
／
し
か
な
い
／
。
も
っ
と
効
果
音
を
存
在
感
の
あ
る
も
の
に
し
よ
う
」
○
全
て
自
分
で
考
え
て
、
一
人
で
前
へ
進
む
／
し
か
な
か
っ
／
た
。
ズ
ニ
ハ
イ
ラ
レ
ナ
イ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
助
動
詞
動
詞
の
未
然
形
に
付
く
。
「
Ａ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」
の
形
で
，
そ
の
場
の
状
況
（
及
び
主
体
の
性
向
）
か
ら
Ａ
す
る
行
為
・
有
り
様
に
入
っ
て
し
ま
う
の
は
，
主
体
が
押
さ
え
よ
う
と
し
て
も
押
さ
え
ら
れ
な
い
必
然
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
捉
え
方
を
述
べ
る
。
○
男
が
愛
さ
／
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
／
な
る
「
品
格
」
を
取
り
戻
す
○
そ
し
て
マ
ザ
ー
は
、
そ
う
い
う
人
達
に
手
を
差
し
伸
べ
／
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
／
た
の
だ
。
タ
ラ
イ
イ
た
ら
い
い
助
動
詞
用
言
及
び
用
言
＋
否
定
の
助
動
詞
「
な
い
」
の
連
用
形
（
動
詞
に
つ
い
て
は
，
「
シ
テ
イ
ル
」
の
連
用
形
「
シ
テ
イ
」
を
含
む
）
に
付
く
。
「
Ａ
シ
た
ら
い
い
」
の
形
で
，
当
該
の
状
況
・
場
面
で
「
Ａ
」
と
い
う
事
柄
の
実
現
が
望
ま
し
い
・
し
か
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
い
う
話
し
手
の
捉
え
方
を
述
べ
る
。
そ
こ
か
ら
，
行
為
者
自
身
が
実
現
可
能
な
こ
と
に
つ
い
て
は
当
為
の
意
味
，
行
為
者
自
身
で
は
実
現
不
可
能
な
こ
と
に
つ
い
て
は
願
望
の
意
味
に
な
る
。
ま
た
，
当
面
し
て
い
る
問
題
に
関
し
て
相
手
に
持
ち
掛
け
る
こ
と
で
，
当
為
の
意
味
か
ら
提
案
の
用
法
も
出
て
く
る
。
事
実
と
反
対
の
こ
と
を
こ
の
言
い
方
で
言
う
こ
と
で
，
後
悔
・
非
難
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
出
て
く
る
。
○
夏
休
み
四
十
日
間
の
有
効
活
用
、
一
斉
授
業
は
し
な
い
が
、
子
ど
も
と
関
わ
る
よ
う
な
活
動
を
増
や
し
／
た
ら
い
い
／
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。
○
気
に
入
ら
な
き
ゃ
、
好
き
に
し
／
た
ら
い
い
／
だ
ろ
。
ツ
ツ
ア
ル
つ
つ
あ
る
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
つ
つ
あ
る
」
の
形
で
，
Ａ
の
動
詞
（
述
語
句
）
の
表
す
行
為
が
成
立
・
完
成
す
る
完
了
点
に
向
け
て
，
行
為
・
動
作
・
変
化
が
継
続
進
行
し
て
い
く
こ
と
を
示
す
。
○
そ
し
て
「
教
育
」
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
、
ス
ペ
リ
ン
グ
も
習
得
し
／
つ
つ
あ
る
／
こ
と
。
○
朝
型
生
活
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
、
い
ま
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
に
な
り
／
つ
つ
あ
る
／
。
テ
ア
ル
て
あ
る
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
あ
る
」
の
形
で
，
Ａ
の
動
作
・
作
用
の
結
果
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
，
継
続
し
て
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
ま
た
，
後
の
こ
と
を
考
え
て
あ
ら
か
じ
め
準
備
の
た
め
に
あ
る
動
作
を
し
た
結
果
の
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
○
裏
を
返
す
と
、
野
村
陽
子
と
達
筆
で
書
い
／
て
あ
る
／
。
○
明
夫
に
は
、
夕
食
を
取
ら
ず
に
待
っ
て
い
る
よ
う
電
話
を
し
／
て
あ
る
／
。
デ
ア
ル
で
あ
る
助
動
詞
体
言
に
付
く
。
「
Ａ
で
あ
る
」
の
形
で
，
断
定
や
原
因
・
理
由
・
根
拠
の
説
明
を
強
く
述
べ
る
。
○
こ
れ
は
新
商
品
、
新
技
術
開
発
に
要
す
る
工
数
が
一
五
％
以
上
増
加
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
大
変
重
要
な
傾
向
／
で
あ
る
／
。
○
私
達
は
そ
の
後
醍
醐
の
所
為
で
酷
い
目
に
遭
っ
た
の
／
で
あ
る
／
。
(18)
テ
イ
ク
て
い
く
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
い
く
」
の
形
で
，
空
間
的
・
時
間
的
・
観
念
的
に
，
事
物
・
事
柄
が
話
し
手
か
ら
離
反
す
る
こ
と
を
示
す
。
具
体
的
に
は
，
空
間
的
な
移
動
，
あ
る
時
点
か
ら
の
時
間
的
な
継
続
，
あ
る
現
象
の
消
滅
，
あ
る
状
態
か
ら
別
の
状
態
へ
の
変
化
の
進
行
な
ど
を
表
す
。
○
「
数
字
を
２
で
割
っ
／
て
い
っ
／
て
も
絶
対
に
数
は
な
く
な
ら
な
い
か
ら
」
○
そ
ん
な
や
り
と
り
の
あ
い
だ
に
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
で
し
る
さ
れ
た
文
字
は
ど
ん
ど
ん
蒸
発
し
て
消
え
／
て
い
く
／
。
テ
イ
タ
ダ
ク
て
い
た
だ
く
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
て
も
ら
う
」
の
丁
寧
な
言
い
方
。
○
「
患
者
さ
ん
に
も
新
し
い
制
度
を
理
解
し
／
て
い
た
だ
か
／
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
○
ニ
ュ
ー
ス
写
真
と
し
て
掲
載
さ
せ
／
て
い
た
だ
く
／
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
テ
イ
ル
て
い
る
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
い
る
」
の
形
で
，
（
１
）
動
作
・
作
用
が
あ
る
時
間
継
続
し
て
い
る
状
態
，
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
（
２
）
生
起
し
た
作
用
や
行
為
の
完
了
し
た
状
態
が
後
ま
で
残
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
。
（
３
）
現
在
の
継
続
的
な
状
態
を
表
す
。
（
４
）
繰
り
返
し
の
動
作
・
作
用
や
そ
れ
が
定
着
し
た
習
慣
を
表
す
。
（
５
）
既
に
完
了
し
て
い
る
動
作
・
作
用
に
つ
い
て
，
経
験
や
記
録
を
表
す
。
○
言
わ
れ
た
ほ
う
に
目
を
向
け
る
と
，
そ
の
部
屋
の
い
ち
ば
ん
奥
に
，
ひ
と
り
の
女
性
と
話
し
／
て
い
る
／
，
こ
れ
ま
た
ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿
の
男
性
が
い
る
。
○
爾
来
、
神
島
参
り
は
、
他
の
霊
場
参
拝
や
渡
修
と
と
も
に
、
大
本
の
年
中
行
事
と
な
っ
／
て
い
る
／
。
テ
オ
ク
て
お
く
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
お
く
」
の
形
で
，
あ
る
目
的
か
ら
あ
ら
か
じ
め
動
作
・
作
用
を
行
う
こ
と
を
表
す
。
具
体
的
に
は
，
動
作
・
作
用
を
行
っ
て
対
象
に
変
化
を
与
え
，
そ
の
結
果
の
状
態
を
持
続
さ
せ
る
働
き
掛
け
や
，
後
の
こ
と
を
考
え
て
あ
ら
か
じ
め
準
備
の
た
め
に
あ
る
動
作
を
す
る
こ
と
を
表
す
。
ま
た
，
当
座
の
便
宜
を
図
る
た
め
，
一
時
的
処
置
を
施
す
言
い
方
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
○
金
を
払
っ
て
、
選
挙
が
終
わ
る
ま
で
彼
女
を
遠
ざ
け
／
て
お
く
／
。
○
臨
機
応
変
で
判
断
す
る
べ
き
と
思
う
が
、
一
応
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
主
た
る
脱
出
路
と
頭
に
入
れ
／
て
お
く
／
。
テ
オ
ル
て
お
る
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
て
い
る
」
の
や
や
古
風
で
尊
大
な
表
現
。
丁
寧
な
言
い
方
や
尊
敬
の
言
い
方
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
○
息
遣
い
が
荒
く
、
胸
が
激
し
く
波
打
っ
／
て
お
り
／
、
口
の
端
か
ら
は
血
が
細
い
筋
と
な
っ
て
流
れ
出
し
て
い
る
。
○
保
護
者
の
み
な
さ
ま
の
お
心
を
煩
わ
せ
ま
し
た
こ
と
を
、
わ
た
し
共
は
深
く
受
け
止
め
、
本
校
教
育
の
い
っ
そ
う
の
精
進
を
誓
っ
／
て
お
る
／
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
テ
ク
ダ
サ
ル
て
く
だ
さ
る
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
て
く
れ
る
」
の
丁
寧
な
言
い
方
。
○
か
な
り
今
更
な
質
問
で
す
が
ご
回
答
し
／
て
下
さ
る
／
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
○
枝
豆
や
絹
サ
ヤ
な
ど
、
レ
シ
ピ
以
外
の
い
ろ
い
ろ
な
豆
を
楽
し
ん
／
で
下
さ
い
／
。
(19)
テ
ク
ル
て
く
る
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
く
る
」
の
形
で
，
空
間
的
・
時
間
的
・
観
念
的
に
，
事
物
・
事
柄
が
話
し
手
に
接
近
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
具
体
的
に
は
，
空
間
的
な
移
動
，
あ
る
時
点
ま
で
の
時
間
的
な
継
続
，
あ
る
現
象
の
出
現
・
生
起
，
あ
る
状
態
か
ら
別
の
状
態
へ
の
変
化
の
開
始
な
ど
を
表
す
。
○
小
学
校
時
代
に
合
宿
生
活
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
し
／
て
き
／
ま
せ
ん
で
し
た
。
○
す
ぐ
前
方
か
ら
は
、
す
さ
ま
じ
い
滝
の
轟
き
が
聞
こ
え
／
て
く
る
／
。
テ
ク
レ
ル
て
く
れ
る
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
他
者
Ａ
か
ら
話
し
手
Ｂ
へ
と
行
為
が
授
受
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
Ａ
が
Ｂ
に
利
益
・
恩
恵
を
与
え
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
Ｂ
か
ら
Ａ
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
表
明
す
る
。
ま
た
，
Ａ
が
Ｂ
に
何
ら
か
の
不
利
益
や
迷
惑
を
与
え
る
こ
と
を
表
す
。
○
運
転
手
の
お
じ
さ
ん
は
全
く
日
本
語
を
解
さ
な
い
が
、
「
あ
れ
が
パ
ダ
（
海
）
」
な
ど
道
々
韓
国
語
を
教
え
／
て
く
れ
る
／
。
○
上
流
か
ら
豊
か
な
栄
養
を
運
ん
で
き
た
水
は
、
洪
水
と
い
う
形
で
田
畑
に
肥
料
を
撒
い
／
て
く
れ
る
／
。
テ
シ
カ
タ
ガ
ナ
イ
て
仕
方
が
な
い
助
動
詞
感
情
形
容
詞
の
連
用
形
「
～
ク
」
（
動
詞
＋
助
動
詞
「
た
い
」
の
連
用
形
な
ど
を
含
む
。
）
・
感
情
的
な
意
味
の
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
仕
方
が
な
い
」
の
形
で
，
Ａ
と
い
う
感
情
が
抑
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
募
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
○
息
子
が
か
わ
い
く
／
て
し
か
た
が
な
い
／
の
だ
ろ
う
。
○
宮
益
坂
の
古
書
店
が
気
に
な
っ
／
て
仕
方
が
な
か
っ
／
た
の
で
あ
る
。
テ
シ
マ
ウ
て
し
ま
う
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
し
ま
う
」
の
形
で
，
（
１
）
動
作
・
作
用
の
終
了
や
完
了
を
表
す
。
（
２
）
無
意
志
的
動
作
の
完
了
を
強
調
す
る
。
ま
た
，
不
都
合
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
表
す
。
○
乗
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
廃
線
に
な
っ
／
て
し
ま
っ
／
た
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
が
舞
う
北
海
道
の
深
名
線
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
○
そ
し
て
そ
の
夏
の
終
わ
り
頃
、
私
は
重
症
の
肝
炎
に
か
か
っ
／
て
し
ま
う
／
。
テ
シ
ョ
ウ
ガ
ナ
イ
て
仕
様
が
な
い
助
動
詞
感
情
形
容
詞
の
連
用
形
「
～
ク
」
（
動
詞
＋
助
動
詞
「
た
い
」
の
連
用
形
な
ど
を
含
む
。
）
・
感
情
的
な
意
味
の
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
仕
様
が
な
い
」
の
形
で
，
Ａ
と
い
う
感
情
が
抑
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
募
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
○
大
体
、
な
り
た
く
／
て
仕
様
が
な
い
／
自
薦
他
薦
組
が
一
杯
い
る
の
に
、
名
誉
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
。
○
『
尻
』
と
か
『
ふ
と
も
も
』
と
か
が
妙
に
目
に
付
い
て
、
気
に
な
っ
／
て
し
ょ
う
が
な
い
／
の
は
俺
だ
け
で
す
か
？
テ
タ
マ
ラ
ナ
イ
て
た
ま
ら
な
い
助
動
詞
感
情
形
容
詞
の
連
用
形
「
～
ク
」
（
動
詞
＋
助
動
詞
「
た
い
」
の
連
用
形
な
ど
を
含
む
。
）
・
感
情
的
な
意
味
の
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
た
ま
ら
な
い
」
の
形
で
，
Ａ
と
い
う
感
情
が
抑
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
募
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
○
向
う
は
向
う
で
、
ヤ
ボ
な
百
姓
然
と
し
た
田
舎
侍
を
み
て
、
お
か
し
く
／
て
堪
ら
な
か
っ
／
た
で
し
ょ
う
が
」
○
《
ム
ウ
ち
ゃ
ん
、
酒
の
肴
に
さ
れ
／
ち
ゃ
堪
ん
な
い
／
か
ら
、
死
ぬ
ん
じ
ゃ
な
い
よ
》
デ
ナ
イ
で
な
い
助
動
詞
体
言
に
付
く
。
「
で
あ
る
」
の
否
定
的
な
言
い
方
。
○
教
科
書
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
を
用
い
た
が
、
著
者
、
原
書
名
に
つ
い
て
は
あ
き
ら
か
／
で
な
い
／
。
○
三
十
万
円
の
宣
伝
な
ら
、
二
頁
ぶ
っ
通
し
の
広
告
も
左
程
ベ
ラ
棒
な
話
／
で
な
い
／
。
(20)
テ
ナ
ラ
ナ
イ
て
な
ら
な
い
助
動
詞
感
情
形
容
詞
の
連
用
形
「
～
ク
」
（
動
詞
＋
助
動
詞
「
た
い
」
の
連
用
形
な
ど
を
含
む
。
）
・
感
情
的
な
意
味
の
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
な
ら
な
い
」
の
形
で
，
Ａ
と
い
う
感
情
が
抑
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
募
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
○
と
に
か
く
こ
の
暑
さ
が
嬉
し
く
／
て
な
ら
な
い
／
の
だ
。
○
「
教
師
の
手
抜
き
の
た
め
の
詭
弁
」
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
／
て
な
ら
な
か
っ
／
た
。
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
助
動
詞
体
言
に
付
く
。
「
で
は
な
い
」
の
丁
寧
な
言
い
方
。
○
入
力
し
た
い
の
は
こ
の
漢
字
／
で
は
あ
り
ま
せ
ん
／
。
○
し
か
し
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
、
こ
う
し
た
個
か
ら
集
団
に
向
か
う
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
こ
と
は
、
容
易
／
で
は
あ
り
ま
せ
ん
／
。
テ
ハ
イ
ケ
ナ
イ
て
は
い
け
な
い
助
動
詞
動
詞
・
形
容
詞
（
及
び
動
詞
＋
助
動
詞
「
な
い
」
，
形
容
詞
＋
形
容
詞
「
無
い
」
）
の
連
用
形
（
動
詞
に
つ
い
て
は
「
シ
テ
イ
ル
」
の
連
用
形
「
シ
テ
イ
」
等
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
シ
て
は
い
け
な
い
」
の
形
で
，
当
該
の
状
況
・
場
面
で
，
Ａ
と
い
う
事
柄
の
実
現
が
然
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
・
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
話
し
手
の
捉
え
方
を
述
べ
る
。
そ
こ
か
ら
，
行
為
者
自
身
が
実
行
可
能
な
こ
と
に
つ
い
て
は
な
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
味
，
行
為
者
が
自
力
で
は
自
由
に
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
危
惧
の
意
味
に
な
る
。
ま
た
，
当
面
し
て
い
る
問
題
に
関
し
て
相
手
に
持
ち
掛
け
る
こ
と
で
，
な
す
べ
き
で
は
な
い
意
味
か
ら
禁
止
の
用
法
も
出
て
く
る
。
○
ま
た
、
特
殊
な
機
器
は
入
手
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
手
配
は
早
め
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
／
て
は
い
け
な
い
／
。
○
ど
ん
な
状
況
で
も
き
み
の
名
前
と
住
所
は
告
げ
／
て
は
い
け
な
い
／
。
デ
ハ
ナ
イ
で
は
な
い
助
動
詞
体
言
に
付
く
。
「
Ａ
で
は
な
い
」
の
形
で
，
否
定
の
判
断
を
表
す
。
○
生
ま
れ
変
わ
り
、
霊
の
存
在
（
お
化
け
／
で
は
な
い
／
）
、
魂
が
永
遠
に
生
き
続
け
る
こ
と
、
な
ど
を
信
じ
る
こ
と
と
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。
○
彼
の
場
合
、
策
を
練
る
の
は
大
好
き
だ
っ
た
が
、
ど
ん
な
球
で
も
ガ
ン
ガ
ン
打
て
る
よ
う
な
強
打
者
／
で
は
な
い
／
。
テ
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
て
は
な
ら
な
い
助
動
詞
動
詞
・
形
容
詞
（
及
び
動
詞
＋
助
動
詞
「
な
い
」
，
形
容
詞
＋
形
容
詞
「
無
い
」
）
の
連
用
形
（
動
詞
に
つ
い
て
は
「
シ
テ
イ
ル
」
の
連
用
形
「
シ
テ
イ
」
な
ど
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
シ
て
は
な
ら
な
い
」
の
形
で
，
Ａ
と
い
う
動
作
・
行
為
に
つ
い
て
，
一
般
論
と
し
て
許
さ
れ
な
い
・
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
捉
え
方
か
ら
，
禁
止
の
意
味
を
持
つ
。
ま
た
，
当
為
の
否
定
を
表
す
。
○
信
長
の
滅
亡
の
と
き
が
到
来
し
た
い
ま
、
攻
撃
の
手
を
ゆ
る
め
／
て
は
な
ら
な
い
／
。
○
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
と
も
仲
よ
く
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
、
こ
れ
ま
で
功
労
の
あ
っ
た
政
治
家
や
、
財
界
関
係
者
は
、
こ
れ
に
軽
が
る
し
く
賛
成
し
／
て
は
な
ら
な
い
／
と
い
う
考
え
で
し
た
。
(21)
テ
ホ
シ
イ
て
ほ
し
い
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
ほ
し
い
」
の
形
で
，
心
中
に
抱
い
て
い
る
願
望
・
依
頼
を
表
す
。
○
同
じ
二
〇
〇
〇
年
の
新
春
に
息
子
が
交
通
事
故
に
遭
い
、
「
脳
挫
傷
、
ク
モ
膜
下
出
血
な
ど
で
集
中
治
療
室
に
入
院
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
来
／
て
ほ
し
い
／
」
と
い
う
連
絡
が
入
り
、
病
院
に
駆
け
つ
け
た
道
中
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
た
。
○
お
年
寄
り
に
も
、
新
し
い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
始
め
／
て
ほ
し
い
／
。
テ
ミ
ル
て
み
る
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
て
み
る
」
の
形
で
，
物
事
を
知
る
た
め
に
実
際
に
行
為
を
す
る
こ
と
を
示
す
。
○
紋
切
り
型
の
挨
拶
で
、
探
り
を
入
れ
／
て
み
る
／
。
○
こ
れ
ら
の
補
償
金
が
ど
の
よ
う
な
形
で
使
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
転
業
漁
民
あ
る
い
は
農
地
を
失
っ
た
農
民
の
生
活
転
換
に
充
分
、
役
立
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
し
／
て
み
る
／
。
デ
モ
ア
ル
で
も
あ
る
助
動
詞
体
言
及
び
用
言
連
体
形
＋
「
の
」
等
に
付
く
。
「
Ａ
で
も
あ
る
」
の
形
で
，
断
定
や
原
因
・
根
拠
の
説
明
を
強
く
述
べ
る
。
○
俳
人
・
小
林
一
茶
ゆ
か
り
の
寺
／
で
も
あ
る
／
。
○
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
同
時
代
の
男
た
ち
の
想
い
／
で
も
あ
っ
／
た
と
思
う
。
テ
モ
イ
イ
て
も
い
い
助
動
詞
前
接
語
が
，
動
詞
・
形
容
詞
の
場
合
，
動
詞
・
形
容
詞
の
連
用
形
（
「
シ
テ
イ
ル
」
の
連
用
形
な
ど
も
含
む
。
）
＋
「
テ
モ
イ
イ
」
の
形
を
と
る
。
「
Ａ
シ
て
も
い
い
」
の
形
で
，
基
本
的
に
は
，
あ
り
得
る
と
容
認
で
き
る
事
柄
と
し
て
Ａ
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
こ
か
ら
，
相
手
の
側
の
行
為
・
物
事
の
有
り
様
に
つ
い
て
許
可
・
許
容
の
言
い
方
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
，
相
手
か
ら
の
勧
誘
・
依
頼
に
応
じ
る
意
志
が
あ
る
こ
と
を
表
す
言
い
方
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
，
自
分
の
側
の
行
為
に
つ
い
て
申
し
出
の
言
い
方
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
す
る
。
ま
た
，
論
理
・
道
理
の
上
で
の
可
能
性
を
述
べ
る
言
い
方
に
も
な
る
。
○
父
親
は
卒
業
間
際
に
な
っ
て
、
大
学
に
行
く
な
ら
行
っ
／
て
も
い
い
／
し
、
行
く
な
ら
早
い
と
こ
志
望
校
を
決
め
ろ
と
言
っ
た
。
○
本
当
に
あ
な
た
が
若
い
人
の
気
持
ち
も
知
り
た
い
ん
だ
っ
た
ら
、
渋
谷
の
街
や
夜
の
池
袋
を
私
が
案
内
し
／
て
も
い
い
／
。
テ
モ
ラ
ウ
て
も
ら
う
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
文
の
主
格
に
立
つ
話
し
手
ま
た
は
話
し
手
側
の
Ｂ
が
他
者
Ａ
か
ら
行
為
を
受
け
取
る
こ
と
を
述
べ
る
。
Ｂ
が
Ａ
か
ら
何
ら
か
の
利
益
・
恩
恵
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
働
き
掛
け
る
こ
と
や
，
Ｂ
が
Ａ
に
許
可
・
容
認
を
求
め
る
こ
と
を
表
す
。
ま
た
，
Ｂ
が
Ａ
か
ら
何
ら
か
の
不
利
益
や
迷
惑
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
表
す
。
○
夫
へ
の
不
満
が
募
っ
て
く
る
と
、
こ
う
や
っ
て
幼
な
じ
み
の
律
子
を
誘
い
出
し
て
、
愚
痴
を
聞
い
／
て
も
ら
う
／
。
○
そ
の
結
果
が
は
っ
き
り
す
る
ま
で
、
こ
こ
に
と
ま
っ
／
て
も
ら
う
／
こ
と
に
な
る
が
テ
ヤ
ル
て
や
る
助
動
詞
動
詞
の
連
用
形
に
付
く
。
話
し
手
ま
た
は
他
者
Ａ
か
ら
他
者
Ｂ
へ
と
行
為
が
授
受
さ
れ
る
こ
と
を
表
す
。
ま
た
，
自
分
の
行
為
を
誇
示
し
た
り
自
虐
的
に
見
せ
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
。
○
「
乗
れ
。
医
者
ま
で
連
れ
て
い
っ
／
て
や
る
／
」
○
い
つ
か
、
目
に
物
見
せ
／
て
や
る
／
(22)
ナ
イ
デ
ハ
イ
ラ
レ
ナ
イ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
助
動
詞
動
詞
の
未
然
形
（
「
シ
テ
イ
ル
」
の
未
然
形
も
含
む
。
）
に
付
く
。
（
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
は
，
「
～
シ
」
の
形
を
受
け
る
）
「
Ａ
シ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
」
の
形
で
，
そ
の
場
の
状
況
（
及
び
主
体
の
性
向
）
か
ら
Ａ
と
い
う
行
為
・
有
り
様
に
入
っ
て
し
ま
う
の
は
，
主
体
が
押
さ
え
よ
う
と
し
て
も
押
さ
え
ら
れ
な
い
必
然
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
捉
え
方
を
述
べ
る
。
○
そ
し
て
あ
ま
り
の
恐
ろ
し
さ
に
思
わ
ず
顔
を
そ
む
け
／
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
／
た
。
○
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
と
出
／
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
／
。
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
な
く
て
は
な
ら
な
い
助
動
詞
動
詞
の
未
然
形
（
「
シ
テ
イ
ル
」
の
未
然
形
も
含
む
。
な
お
，
サ
変
動
詞
は
「
～
シ
」
の
形
）
及
び
形
容
詞
・
形
状
詞
・
「
名
詞
＋
断
定
の
助
動
詞
」
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
シ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
の
形
で
，
状
況
や
決
ま
り
・
道
理
と
い
っ
た
外
的
な
制
約
・
要
請
か
ら
Ａ
と
い
う
行
為
・
事
態
の
実
現
が
必
要
だ
と
い
う
一
般
的
な
判
断
を
述
べ
る
言
い
方
で
あ
る
。
○
「
ひ
と
は
助
け
あ
わ
／
な
く
て
は
な
ら
な
い
／
」
○
洋
子
が
撮
影
に
出
か
け
た
時
刻
を
源
蔵
は
知
ら
な
い
が
、
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
捜
索
範
囲
を
ひ
ろ
げ
／
な
く
て
は
な
ら
な
い
／
。
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
助
動
詞
動
詞
の
未
然
形
（
「
シ
テ
イ
ル
」
の
未
然
形
も
含
む
。
な
お
，
サ
変
動
詞
は
「
～
シ
」
の
形
）
及
び
形
容
詞
・
形
状
詞
・
「
名
詞
＋
断
定
の
助
動
詞
」
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
シ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
形
で
，
状
況
や
決
ま
り
・
道
理
と
い
っ
た
外
的
な
制
約
・
要
請
か
ら
Ａ
と
い
う
行
為
・
事
態
の
実
現
が
必
要
だ
と
い
う
一
般
的
な
判
断
を
述
べ
る
言
い
方
で
あ
る
。
○
愛
と
は
抽
象
的
な
も
の
で
あ
り
、
生
き
る
た
め
に
は
食
べ
／
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
／
。
○
あ
ま
り
失
礼
な
こ
と
を
言
う
よ
う
な
ら
そ
れ
な
り
の
手
だ
て
を
講
じ
／
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
／
。
ニ
ス
ギ
ナ
イ
に
過
ぎ
な
い
助
動
詞
動
詞
・
形
容
詞
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
動
詞
に
つ
い
て
は
，
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
）
に
付
く
。
ま
た
，
形
状
詞
・
名
詞
の
場
合
「
～
デ
ア
ル
／
デ
ア
ッ
タ
」
の
形
に
付
く
か
，
語
幹
若
し
く
は
名
詞
に
直
接
付
く
。
「
Ａ
に
過
ぎ
な
い
」
の
形
で
，
Ａ
と
い
う
行
為
・
性
質
・
有
り
様
以
上
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
話
し
手
の
事
実
に
つ
い
て
の
評
価
的
見
方
を
表
す
。
○
し
か
し
医
療
と
し
て
は
、
何
の
意
味
も
な
い
セ
レ
モ
ニ
ー
／
に
す
ぎ
な
い
／
。
○
反
日
デ
モ
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
推
進
す
る
層
は
ご
く
一
部
／
に
過
ぎ
ず
／
、
特
に
若
い
層
は
無
関
心
な
者
が
意
外
に
多
い
。
ニ
チ
ガ
イ
ナ
イ
に
違
い
な
い
助
動
詞
動
詞
・
形
容
詞
の
ス
ル
形
・
シ
タ
形
（
動
詞
に
つ
い
て
は
，
シ
テ
イ
ル
形
・
シ
テ
イ
タ
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
ま
た
，
形
状
詞
・
名
詞
の
場
合
「
～
デ
ア
ル
／
デ
ア
ッ
タ
」
の
形
に
付
く
か
，
語
幹
若
し
く
は
名
詞
に
直
接
付
く
。
ま
た
「
～
ス
ル
（
／
シ
タ
）
の
に
違
い
な
い
」
と
準
体
助
詞
を
介
す
る
形
を
取
っ
た
り
，
「
～
か
ら
」
「
～
時
」
な
ど
の
理
由
節
・
時
間
節
に
付
い
た
り
も
す
る
。
「
Ａ
に
違
い
な
い
」
で
，
そ
の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
推
量
を
述
べ
る
。
○
私
だ
っ
て
た
ぶ
ん
そ
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
ら
、
そ
う
し
た
／
に
違
い
な
い
／
か
ら
だ
。
○
子
ど
も
に
接
し
、
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
も
大
き
な
愛
の
行
為
／
に
違
い
な
い
／
。
ニ
ホ
カ
ナ
ラ
ナ
イ
に
ほ
か
な
ら
な
い
助
動
詞
名
詞
・
名
詞
節
，
若
し
く
は
「
～
か
ら
」
「
～
時
」
な
ど
の
理
由
節
・
時
間
節
に
付
く
。
「
Ａ
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
の
形
で
，
話
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
，
正
し
く
Ａ
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
○
そ
れ
は
砂
上
の
楼
閣
、
虚
構
の
楼
閣
／
に
ほ
か
な
ら
な
い
／
も
の
だ
と
い
う
、
抜
き
が
た
い
信
念
が
あ
る
か
ら
な
の
だ
。
○
話
し
方
は
知
性
や
人
格
の
表
れ
／
に
ほ
か
な
ら
な
い
／
。
(23)
ネ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ね
ば
な
ら
な
い
助
動
詞
動
詞
の
未
然
形
（
「
シ
テ
イ
ル
」
の
未
然
形
も
含
む
。
な
お
，
サ
変
動
詞
は
「
～
シ
」
の
形
）
及
び
形
容
詞
・
形
状
詞
・
「
名
詞
＋
断
定
の
助
動
詞
」
の
連
用
形
に
付
く
。
「
Ａ
セ
ね
ば
な
ら
な
い
」
の
形
で
，
状
況
や
決
ま
り
・
道
理
と
い
っ
た
外
的
な
制
約
・
要
請
か
ら
Ａ
と
い
う
行
為
・
事
態
の
実
現
が
必
要
だ
と
い
う
一
般
的
な
判
断
を
述
べ
る
言
い
方
で
あ
る
。
「
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
よ
り
書
き
言
葉
的
な
言
い
方
に
な
る
。
○
環
境
保
全
と
開
発
と
は
両
々
相
俟
っ
た
形
で
追
い
求
め
ら
れ
／
ね
ば
な
ら
な
い
／
。
○
ナ
イ
フ
の
よ
う
刃
物
を
持
っ
た
相
手
に
は
、
手
に
し
た
バ
ッ
グ
な
ど
を
楯
に
し
て
間
合
を
保
ち
、
戦
い
を
組
み
立
て
／
ね
ば
な
ら
な
い
／
。
ノ
ダ
の
だ
助
動
詞
用
言
の
連
体
形
に
付
く
。
事
実
を
単
に
客
観
的
に
描
写
す
る
の
で
は
な
く
，
疑
い
の
な
い
事
実
と
し
て
確
認
し
た
も
の
を
提
示
す
る
。
原
因
・
理
由
の
説
明
，
結
果
の
説
明
，
納
得
，
事
実
の
強
調
，
判
断
の
主
張
な
ど
，
様
々
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
○
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
異
な
り
、
警
察
が
容
疑
者
を
取
り
調
べ
る
場
合
、
弁
護
人
の
立
ち
会
い
を
許
さ
な
い
／
の
だ
／
。
○
そ
の
た
め
、
ど
ん
な
に
経
費
が
か
か
っ
た
と
し
て
も
毎
週
、
定
期
的
に
会
議
を
開
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
／
の
だ
／
。
ノ
デ
ア
ル
の
で
あ
る
助
動
詞
用
言
の
連
体
形
に
付
く
。
事
実
を
単
に
客
観
的
に
描
写
す
る
の
で
は
な
く
，
疑
い
の
な
い
事
実
と
し
て
確
認
し
た
も
の
を
提
示
す
る
。
原
因
・
理
由
の
説
明
，
結
果
の
説
明
，
納
得
，
事
実
の
強
調
，
判
断
の
主
張
な
ど
，
様
々
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
○
人
に
は
「
自
尊
心
」
を
満
た
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
あ
る
た
め
、
相
手
に
「
重
要
感
」
を
与
え
、
「
特
別
扱
い
」
を
し
て
あ
げ
れ
ば
、
相
手
の
心
は
動
く
／
の
で
あ
る
／
。
○
何
の
蓄
え
も
な
く
、
何
の
準
備
も
な
か
っ
た
会
津
藩
士
及
び
そ
の
家
族
達
の
苦
難
が
始
ま
る
／
の
で
あ
る
／
。
ノ
デ
ス
の
で
す
助
動
詞
用
言
の
連
体
形
に
付
く
。
「
の
だ
」
の
丁
寧
な
言
い
方
。
○
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
、
Ｄ
ｏ
ｃ
ｋ
と
い
う
新
し
い
ツ
ー
ル
が
登
場
し
た
こ
と
で
従
来
の
Ｍ
ａ
ｃ
Ｏ
Ｓ
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
基
本
的
な
操
作
は
Ｍ
ａ
ｃ
Ｏ
Ｓ
と
変
わ
ら
な
い
／
の
で
す
／
。
○
目
標
が
あ
る
人
は
、
よ
け
い
な
こ
と
は
考
え
ず
に
１
つ
の
こ
と
に
集
中
で
き
る
か
ら
速
い
／
の
で
す
／
。
ノ
デ
ハ
ナ
イ
の
で
は
な
い
助
動
詞
用
言
の
連
体
形
に
付
く
。
「
の
だ
」
の
否
定
的
な
言
い
方
。
○
し
か
し
、
社
会
の
正
義
は
活
字
ケ
ー
ス
の
中
に
あ
る
／
の
で
は
な
い
／
。
○
わ
れ
わ
れ
は
国
の
た
め
に
戦
っ
た
／
の
で
は
な
い
／
。
(24)
バ
イ
イ
ば
い
い
助
動
詞
用
言
及
び
用
言
＋
否
定
の
助
動
詞
「
な
い
」
の
仮
定
形
（
動
詞
に
つ
い
て
は
「
シ
テ
イ
ル
」
の
仮
定
形
を
含
む
。
）
に
付
く
。
「
Ａ
ば
い
い
」
の
形
で
，
（
１
）
何
ら
か
の
状
況
に
な
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
，
望
ま
し
い
と
す
る
こ
と
を
表
す
。
ま
た
，
そ
の
適
当
・
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
状
況
が
実
現
す
る
よ
う
に
，
相
手
に
対
し
て
直
接
何
か
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
り
勧
め
た
り
，
望
む
状
況
の
実
現
に
対
す
る
強
い
願
望
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
る
。
（
２
）
相
手
に
対
す
る
提
案
の
形
を
取
り
な
が
ら
も
，
放
任
や
非
難
・
軽
蔑
な
ど
の
気
持
ち
を
強
く
こ
め
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。
○
ひ
と
り
で
進
め
ら
れ
る
仕
事
な
ら
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
う
ま
く
立
て
、
そ
の
と
お
り
に
し
っ
か
り
進
め
て
い
け
／
ば
い
い
／
。
○
勝
手
に
す
れ
／
ば
い
い
／
、
と
隆
志
は
言
っ
た
。
マ
デ
モ
ナ
イ
ま
で
も
な
い
助
動
詞
動
詞
の
ス
ル
形
に
付
く
。
必
要
を
満
た
す
た
め
に
，
そ
の
レ
ベ
ル
ま
で
の
行
為
を
行
わ
な
い
で
も
（
あ
る
い
は
，
出
来
事
が
起
こ
ら
な
い
で
も
）
十
分
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
表
す
。
○
芸
術
家
の
生
活
と
聖
人
の
生
活
の
間
に
は
、
疑
う
／
ま
で
も
な
く
／
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
○
田
中
外
相
へ
の
評
価
の
軸
が
そ
の
外
交
政
策
で
あ
る
の
は
言
う
／
ま
で
も
な
い
／
。
ワ
ケ
ニ
ハ
イ
カ
ナ
イ
わ
け
に
は
い
か
な
い
助
動
詞
動
詞
の
ス
ル
形
（
シ
テ
イ
ル
形
を
含
む
）
に
付
く
。
「
Ａ
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
の
形
で
，
状
況
か
ら
し
て
当
然
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
Ａ
と
い
う
こ
と
が
，
社
会
的
・
道
徳
的
・
心
理
的
理
由
に
よ
り
で
き
な
い
こ
と
を
い
う
。
○
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
は
食
糧
管
理
法
に
抵
触
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
で
法
律
違
反
を
お
か
す
／
わ
け
に
は
い
か
な
い
／
。
○
「
恋
を
し
た
い
」
と
よ
く
い
う
が
、
誰
と
で
も
い
い
と
い
う
／
わ
け
に
は
い
か
な
い
／
。
(25)
語
彙
素
読
み
語
彙
素
品
詞
用
例
イ
ッ
ケ
ン
ラ
ク
チ
ャ
ク
一
件
落
着
名
詞
○
あ
と
は
家
族
が
引
っ
越
し
て
来
れ
ば
／
一
件
落
着
／
だ
。
○
「
い
や
、
背
後
を
洗
っ
て
い
ま
す
。
／
一
件
落
着
／
に
し
て
お
い
て
、
相
手
を
油
断
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。
継
続
捜
査
と
い
う
こ
と
で
す
」
ト
ン
ト
ン
ビ
ョ
ウ
シ
と
ん
と
ん
拍
子
名
詞
○
大
村
湾
を
臨
む
漁
村
で
生
ま
れ
た
彼
は
、
入
門
以
来
／
と
ん
と
ん
拍
子
／
に
出
世
し
、
わ
ず
か
四
年
三
ヶ
月
で
入
幕
、
そ
の
三
年
後
に
は
三
役
と
な
っ
た
。
○
ア
メ
リ
カ
な
ら
、
／
と
ん
と
ん
拍
子
／
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
設
立
ま
で
進
ん
で
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
」
ニ
ク
マ
レ
グ
チ
憎
ま
れ
口
名
詞
○
「
も
う
ゲ
ロ
吐
き
そ
う
」
ル
ー
シ
ー
が
／
憎
ま
れ
口
／
を
た
た
い
た
。
○
そ
の
／
憎
ま
れ
口
／
も
、
皮
肉
め
い
た
笑
い
も
、
怜
悧
な
美
貌
も
、
間
違
い
な
く
彼
だ
っ
た
。
ヒ
ト
イ
チ
バ
イ
人
一
倍
名
詞
○
「
会
長
は
長
く
球
団
経
営
に
か
か
わ
り
、
／
人
一
倍
／
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
愛
し
て
い
る
。
何
と
か
こ
の
ま
ま
オ
ー
ナ
ー
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
○
そ
う
思
う
か
ら
「
中
途
半
端
は
で
き
な
い
。
自
分
の
す
べ
て
を
か
け
る
」
と
、
メ
ダ
ル
へ
の
思
い
は
／
人
一
倍
／
強
い
。
ミ
タ
メ
見
た
目
名
詞
○
丸
い
小
さ
な
缶
に
入
っ
て
い
て
、
／
見
た
目
／
に
は
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
靴
墨
の
よ
う
だ
っ
た
。
○
ず
ば
り
言
う
と
、
養
殖
物
と
天
然
物
は
／
見
た
目
／
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
。
ア
マ
イ
モ
ノ
ギ
ラ
イ
甘
い
物
嫌
い
名
詞
・
形
状
詞
○
一
説
に
よ
る
と
、
ミ
ス
タ
ー
の
「
／
甘
い
物
嫌
い
／
」
は
キ
ャ
ラ
作
り
だ
と
い
う
噂
も
。
○
今
日
食
べ
て
み
て
、
オ
ー
ド
ブ
ル
に
も
合
う
／
甘
い
も
の
嫌
い
／
な
旦
那
で
さ
え
も
ま
た
食
べ
た
い
と
思
う
味
ら
し
い
で
す
・
・
オ
キ
ニ
イ
リ
御
気
に
入
り
名
詞
・
形
状
詞
○
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
た
ば
か
り
で
、
／
お
気
に
入
り
／
に
何
も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
○
サ
イ
ド
の
ベ
ル
ト
が
／
お
気
に
入
り
／
の
ブ
ー
ツ
は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
約
￥
二
万
。
ク
ワ
ズ
ギ
ラ
イ
食
わ
ず
嫌
い
名
詞
・
形
状
詞
○
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
を
拒
否
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
多
く
は
い
わ
ゆ
る
「
／
食
わ
ず
嫌
い
／
」
の
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
○
牛
乳
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
お
り
、
ど
ろ
ど
ろ
し
た
シ
チ
ュ
ー
な
の
で
、
／
食
わ
ず
嫌
い
／
な
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
タ
ベ
ズ
ギ
ラ
イ
食
べ
ず
嫌
い
名
詞
・
形
状
詞
○
最
近
は
冷
凍
技
術
が
進
歩
、
お
い
し
い
羊
肉
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
「
／
食
べ
ず
嫌
い
／
」
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。
○
自
分
は
、
小
さ
い
こ
ろ
の
鯉
料
理
で
／
食
べ
ず
嫌
い
／
に
な
っ
て
ま
し
た
が
こ
こ
の
鯉
の
洗
い
を
食
べ
て
こ
こ
の
物
な
ら
食
べ
れ
ま
し
た
マ
ケ
ズ
ギ
ラ
イ
負
け
ず
嫌
い
名
詞
・
形
状
詞
○
そ
の
姿
を
見
た
プ
ロ
高
段
者
は
「
あ
の
／
負
け
ず
嫌
い
／
は
プ
ロ
向
き
」
と
評
し
た
。
○
も
と
も
と
私
は
／
負
け
ず
嫌
い
／
な
性
格
で
、
自
分
よ
り
実
力
が
あ
る
存
在
に
挑
戦
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
(26)
連
語
イ
ツ
モ
ド
オ
リ
何
時
も
通
り
名
詞
・
副
詞
○
十
五
日
午
前
七
時
五
十
分
か
ら
、
雪
の
上
で
／
い
つ
も
通
り
／
の
朝
礼
が
行
わ
れ
た
。
○
今
朝
玄
関
を
出
て
／
い
つ
も
ど
お
り
／
モ
コ
に
挨
拶
し
た
ら
こ
ん
な
顔
に
即
写
真
を
撮
り
ま
し
た
イ
マ
マ
デ
ド
オ
リ
今
ま
で
通
り
名
詞
・
副
詞
○
そ
の
一
方
で
、
「
／
今
ま
で
ど
お
り
／
の
こ
と
を
も
っ
と
快
適
に
で
き
る
」
（
会
社
員
二
十
七
歳
）
と
、
と
に
か
く
現
在
の
通
信
速
度
が
不
満
で
、
そ
の
改
善
策
と
し
て
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
ほ
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
○
今
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
壱
万
円
札
、
五
千
円
札
、
千
円
札
の
３
種
類
の
お
札
は
、
／
今
ま
で
ど
お
り
／
使
え
る
わ
。
い
っ
た
ん
発
行
さ
れ
た
お
札
は
、
日
本
銀
行
か
ら
発
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
通
用
力
（
Ｑ
三
十
六
参
照
）
を
失
わ
な
い
の
よ
。
カ
ミ
ヒ
ト
エ
紙
一
重
形
状
詞
○
そ
れ
は
傲
慢
さ
と
／
紙
一
重
／
だ
。
○
「
薬
と
毒
は
／
紙
一
重
／
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
薬
を
侮
っ
た
り
、
安
易
に
考
え
た
り
す
る
の
は
怖
い
こ
と
で
す
。
コ
ト
バ
ズ
ク
ナ
言
葉
少
な
形
状
詞
○
主
人
は
領
事
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
さ
し
だ
し
て
、
／
言
葉
す
く
な
／
に
、
た
だ
査
証
を
し
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
○
あ
る
隊
員
の
家
族
は
「
ニ
ュ
ー
ス
は
テ
レ
ビ
で
見
た
が
、
派
遣
は
こ
れ
か
ら
だ
し
、
行
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
と
／
言
葉
少
な
／
だ
っ
た
。
コ
ト
モ
ナ
ゲ
事
も
無
気
形
状
詞
○
「
あ
の
子
が
そ
う
言
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
」
と
、
／
こ
と
も
な
げ
／
に
言
っ
て
の
け
る
高
江
洲
先
生
。
○
だ
が
、
「
党
内
に
不
満
が
渦
巻
い
て
い
る
」
と
／
事
も
な
げ
／
に
言
っ
て
の
け
る
も
の
の
、
冷
戦
時
代
の
東
側
よ
ろ
し
く
、
同
党
は
厚
い
カ
ー
テ
ン
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ガ
モ
ノ
ガ
オ
我
が
物
顔
形
状
詞
○
そ
こ
に
い
る
彼
女
を
完
全
に
無
視
し
な
が
ら
、
と
ら
猫
は
／
我
が
物
顔
／
で
ベ
ッ
ド
の
下
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。
○
い
つ
も
は
／
我
が
物
顔
／
の
ポ
チ
姉
さ
ん
で
す
が
、
苦
手
な
愛
想
を
振
り
ま
き
過
ぎ
た
た
め
か
、
初
日
に
し
て
、
既
に
お
疲
れ
モ
ー
ド
。
イ
イ
カ
ゲ
ン
良
い
加
減
形
状
詞
・
副
詞
○
と
い
う
よ
り
、
裁
判
所
の
／
い
い
加
減
／
な
判
断
に
腹
が
立
つ
。
○
そ
の
前
に
注
文
の
餃
子
を
／
い
い
加
減
／
早
く
焼
い
て
く
れ
！
状
態
シ
ュ
タ
ル
主
た
る
連
体
詞
○
あ
っ
せ
ん
，
調
停
，
仲
裁
及
び
裁
定
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
，
そ
の
迅
速
か
つ
適
正
な
解
決
を
図
る
こ
と
を
／
主
た
る
／
任
務
の
一
つ
と
し
て
い
る
（
公
害
等
調
整
委
員
会
設
置
法
第
２
条
，
第
３
条
）
。
○
ア
メ
リ
カ
の
押
し
つ
け
憲
法
と
い
う
の
が
改
憲
の
拠
点
に
あ
り
、
改
憲
の
／
主
た
る
／
眼
目
が
憲
法
九
条
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ア
イ
カ
ワ
ラ
ズ
相
変
わ
ら
ず
副
詞
○
研
究
の
た
め
家
族
四
人
そ
ろ
っ
て
渡
米
し
た
。
不
登
校
は
／
相
変
わ
ら
ず
／
だ
っ
た
が
、
本
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。
○
そ
ん
な
に
早
く
走
れ
な
い
と
見
え
て
、
か
ら
だ
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
、
／
あ
い
か
わ
ら
ず
／
、
と
こ
と
こ
歩
い
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
た
ち
ま
ち
、
け
い
じ
た
ち
に
つ
か
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ア
オ
ア
オ
ト
青
々
と
副
詞
○
山
肌
は
削
ら
れ
そ
こ
に
風
に
乗
っ
て
雑
草
の
実
が
芽
吹
い
た
の
だ
ろ
う
／
青
々
と
／
し
て
い
る
○
「
ア
ー
メ
ン
！
」
そ
う
言
っ
た
ら
、
馬
は
止
ま
り
ま
し
た
。
崖
の
上
か
ら
見
る
／
青
々
と
／
し
た
大
海
原
、
心
地
よ
い
風
も
ほ
ほ
に
触
れ
ま
す
。
(27)
イ
カ
ニ
モ
如
何
に
も
副
詞
○
こ
ん
ど
取
材
を
か
ね
て
観
た
オ
ペ
ラ
は
、
『
ト
ス
カ
』
で
あ
る
。
／
い
か
に
も
／
イ
タ
リ
ア
ら
し
い
試
み
で
、
時
代
背
景
を
現
実
の
場
所
と
一
致
さ
せ
、
時
間
ま
で
同
じ
時
刻
に
上
演
す
る
。
○
「
／
い
か
に
も
／
。
だ
が
、
精
霊
殺
し
と
は
聞
き
捨
て
な
ら
ぬ
な
。
昔
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
イ
ツ
カ
何
時
か
副
詞
○
そ
の
と
き
に
私
が
何
を
感
じ
た
か
、
そ
し
て
何
が
起
こ
っ
た
か
―
そ
れ
に
つ
い
て
も
ま
た
／
い
つ
か
／
あ
ら
た
め
て
ゆ
っ
く
り
と
話
し
た
い
と
思
う
（
う
ま
く
話
せ
る
か
ど
う
か
自
信
は
な
い
け
れ
ど
）
。
○
そ
こ
で
も
彼
は
相
変
わ
ら
ず
「
室
内
」
に
い
て
、
ど
こ
か
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
、
訪
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
の
に
、
／
い
つ
か
／
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
風
景
ば
か
り
描
い
て
い
る
。
イ
マ
ヤ
今
や
副
詞
○
家
族
旅
行
と
な
れ
ば
、
／
今
や
／
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
く
の
は
当
た
り
前
。
○
イ
ス
ラ
ー
ム
を
理
解
す
る
う
え
で
、
そ
の
開
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
、
／
い
ま
や
／
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
カ
ナ
ラ
ズ
シ
モ
必
ず
し
も
副
詞
○
飲
食
類
は
、
嗜
好
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
著
名
な
ホ
テ
ル
で
も
メ
ー
カ
ー
で
も
／
必
ず
し
も
／
、
受
取
人
が
嗜
好
の
対
象
と
は
限
ら
な
い
。
○
安
易
に
海
外
に
「
安
価
で
豊
富
な
労
働
力
」
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
、
／
必
ず
し
も
／
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ク
ロ
グ
ロ
ト
黒
々
と
副
詞
○
し
か
し
ホ
メ
ロ
ス
で
は
魂
は
昇
天
し
な
い
。
英
雄
を
襲
う
の
は
、
／
黒
々
と
／
し
た
死
の
闇
で
あ
る
。
○
せ
っ
か
く
の
文
章
を
抹
消
す
る
墨
の
跡
を
／
黒
々
と
／
残
し
た
先
に
、
よ
う
よ
う
控
え
目
な
文
章
が
続
い
て
い
た
。
コ
ツ
ゼ
ン
ト
忽
然
と
副
詞
○
行
先
は
越
後
湯
沢
で
、
清
水
ト
ン
ネ
ル
を
汽
車
で
抜
け
る
と
、
川
端
康
成
の
小
説
『
雪
国
』
の
冒
頭
さ
な
が
ら
に
雪
に
お
お
わ
れ
た
夜
の
湯
沢
の
町
が
／
忽
然
と
／
眼
の
前
に
現
れ
た
。
○
目
の
く
り
く
り
し
た
た
こ
坊
主
が
、
／
忽
然
と
／
ビ
ッ
ク
リ
箱
の
よ
う
に
飛
び
出
し
て
来
た
。
シ
キ
リ
ト
頻
り
と
副
詞
○
寒
い
、
お
腹
が
減
っ
た
と
、
二
十
三
歳
に
も
な
る
範
子
が
子
供
の
よ
う
な
口
調
で
／
し
き
り
と
／
訴
え
て
く
る
。
○
君
に
は
、
排
他
的
の
厳
重
な
一
夫
一
婦
と
い
う
、
一
種
の
理
想
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
君
は
、
／
し
き
り
と
／
僕
に
、
他
の
い
っ
さ
い
の
女
を
斥
け
る
こ
と
を
迫
っ
た
。
シ
キ
リ
ニ
頻
り
に
副
詞
○
島
は
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
。
観
光
客
は
、
／
し
き
り
に
／
|
「
す
ご
い
で
す
ね
え
」
|
「
感
激
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
た
。
○
地
域
ス
タ
ッ
フ
は
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
委
託
契
約
を
結
ん
で
受
信
料
徴
収
な
ど
を
行
う
個
人
事
業
主
」
だ
と
、
／
し
き
り
に
／
繰
り
返
す
の
だ
。
シ
ゼ
ン
ト
自
然
と
副
詞
○
リ
ー
ダ
ー
の
座
席
は
従
来
は
部
屋
の
奥
に
あ
っ
た
が
、
窓
口
に
最
も
近
い
位
置
に
住
民
と
向
か
い
合
う
よ
う
に
移
動
。
訪
れ
た
住
民
が
最
初
に
接
す
る
の
は
／
自
然
と
／
総
括
リ
ー
ダ
ー
ら
に
な
っ
た
。
○
「
ワ
イ
ン
は
ワ
イ
ン
、
料
理
は
料
理
で
そ
れ
ぞ
れ
お
い
し
け
れ
ば
、
／
自
然
と
／
楽
し
い
食
事
に
な
る
ん
で
す
よ
」
と
オ
ー
ナ
ー
ソ
ム
リ
エ
の
徳
原
誠
さ
ん
。
ジ
ツ
ハ
実
は
副
詞
○
君
達
の
家
に
は
、
古
文
書
な
ど
、
何
か
古
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
／
実
は
／
、
そ
れ
ら
を
私
に
見
せ
て
ほ
し
い
。
○
漫
才
に
か
ぎ
ら
ず
、
今
や
お
笑
い
の
世
界
は
、
吉
本
の
芸
人
花
ざ
か
り
の
感
が
あ
る
が
、
／
じ
つ
は
／
、
こ
の
芸
能
王
国
の
創
業
者
が
、
吉
本
せ
い
と
い
う
女
性
で
あ
る
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
(28)
ス
ク
ナ
ク
ト
モ
少
な
く
と
も
副
詞
○
だ
か
ら
久
永
さ
ん
の
死
は
、
彼
自
身
が
決
め
た
こ
と
だ
っ
た
。
／
少
な
く
と
も
／
彼
は
、
そ
う
信
じ
て
い
た
。
○
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ン
ト
ス
市
の
公
設
市
場
で
十
二
日
午
後
、
テ
ロ
と
み
ら
れ
る
爆
発
が
あ
り
、
／
少
な
く
と
も
／
十
五
人
が
死
亡
し
、
五
十
八
人
が
負
傷
し
た
。
ソ
コ
ハ
カ
ト
其
処
は
彼
と
副
詞
○
し
か
し
そ
の
チ
ー
プ
な
ポ
ッ
プ
・
ヴ
ォ
イ
ス
に
は
，
／
そ
こ
は
か
と
／
な
い
哀
愁
が
漂
っ
て
い
て
，
そ
こ
が
よ
い
！
○
全
然
似
て
な
い
ん
だ
け
ど
、
／
そ
こ
は
か
と
／
な
く
似
て
る
。
ダ
ン
ジ
テ
断
じ
て
副
詞
○
そ
の
頃
、
人
体
を
解
剖
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
神
仏
を
も
恐
れ
ぬ
／
断
じ
て
／
許
さ
れ
ぬ
行
為
と
さ
れ
、
解
剖
な
ど
と
い
う
こ
と
は
考
え
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。
○
「
前
代
未
聞
の
醜
聞
で
、
外
交
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
著
し
く
損
ね
、
／
断
じ
て
／
許
し
難
い
。
外
務
省
は
徹
底
的
な
内
部
調
査
を
継
続
す
る
と
と
も
に
再
発
防
止
策
を
講
じ
、
国
民
の
失
わ
れ
た
信
頼
を
早
期
に
回
復
す
べ
き
だ
」
と
し
て
い
る
。
ド
ウ
シ
テ
ど
う
し
て
副
詞
○
け
れ
ど
、
ど
う
も
あ
ぶ
な
い
も
ん
だ
な
、
き
み
の
も
っ
て
る
人
相
書
程
度
で
は
。
た
と
え
犯
人
が
モ
ン
ゴ
リ
ア
号
に
乗
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
／
ど
う
し
て
／
そ
の
男
だ
と
決
め
ら
れ
る
の
か
ね
？
○
夫
婦
が
子
ど
も
を
生
ま
な
く
な
っ
た
の
は
／
ど
う
し
て
／
な
の
だ
ろ
う
か
。
ド
ウ
シ
テ
モ
ど
う
し
て
も
副
詞
○
事
業
者
は
「
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
で
日
欧
に
追
い
つ
く
た
め
、
／
ど
う
し
て
も
／
追
加
周
波
数
が
必
要
だ
」
と
の
大
合
唱
で
、
政
府
か
ら
新
し
い
周
波
数
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
。
○
突
き
つ
め
れ
ば
理
屈
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た
。
／
ど
う
し
て
も
／
こ
の
ま
ま
別
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
急
い
で
い
る
の
で
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ド
ウ
ニ
カ
ど
う
に
か
副
詞
○
も
っ
と
も
、
ど
の
家
も
木
立
の
奥
に
あ
る
の
で
玄
関
の
灯
は
道
に
ま
で
届
か
な
い
。
高
原
地
帯
ら
し
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
／
ど
う
に
か
／
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
す
ら
予
備
知
識
に
は
な
か
っ
た
。
○
隣
が
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
／
ど
う
に
か
／
類
焼
は
免
れ
た
。
結
局
、
電
気
は
大
丈
夫
だ
っ
た
が
電
話
が
不
通
に
な
っ
た
。
ド
ウ
ニ
モ
ど
う
に
も
副
詞
○
あ
ち
こ
ち
開
い
て
の
ぞ
き
読
み
は
し
た
も
の
の
、
や
は
り
／
ど
う
に
も
／
す
ら
り
と
入
り
こ
め
ず
、
数
ペ
ー
ジ
読
み
か
け
る
と
忽
ち
違
和
感
の
方
が
つ
の
っ
て
き
て
、
／
ど
う
に
も
／
読
み
続
け
ら
れ
な
い
。
○
そ
こ
に
金
銭
的
や
り
と
り
が
か
ら
む
の
は
、
／
ど
う
に
も
／
釈
然
と
し
な
い
と
い
う
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ド
ウ
ニ
モ
コ
ウ
ニ
モ
ど
う
に
も
こ
う
に
も
副
詞
○
腹
筋
を
つ
け
る
に
は
、
や
っ
ぱ
り
腹
筋
を
す
る
の
が
一
番
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
／
ど
う
に
も
こ
う
に
も
／
苦
手
な
ん
で
す
。
○
だ
か
ら
こ
そ
、
馬
鹿
で
単
純
で
／
ど
う
に
も
こ
う
に
も
／
危
な
か
し
い
な
が
ら
、
別
の
選
択
肢
を
有
す
る
甲
斐
に
賭
け
る
気
に
も
な
っ
た
。
ナ
ニ
ヨ
リ
何
よ
り
副
詞
○
で
も
、
／
な
に
よ
り
／
肝
心
な
の
は
、
こ
れ
以
上
感
染
者
を
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。
○
英
気
を
養
い
明
日
の
活
力
を
生
み
ま
す
し
、
／
何
よ
り
／
も
家
族
み
ん
な
で
温
泉
気
分
に
も
ひ
た
れ
ま
す
。
ナ
ン
ダ
カ
何
だ
か
副
詞
○
あ
の
ひ
と
た
ち
、
／
な
ん
だ
か
／
も
め
て
る
み
た
い
な
の
。
○
そ
れ
に
し
て
も
、
ロ
ン
ド
ン
で
、
な
つ
か
し
い
し
ぐ
さ
を
見
た
時
は
、
／
何
だ
か
／
嬉
し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
。
(29)
ナ
ン
デ
モ
何
で
も
副
詞
○
機
械
的
で
も
／
何
で
も
／
、
小
さ
い
う
ち
に
一
生
懸
命
教
育
を
し
て
、
そ
れ
で
賢
く
な
る
な
ら
、
早
期
教
育
を
さ
せ
た
い
と
思
う
。
○
嫌
と
い
う
ほ
ど
強
い
拒
否
で
は
な
い
の
で
す
が
、
／
何
で
も
／
、
き
ょ
う
は
パ
ー
テ
ィ
ー
の
手
伝
い
に
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
で
、
で
き
る
こ
と
な
ら
電
話
で
済
ま
せ
て
く
れ
と
…
。
ナ
ン
ト
何
と
副
詞
○
初
校
、
再
校
、
三
校
と
校
正
を
重
ね
て
い
る
う
ち
に
／
何
と
／
ふ
さ
わ
し
い
題
名
だ
ろ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
○
こ
ん
な
時
に
僕
は
祈
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
な
ん
て
、
／
な
ん
て
／
無
能
な
ん
だ
ろ
う
…
。
ナ
ン
ト
カ
何
と
か
副
詞
○
「
そ
こ
を
／
何
と
か
／
早
め
に
お
願
い
で
き
ま
す
と
…
」
○
／
な
ん
と
か
／
、
み
ん
な
の
気
も
ち
が
ま
と
ま
っ
て
、
う
ご
き
が
そ
ろ
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
カ
ブ
カ
ト
深
々
と
副
詞
○
そ
し
て
、
立
っ
た
ま
ま
用
意
し
た
文
書
を
読
み
上
げ
、
途
中
何
度
も
／
深
々
と
／
頭
を
下
げ
た
。
○
何
も
言
え
な
い
で
い
る
と
、
瞳
子
さ
ん
が
／
深
々
と
／
た
め
息
を
つ
い
た
。
ベ
ツ
ニ
別
に
副
詞
○
私
と
目
が
合
う
と
／
別
に
／
あ
わ
て
る
ふ
う
で
も
な
く
腰
を
あ
げ
、
生
垣
の
隙
間
か
ら
す
る
り
と
外
に
出
て
立
ち
去
っ
て
い
っ
た
。
○
／
別
に
／
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
ち
ょ
っ
と
変
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
だ
け
で
。
ホ
ウ
フ
ツ
ト
彷
彿
と
副
詞
○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
外
壁
の
一
部
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
脇
に
耐
火
レ
ン
ガ
を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
、
ど
こ
か
Ｎ
Ｙ
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
／
彷
彿
と
／
さ
せ
る
。
○
や
が
て
す
ご
す
ご
と
退
室
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
の
、
状
況
が
／
彷
彿
と
／
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。
ホ
ソ
ボ
ソ
ト
細
々
と
副
詞
○
―
静
さ
ん
が
呼
ん
で
い
る
。
秋
の
虫
み
た
い
な
／
細
々
と
／
し
た
声
で
呼
ん
で
い
る
。
○
終
了
後
は
季
節
の
そ
ば
を
振
る
舞
う
サ
ー
ビ
ス
を
／
細
々
と
／
続
け
、
通
算
で
百
三
十
回
目
と
な
っ
た
。
モ
ウ
ゼ
ン
ト
猛
然
と
副
詞
○
通
産
省
の
役
人
が
強
引
に
ベ
ー
タ
に
規
格
統
一
し
よ
う
と
し
た
時
、
加
賀
谷
は
／
猛
然
と
／
反
論
す
る
。
○
男
は
打
球
に
／
猛
然
と
／
飛
び
込
ん
だ
が
、
案
の
定
見
え
な
か
っ
た
の
か
、
ボ
ー
ル
が
顔
面
を
直
撃
し
た
。
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
然
し
な
が
ら
接
続
詞
○
「
（
北
朝
鮮
と
）
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
間
で
、
現
在
、
如
何
な
る
類
の
軍
事
取
引
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
／
し
か
し
な
が
ら
／
、
常
に
そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
○
／
し
か
し
な
が
ら
／
、
ど
れ
だ
け
違
い
を
強
調
し
て
も
、
欧
米
人
は
ど
ち
ら
も
似
た
り
寄
っ
た
り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
シ
タ
ガ
ッ
テ
従
っ
て
接
続
詞
○
女
の
名
前
な
ど
は
こ
と
に
変
化
が
早
く
、
／
し
た
が
っ
て
／
そ
の
例
は
幾
つ
も
あ
る
。
○
／
し
た
が
っ
て
／
、
本
件
の
場
合
は
、
一
応
、
形
式
的
に
文
言
侵
害
に
入
ら
な
い
こ
と
な
り
ま
す
。
ス
ル
ト
す
る
と
接
続
詞
○
／
す
る
と
／
、
カ
ラ
ス
は
、
ほ
ぼ
二
日
で
エ
サ
が
得
ら
れ
る
顔
を
学
習
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
○
／
す
る
と
／
、
ど
う
で
し
ょ
う
☆
い
た
み
に
く
く
な
り
ま
し
た
☆
ソ
ウ
シ
テ
そ
う
し
て
接
続
詞
○
時
期
に
よ
っ
て
出
入
は
あ
る
も
の
の
、
官
僚
、
農
政
学
者
、
大
学
講
師
、
講
演
者
、
文
人
も
し
く
は
歌
人
、
旅
行
家
、
著
述
家
、
歴
史
家
あ
る
い
は
民
俗
学
者
、
大
勢
の
若
者
た
ち
の
私
的
な
教
師
、
社
会
の
木
鐸
、
が
古
風
す
ぎ
る
な
ら
、
有
力
新
聞
の
論
説
委
員
ま
た
編
輯
顧
問
、
／
そ
う
し
て
／
夫
で
あ
り
何
人
も
の
子
女
の
父
で
も
あ
る
家
庭
人
だ
っ
た
。
○
羽
目
を
外
し
た
大
人
達
に
囲
ま
れ
て
、
子
供
達
は
無
邪
気
に
笑
う
。
無
邪
気
に
踊
る
。
／
そ
う
し
て
／
輪
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
ゆ
く
。
(30)
ソ
レ
カ
ラ
其
れ
か
ら
接
続
詞
○
月
に
一
度
の
割
合
で
行
わ
れ
る
避
難
訓
練
だ
。
秋
田
さ
ん
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
お
年
寄
り
に
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
せ
る
。
／
そ
れ
か
ら
／
、
車
椅
子
を
お
し
て
外
に
出
る
。
○
「
で
は
、
下
条
社
長
。
相
手
の
住
所
と
電
話
番
号
、
銀
行
口
座
、
／
そ
れ
か
ら
／
、
あ
な
た
が
買
っ
た
本
の
リ
ス
ト
と
、
支
払
っ
た
額
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
ソ
レ
デ
其
れ
で
接
続
詞
○
淡
谷
さ
ん
の
物
真
似
を
や
っ
て
笑
い
を
と
っ
た
り
し
て
、
そ
の
後
も
童
謡
や
昭
和
歌
謡
が
続
き
、
／
そ
れ
で
／
前
半
は
終
わ
っ
た
。
○
／
そ
ん
で
／
、
帰
っ
て
来
て
か
ら
と
り
あ
え
ず
横
に
な
り
、
二
十
時
頃
に
起
き
て
、
そ
れ
か
ら
テ
レ
ビ
な
ん
か
も
見
つ
つ
、
だ
ら
だ
ら
と
ま
た
焼
酎
を
薄
め
て
飲
み
つ
つ
、
先
日
買
っ
て
き
た
カ
メ
ラ
の
入
門
書
を
読
ん
で
い
ま
す
。
ソ
レ
デ
ハ
其
れ
で
は
接
続
詞
○
／
そ
れ
で
は
／
、
な
ぜ
未
婚
化
や
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
○
／
そ
ん
じ
ゃ
／
今
日
は
こ
の
辺
で
！
ソ
レ
デ
モ
其
れ
で
も
接
続
詞
○
そ
う
叫
び
な
が
ら
、
波
に
い
く
ど
か
足
を
取
ら
れ
て
転
び
、
／
そ
れ
で
も
／
め
げ
ず
に
沖
を
目
指
す
。
○
／
そ
れ
で
も
／
六
つ
の
ス
ペ
ー
ス
が
埋
ま
ら
ず
、
三
階
は
空
き
が
目
立
つ
。
ソ
レ
ト
モ
其
れ
と
も
接
続
詞
○
母
親
が
手
続
き
し
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
／
そ
れ
と
も
／
最
初
の
返
済
、
も
し
く
は
後
者
の
返
済
が
遅
れ
、
ブ
ラ
ッ
ク
に
載
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
○
／
そ
れ
と
も
／
、
「
例
外
」
を
多
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
安
易
な
債
権
放
棄
が
乱
発
さ
れ
る
の
か
―
。
ダ
ガ
だ
が
接
続
詞
○
／
だ
が
／
、
最
も
手
軽
に
つ
く
れ
る
闇
は
、
瞼
の
闇
だ
。
○
／
だ
が
／
、
こ
う
し
た
伝
統
料
理
は
廃
れ
つ
つ
あ
り
、
大
衆
食
な
の
に
首
都
で
も
専
門
食
堂
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
ダ
カ
ラ
だ
か
ら
接
続
詞
○
こ
ん
な
本
格
的
な
プ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
、
／
だ
か
ら
／
プ
ー
ル
屋
サ
ン
が
成
立
す
る
。
○
「
社
長
版
『
／
だ
か
ら
／
あ
な
た
も
生
き
ぬ
い
て
』
」
と
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
ダ
ケ
レ
ド
だ
け
れ
ど
接
続
詞
○
／
だ
け
ど
／
自
分
が
や
り
た
い
か
ら
や
る
だ
け
と
い
う
仕
事
の
、
何
と
楽
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
○
／
だ
け
ど
／
、
こ
こ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
る
間
に
好
き
な
人
（
現
地
の
人
）
が
で
き
て
し
ま
っ
て
。
ダ
ケ
レ
ド
モ
だ
け
れ
ど
も
接
続
詞
○
も
し
、
育
て
ら
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
育
て
た
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
／
だ
け
れ
ど
も
／
、
足
手
ま
と
い
に
な
る
子
ど
も
、
ま
た
は
、
産
ん
で
は
な
ら
な
か
っ
た
子
ど
も
を
産
ん
で
し
ま
っ
た
。
○
う
う
〜
ん
、
コ
レ
は
ス
ゴ
イ
。
／
だ
け
ど
も
／
僕
た
ち
で
は
こ
れ
よ
り
先
の
運
勢
は
見
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
ダ
ッ
タ
ラ
だ
っ
た
ら
接
続
詞
○
／
だ
っ
た
ら
／
身
軽
な
小
さ
な
組
織
で
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
出
て
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
○
売
ら
れ
る
か
ら
、
／
だ
っ
た
ら
／
ひ
と
つ
よ
ろ
し
く
、
と
。
ダ
ッ
テ
だ
っ
て
接
続
詞
○
「
／
だ
っ
て
／
、
お
か
あ
さ
ん
、
古
く
な
っ
た
旅
行
パ
ン
フ
な
ん
か
利
用
価
値
は
ゼ
ロ
だ
よ
」
と
八
三
郎
が
言
っ
た
。
○
／
だ
っ
て
／
・
・
・
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
３
位
な
ん
て
見
た
こ
と
な
い
か
ら
見
た
い
じ
ゃ
な
い
！
チ
ナ
ミ
ニ
因
み
に
接
続
詞
○
／
ち
な
み
に
／
カ
ラ
ー
の
夢
は
絶
対
な
い
と
い
わ
ま
す
が
私
は
一
部
分
の
カ
ラ
ー
の
夢
を
時
々
見
ま
す
。
○
／
ち
な
み
に
／
イ
タ
リ
ア
に
も
同
じ
よ
う
な
も
の
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
フ
ァ
リ
ナ
ー
タ
と
呼
ば
れ
、
ソ
ッ
カ
同
様
、
ち
ょ
っ
と
重
た
め
の
お
や
つ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
(31)
ッ
テ
イ
ウ
カ
っ
て
言
う
か
接
続
詞
○
書
い
て
い
い
で
す
よ
，
こ
れ
。
／
っ
て
い
う
か
／
，
世
に
真
実
を
知
ら
し
め
る
た
め
に
も
書
き
や
が
れ
」
○
な
ん
か
ム
カ
つ
き
ま
す
が
こ
ん
な
経
験
あ
り
ま
す
か
？
／
っ
て
い
う
か
／
、
そ
こ
ま
で
し
て
Ｂ
Ａ
欲
し
い
で
す
か
？
デ
ス
ガ
で
す
が
接
続
詞
○
／
で
す
が
／
著
作
権
が
絡
む
Ｃ
Ｄ
は
音
楽
用
で
や
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
○
子
育
て
を
考
え
日
勤
を
希
望
し
復
帰
後
ま
た
間
接
部
門
に
い
ま
す
。
／
で
す
が
／
、
昇
格
せ
ず
後
輩
に
ば
か
り
追
い
越
さ
れ
ま
す
。
デ
ス
カ
ラ
で
す
か
ら
接
続
詞
○
た
し
か
に
そ
れ
が
常
道
で
あ
る
べ
き
で
、
／
で
す
か
ら
／
ど
う
か
、
き
て
も
査
証
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！
○
東
京
地
区
で
は
一
般
事
務
で
千
五
百
円
／
時
ぐ
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
／
で
す
か
ら
／
、
求
人
に
で
て
い
る
時
給
程
度
は
も
ら
え
ま
す
よ
。
デ
ス
ケ
レ
ド
で
す
け
れ
ど
接
続
詞
○
「
呼
び
に
行
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
／
で
す
け
れ
ど
／
、
ゆ
う
べ
か
ら
何
処
へ
か
行
っ
て
、
ま
だ
帰
ら
な
い
ん
だ
そ
う
で
す
」
○
／
で
す
け
れ
ど
／
、
ど
う
し
て
も
、
あ
の
異
国
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
と
い
う
恋
人
を
、
一
人
屋
敷
で
待
つ
蝶
々
夫
人
の
気
持
ち
が
つ
か
め
な
い
で
悩
ん
で
お
り
ま
し
た
。
デ
ス
ケ
レ
ド
モ
で
す
け
れ
ど
も
接
続
詞
○
ひ
っ
か
け
る
ほ
ど
の
代
物
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
が
…
。
／
で
す
け
れ
ど
も
／
、
こ
う
い
う
状
況
こ
そ
、
つ
か
い
道
、
利
用
法
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
ん
で
あ
り
ま
す
よ
。
○
韓
国
の
記
事
は
、
今
の
日
本
の
新
聞
に
か
な
り
出
ま
す
。
／
で
す
け
れ
ど
も
／
、
明
治
十
年
代
の
、
明
治
初
期
の
新
聞
を
読
ん
で
み
て
驚
く
こ
と
は
、
朝
鮮
関
係
の
記
事
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
デ
ハ
で
は
接
続
詞
○
こ
れ
ま
で
に
解
説
し
た
儒
教
の
考
え
方
と
同
様
で
す
。
／
で
は
／
、
幸
福
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
○
私
的
に
は
超
オ
ス
ス
メ
な
の
で
、
是
非
！
！
／
で
は
／
で
は
／
、
今
日
の
贈
り
物
紹
介
は
こ
こ
ま
で
に
！
デ
モ
で
も
接
続
詞
○
こ
れ
は
画
家
の
厳
し
い
眼
で
相
当
考
え
た
末
に
描
き
分
け
た
の
ね
。
／
で
も
／
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
ま
れ
育
ち
に
関
係
な
く
愛
く
る
し
い
。
○
八
十
五
ｋ
ｇ
か
ら
一
ヶ
月
で
六
十
ｋ
ｇ
に
な
り
ま
し
た
。
／
で
も
／
何
だ
か
肌
は
ボ
ロ
ボ
ロ
力
が
沸
き
ま
せ
ん
。
ト
コ
ロ
ガ
所
が
接
続
詞
○
次
々
と
寿
命
を
迎
え
、
建
て
替
え
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
代
が
来
る
。
／
と
こ
ろ
が
／
、
そ
の
前
に
彼
ら
が
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
○
だ
か
ら
で
き
れ
ば
鍛
え
た
も
ん
を
使
い
た
い
、
／
と
こ
ろ
が
／
高
い
、
と
こ
う
な
り
ま
ん
ね
ん
。
ト
コ
ロ
デ
所
で
接
続
詞
○
ス
パ
ゲ
テ
ィ
な
ど
で
人
気
の
い
か
す
み
料
理
。
／
と
こ
ろ
で
／
た
こ
も
同
じ
よ
う
に
す
み
を
吐
く
の
に
、
た
こ
す
み
料
理
を
見
か
け
な
い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？
○
予
報
で
は
雨
で
し
た
が
、
宵
の
う
ち
に
ぱ
ら
つ
い
た
ぐ
ら
い
で
す
。
／
と
こ
ろ
で
／
、
Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
（
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会
）
か
ら
、
雪
坊
主
と
一
緒
に
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
ナ
ノ
デ
な
の
で
接
続
詞
○
今
ま
で
だ
と
、
２
ち
ゃ
ん
ね
る
に
攻
略
が
載
り
ま
す
。
／
な
の
で
／
、
掲
示
板
を
よ
く
見
る
こ
と
が
良
い
で
す
ね
。
○
と
い
っ
て
も
今
日
は
、
待
ち
に
待
っ
た
テ
ー
ブ
ル
が
届
く
日
。
…
／
な
ん
で
／
、
こ
れ
か
ら
片
付
け
（
大
掃
除
）
で
す
。
。
。
。
。
(32)
ナ
ノ
ニ
な
の
に
接
続
詞
○
わ
ず
か
１
万
円
の
上
乗
せ
で
も
ど
ん
な
に
助
か
る
か
。
／
な
の
に
／
貴
子
さ
ん
と
英
子
さ
ん
の
女
の
戦
い
を
利
用
し
て
、
責
任
を
回
避
し
て
い
る
正
夫
を
守
る
な
ん
て
。
○
湯
小
屋
の
周
り
参
拝
客
が
普
通
に
歩
い
て
る
ん
で
す
よ
…
／
な
の
に
／
窓
全
開
〜
〜
（
´
Д
｀
；
）
ナ
ラ
ビ
ニ
並
び
に
接
続
詞
○
わ
が
国
を
含
む
四
十
か
国
が
参
加
す
る
原
子
力
供
給
国
グ
ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
）
に
よ
り
、
原
子
力
専
用
品
及
び
原
子
力
汎
用
品
／
並
び
に
／
そ
の
関
連
技
術
の
輸
出
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
○
そ
れ
は
、
日
進
月
歩
の
速
さ
で
進
化
す
る
航
空
機
の
運
用
技
術
の
向
上
や
、
運
航
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
知
識
審
査
、
／
な
ら
び
に
／
個
々
人
の
操
縦
技
術
の
衰
え
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
技
倆
審
査
が
、
こ
れ
も
や
は
り
半
年
毎
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
マ
タ
ハ
又
は
接
続
詞
○
両
県
で
は
有
権
者
登
録
を
実
現
で
き
ず
、
ス
ン
ニ
派
が
多
数
ボ
イ
コ
ッ
ト
／
ま
た
は
／
参
加
で
き
な
い
状
況
を
招
い
た
。
○
台
木
は
黒
松
の
２
年
生
を
用
い
、
錦
松
の
場
合
は
腹
継
ぎ
、
五
葉
松
の
場
合
は
割
継
ぎ
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
実
生
、
／
ま
た
は
／
接
ぎ
木
し
た
苗
は
ポ
ッ
ト
ま
た
は
畑
地
で
養
成
を
行
う
。
ユ
エ
ニ
故
に
接
続
詞
○
そ
の
販
売
を
シ
ス
コ
が
受
け
、
利
益
を
上
げ
る
と
い
う
営
業
戦
略
で
あ
る
。
／
ゆ
え
に
／
シ
ス
コ
は
常
に
最
先
端
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
標
榜
で
き
る
よ
う
自
ら
変
化
を
続
け
て
き
た
。
○
期
待
に
そ
む
か
ず
、
植
え
て
お
け
ば
、
実
を
結
ん
で
く
れ
ま
す
。
／
ゆ
え
に
／
、
人
間
の
壮
健
・
根
気
よ
さ
・
ま
じ
め
の
意
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ヨ
ウ
ス
ル
ニ
要
す
る
に
接
続
詞
○
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
い
う
の
は
／
要
す
る
に
／
ア
レ
ル
ギ
ー
の
シ
ョ
ッ
ク
症
状
で
す
か
ら
ご
心
配
な
ら
血
液
検
査
で
蜂
毒
（
上
記
の
三
種
と
も
が
望
ま
し
い
）
を
調
べ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
○
そ
う
し
て
各
地
を
一
巡
し
て
か
ら
南
極
だ
。
／
要
す
る
に
／
、
平
均
的
日
本
人
の
好
奇
心
の
推
移
を
示
す
、
社
会
学
的
資
料
と
し
て
使
え
る
」
ヨ
ッ
テ
因
っ
て
接
続
詞
○
こ
の
よ
う
な
控
訴
人
の
悲
惨
な
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
百
五
十
万
円
と
言
う
料
額
が
、
い
か
に
実
態
に
見
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
か
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
／
よ
っ
て
／
、
金
銭
面
で
も
原
判
決
の
判
断
は
再
考
さ
れ
る
米
で
あ
る
。
○
こ
れ
は
某
不
動
産
会
社
の
女
子
社
員
が
自
分
の
歩
く
速
度
を
何
度
も
計
測
し
、
業
界
が
標
準
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。
／
よ
っ
て
／
、
１
キ
ロ
を
歩
く
に
は
十
二
分
三
十
秒
っ
て
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。
オ
メ
デ
ト
ウ
御
め
で
と
う
感
動
詞
○
会
見
後
、
ひ
と
み
さ
ん
と
目
が
合
い
「
お
う
っ
」
と
声
を
掛
け
る
と
、
「
／
お
め
で
と
う
／
ぐ
ら
い
言
っ
て
よ
」
と
、
ひ
と
み
さ
ん
は
最
高
の
笑
顔
を
見
せ
た
。
○
経
済
学
部
進
学
、
／
お
め
で
と
う
／
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
「
／
お
め
で
と
う
／
」
と
い
う
言
葉
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
御
免
為
さ
い
感
動
詞
○
腹
は
と
う
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
け
れ
ど
。
「
／
ご
め
ん
な
さ
い
／
」
と
女
は
う
つ
む
い
て
ち
い
さ
く
言
う
。
○
鉄
っ
ち
ゃ
ん
で
は
な
い
の
で
、
鉄
道
の
写
真
に
期
待
し
て
来
た
皆
さ
ん
は
／
ゴ
メ
ン
な
さ
い
／
。
ス
マ
ン
済
ま
ん
感
動
詞
○
羨
ま
し
い
で
す
が
、
自
分
で
車
を
買
っ
た
方
の
ほ
う
が
、
異
性
と
し
て
魅
力
が
あ
り
ま
す
ね
。
回
答
じ
ゃ
な
く
て
／
す
ま
ん
／
。
○
「
／
済
ま
ん
／
、
／
済
ま
ん
／
…
四
階
の
エ
レ
ヴ
ェ
ー
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
待
伏
せ
し
て
い
た
連
中
の
う
ち
の
チ
ー
フ
格
の
ミ
ョ
ン
と
い
う
男
か
ら
、
色
々
と
尋
き
だ
し
て
た
も
の
で
…
」
(33)
ス
ミ
マ
セ
ン
済
み
ま
せ
ん
感
動
詞
○
そ
の
反
対
に
、
お
客
様
が
「
細
か
く
て
／
す
み
ま
せ
ん
／
ね
」
と
恐
縮
し
な
が
ら
支
払
っ
た
と
き
は
、
即
座
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
助
か
り
ま
す
」
と
答
え
れ
ば
、
お
客
様
も
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
す
。
○
／
す
い
ま
せ
ん
／
、
こ
の
日
は
忙
し
く
て
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
キ
モ
チ
ワ
ル
ガ
ル
気
持
ち
悪
が
る
動
詞
○
そ
の
人
か
ら
す
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
親
し
く
し
た
程
度
だ
っ
た
の
で
す
が
、
／
気
持
ち
悪
が
ら
／
れ
た
よ
う
で
す
。
○
で
も
家
族
全
員
／
気
持
ち
悪
が
っ
／
て
食
べ
な
い
の
で
、
私
は
一
人
で
食
べ
た
。
カ
ッ
コ
ウ
ヨ
イ
格
好
良
い
形
容
詞
○
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
ス
リ
ム
な
体
の
彼
ら
に
、
白
い
ふ
ん
ど
し
が
／
格
好
よ
く
／
映
え
て
羨
ま
し
か
っ
た
。
○
ブ
ー
ツ
イ
ン
が
大
好
き
で
、
毎
日
の
よ
う
に
イ
ン
（
笑
）
。
／
か
っ
こ
イ
イ
／
感
じ
に
ま
と
め
た
い
の
で
、
色
を
抑
え
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
し
た
(34)
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